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南アジア古典学 (SouthAsian Classical Studies) 15, 2020 

KalpalatiとAvad函am血の研究 (9)

-Devitisayastotra, SMRAM第20章，TJAM第14章(II)-

九州大学 岡野潔

本論文は三部から成る。第一部「ネパールの Avad函asataka系アヴァダーナマーラー

の研究」では、 『善説・偉大な宝珠アヴァダーナ・マーラー』 Subha~itamah如atnavada­

nam血の第20章『園丁アヴァダーナ』 M却kava曲naの校訂研究を行う。そしてその章

にはシャンカラ・スヴァーミン Sailkarasv血血作の『神に対する［仏の］超越の讃』

Devatisayastotra (別名 Devatavimarsastuti)からの借用があることを報告する。

第二部「ネパールの梵文仏伝の研究」では、 『如来出生アヴァダーナ・マー

ラー』 Tathagatajanmavadanam血の第14章『［菩薩が］技芸と一切の学問を示しヤ

ショーダラー女宝と夫婦になる品』の後半部分の梵文テクストの校訂と翻訳を行う。

第三部では、アペンディクス（付録）として、日本印度学仏教学会第70回学術大会パ

ネル「アシュヴァゴーシャ研究の展開」 （代表：松田和信）において、筆者が「梵文

~a<j.gatik面碑はアシュヴァゴーシャ作か」という題目で発表を行った時にハンドアウ

トとして会湯で配付した原稿に少し修正を加えたものを示す。

第一部

ネパールのAvadan函ataka系アヴァダーナマーラーの研究

略号 DS = Devatisayastotra / Devatavimarsastuti 

SMRAM = Subhii~itamah函atniiva曲1am血 (NGMCPBlOl/3) 

MA= M皿 iivad助a(SM応ヽ Mの第20章）

MA(DS) = Miilikavad助aの中の DS相当箇所（第148~167詩節）

ネパールで作られた梵文 avadiinamiilii文献の一つ、 『善説・偉大な宝珠アヴァダー

ナ・マーラー』 Subhii~itamahiiratniivadiinam血（略号： SMRAM)の第20章『園丁アヴァ

ダーナ』 M韮kiivadiinaの中に、シャンカラ・スヴァーミン Saiikarasviimin作の『神に対

する［仏の］超越の讃』 Deviitisayastotra(または『神格への吟味の讃』 Devatiivimarsas-

tutiとも名付けられる）の梵文テクストが、連続的にそのままの順序で借用されている
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ことを筆者は気づいた。 M甜kavad函aの第148.....,167詩節に、その Devatisayastotraの全部

で21詩節から成るテクストのうちの、最後の第21詩節を除く第1"'20詩節が利用されて

いることがわかった。

第20章M甜kavad血aのテクストは191詩節から成り、 Avad函函atakaの第7話P叫皿山を

韻文で再話した内容をもつ。この第20章はAvad血asatakaの第7話の話の筋に大体忠実な

構成の仕方で話を組み立てているが、その章の中に、 Avad血asatakaには無かった、話

の新しい要素として、その Devatisayastotraのテクストを利用している合計20の詩節から

成る部分（第148.....,167詩節）がある。その借用部分はインド仏教文献学者にとって学問

的に大変興味が惹かれる部分である。そこで本論文の第一部においてはまずIとして、

その20の詩節の部分に焦点をあてて、これまでに学界で校訂研究がなされた De-

vatisayastotraの梵文テクストとの綿密な比較を行いたい。その比較の作業は Devatisayas-

totraの梵文の再校定に役立つものである。それらの20の詩節に対する比較・ 吟味に基

づいて、両テクストの再校定の作業を行った後に、それに関連して、筆者は M却ka—

vad函aの章を含む SMR心dの筆記者・作者をめぐる問題、 Jayamuniという人物の問題

について、私見を述べたいと思う。あらゆる avad函am血文献には作者の名は記されて

おらず、 SMRAMにおいてもそれは同様であるから、その作者の問題に踏み込むこと

は、ネパールの Avad函砥ataka系列の avad函am却a文献群の成立の謎そのものに踏み込

むことでもある。岡野(2019)の論文に引き続き、 Jayamuniという人物をめぐってここ

で更に考察を行いたい。

その考察の後に、 IIとして、 M甜kavad函aの全191詩節から成る章全体の校訂梵文テ

クストと和訳を示すことにしたい。

1 第20章M韮kava曲naとDevatisayastotraの比較

I -I . Devitisayastotraという作品

第20章M甜kavad函aの第148--167詩節に利用されていることがわかった Devatisayas-

totraという作品についてまず説明したい。

Devatisayastotra (別名Devatavim癖 astuti)はインドの仏教徒Sa祉arasv証血によって作

られた、様々な技巧的な韻律を用いた(I)、韻文のみで出来た梵文の作品であって、漢訳

は無いが、蔵訳がある。

1. 本作品の韻律は、第 1~6,10, 21詩節がVasantatilaka; 第7,9, 11, 14詩節がS血diila叫cricμta; 

第 8,12, 15詩節が Sikharitμ;第 13詩節が Upajati;第 16詩節が PrthvI;第17,20詩節が

Anu~ 皿bh;第18詩節がV皿1sastha;第19詩節がAryaである。
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この作品の名称について少し説明すると、 LosangNorbo Shastri (1990)が初めて出版し

た梵文テクストが基づいた唯一のネパール写本には、コロフォンr'-DevatliVlillarsastuti 
の名が記されていたため、その梵文を修正した MichaelHahn (2000)はその 1写本の伝

承どおりに作品名として Devatavimarsastutiの名を用いた。しかし蔵訳が伝えるその作

品の名称は Devatisayastotraである。学問上は DevatavimarsastutiとDevatisayastotraのど

ちらの名称を使っても間違いではないことになるが、しかし第一に、 Devatavimarsastuti

の名は現在知りうる限り、その 1本のネパール写本にしか根拠が無く、ネパールで伝

承される間に新たにそのように改名された可能性があること、第二に、そのネパール

写本より遥かに古い、 8世紀頃に作られたその作品の蔵訳、ならびに Prajfiavarmanの

註釈の蔵訳において Devatisayastotraの名が一貫して用いられていることから、インドで

は少なくとも蔵訳が作られた時代に Devatisayastotraの名で呼ばれていたことが確かと

判断できること、それらの二つの理由から、より古い名である Devatisayastotraの名称

を用いた方がよいと私は思う (2)。

本稿では以下に、 Sailkarasv血血のこの作品の略号として DSを用いる。 （この略号

なら、 DevatisayastotraとDevaほvimarsastutiのどちらの作品名からも文句が出ないであろ

う。）

DSは『讃頌』 (stotra, stuti)のジャンルに属する、ブッダを讃えるための作品である

が、この作品は仏という存在の偉大さを讃歎するための少し変わった手立てとして、ヒ

ンドゥー教の神々の性質と比較して、彼らに対するブッダの性質の優越性を説くという

やり方をとる。 『讃頌』というインド仏教文献のジャンルには、仏教内部の同じ尊格

への信仰をもつ者たちのコミュニティの内部で使われることを意識しながら、己が信じ

る尊格の徳性を高く讃えて功徳を積むことを目的とする性格の作品が多いが、

Sailkarasv血血のこの讃頌はユニークにも、仏教徒としての自己の強い信仰の表明で終

わることなく、ヒンドゥー教徒に向かって理性に訴えて仏教への改宗を促す目的をもっ

ている。このような作品の性格は二つの宗教の間で悩み苦しんだ作者自身の経験に基

づいているのであろう。

DSの作者である Sailkarasv血血について、少なくとも確実に言いうることは、彼は

バラモン出身であって、 *Udbharasiddhasv血血（蔵訳でmthobtsun grub rje) という名の

兄がいたことである。弟の Sailkarasv血血がこの DSという讃頌を作ったのに対して、

弟より遅れてシヴァ信仰から仏教に改宗したその兄は Vise~astava と Sarvajfiam.ahesvaras­

totraという二つの讃頌を作った。この学問あるバラモン兄弟がはっきり自分が仏教の

2. ただしこの作品の名称の問題に決着をつけるには、最近チベットで発見されたかも知れない

DS写本（注9を参照）やインド撰述の他の仏教文献中の引用などを調べて確認する作業が必要

であろう。
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優婆塞であることを自覚して作った、合計三つの梵文の讃は蔵訳されて、チベット大蔵

経・丹殊爾の礼讃部bstodtshogsの中に収められている（東北No.1109, 1111, 1112)。弟

が作った DS と、兄が作った Vise~astava との、その二つの讃に対してはそれぞれ Prajfi.a­

varmanが作った註釈があり、その二つの註釈も蔵訳されて丹殊爾に収められてい

る（東北No.1110, 1113)。この兄弟の伝記についてはターラナータの仏教史の第13章

に記事があるが、ターラナータはその記事を書くにあたって Prajfi.avarmanのその 2本

の註釈を参照したようだ(3)。なおこのDSの作者としての Satikarasvfuninと、 Dignaga論

理学の入門書『因明入正理論』 Nyayapravesak.aを作った Satikarasv血血との関係につい

てはターラナータも Praj臨varmanの註釈も何も記していない。

DSの成立年代については、その作品中にブッダをヴィシュヌ神を同一視する思想

（ブッダをヴィシュヌ神のアヴァターラと見なす思想）についての言及があるため、 DSが

成立したのは、その思想がインドで知られつつあった時代と考えられる。 DSの第14詩

節padaaは次のように語る： 「これはプラーナの聖典伝承であるが、生類から尊崇さ

れるこのブッダとは、ハリ（ヴィシュヌ）であるそうだ」 (paur助註rutire~a lokamahi-

to buddhal;t kilayaqi harir)。文献的に証明できる、ブッダ・アヴァターラの思想が出

現した時代の上限は 6世紀前半であり、それは Bhavya (清弁）のTarkajviilaにおける

言及によってである(4)。そのため DSの成立時期をそれ以前に置くことは躊躇われる。

しかし DSがBhavyaよりも早く、 5世紀かそれ以前にアヴァターラの思想の出現を告

げる最も早い仏教文献である可能性もあろう。

1-2. DSのこれまでの研究

DSについて行われたこれまでの研究について説明したい。 1990年に LosangNorbu 

Shastriがインドの小さな出版社から550部を自費で出版した45頁の薄い本によって、西

洋のインド学者たちに初めて、 DSの梵文テクストの存在が知られるに至った。 DSにつ

いて蔵訳を用いた研究はそれ以前からすでに始まっていたものの(5)、その出版本Shastri

(1990)が出るまで、西洋の学界ではDSの梵文は失われたと見なされていた。

その Shastri(1990)の本は、 DSの梵文と蔵訳の両テクストを対置し、また DSのヒン

ディー語訳と英訳を付けて、更にPrajfiavarmanのDSの註釈の蔵訳の文の抜き書きを附

3. Schneider (1993), p. 11. 

4. Schneider (2019)はヴィシュヌのアヴァターラ思想の観点から DSを検討している。

5. Schneider (2014: 3-4)は1990年以前にすでに幾つもの研究がDSの蔵訳に対して行われていた

ことを記述する。例えばDSの蔵訳の最初の英訳は1981年になされている： Library of Tibetan 

Works and Archives (1981). 
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録として付けた内容であった。その本の DSの梵文テクストは Shastriの記述によれば

Nepal-Saqivat 466年（西暦1345年）の日付をもつ、亡き AmoghaVajrlicliryaの所有してい

た1本のネパール写本に依るものである。この Shastri本の梵文の出版の経緯と校訂の

内容についてはよくわからない点があるが、それについては後で説明する。ドイツの

Michael Hahnは、その Shastriの本を入手してその学循的重要性に気づき、 DSの梵文テ

クストの修正に取りかかった。梵文DSのデータについてはその本に記載されたテクス

トの情報にほぼ頼るしか無かったものの(6)、HahnはDSの蔵訳と註釈を丁寧に読んで、

蔵訳からその梵文を再確認し、蔵訳との相違点があれば梵文の別の読みを推測すると

いう手堅い手法によって、彼がほぼ満足できるまでに Shastriの梵文を修正し、新たな

英訳をつけた新しい梵文テクストを、 Hahn(2000)の論文として発表した。

Hahnは2014年に亡くなったが、ちょうどその年、 Hahnの弟子JohannesSchneiderに

よって DSの蔵訳ならびにPraj臨varmanによる註釈の蔵訳の校訂テクストと独訳が出版

された。その研究 Schneider(2014)はDSの註釈文献に研究の力点を置いているが、

Hahn (2000)の校訂梵文をさらに多少修正する提案も行っている (S.164-167)。

1-3. DSの梵文写本について

こうして L.N.ShastriとHahnの両者が発表した梵文テクストは、もとをただせば、わ

ずか 1本の DSのネパール写本に基づいている。その点についてもう少し説明したい。

Shastri (1990)の本には、彼がどのようにこの本の出版に至ったのか、その経緯を自ら述

べている英文の説明がある。 Hahn(2000)の論文の中に Shastriが書いたその説明の英文

が引用されているので、その英文をそのまま挙げると、次の通りである：

"The present Sanskrit version is based on the original Mss possessed by the late 

Amoghavajra Vajracarya of Kathesimbu resident of Kathmandu, Nepal. The Mss. 

were first published in the Journal'Sanskrit Sandesa'. Dr. J証naMani of Sanskrit 

Department, Tribhuvan University, Nepal kindly handed me a copy of "Vrtta-

m血stutil;l"by Mahapandita Sthavira Jfi函asrimitrain which some portions of this 

text were published. Then through Mr. Kalsang Dorjee, a close friend of mine he 

later sent a complete copy of this texts by a later scholar on the'Sanskrit Sande-

sa.'Both these works were printed in two Bhujimol and Rafica scripts possessed 

by the late Amoghavajra Vajracarya and dated in the Nepalese Year 466 i.e. 1345 

6. ただし DS第13詩節のみは Fleetによって IndianAntiquaryに発表された碑文中の引用によっ

て梵文が得られる。その碑文資料の存在は Shastriが気づいた。第13詩節以外の梵文はネパール写

本のみが頼りとなる。
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A.O." 

この英文は明瞭とは言いがたく、読んでも、 Shastriが自分自身でその梵文写本を見

ながら書き写したのかどうか、その肝心の点がはっきりしない。 DSの梵文テクストが

最初に SanskritSandesaという雑誌に掲載されたことがその英文には記されているが、

その執筆掲載者は誰なのかが記されていない。その梵文の掲載者がもし Shastri自身で

なければ、 Shastriが自ら DSの写本を見ていない可能性があり、 Hahnはその点を疑っ

ている。この英文には、その雑誌での発表に関する文の後に、 J臨n益rimira作の

Vrttam血stutiのコピー (acopy)-その中には DSの梵文のいくつかの部分が記されて

いるらしい．~ をDr.J証naManiから Shastriが手渡されたこと、また最近の一人の学

者 (alater scholar)によって SanskritSandesa誌上に発表された「thistexts」 (textsとい

う複数形は恐らく Vftt:am血stutiとDSの両方を意味するのであろう）の完全なコピー (acorn-

pletecopy)をMs.Kalsang Dorjeeから Shastriが送ってもらったことが記される。そして

それら2本の作品 (works)は、 Bhujimol文字と Rafica文字で活字にされた（？）もので、

亡き AmogavajraVajrac函aの所有したものであり、ネパール暦466年（すなわち西暦1345

年）の日付があることが記される。

Shastriのこの不明瞭な英文から推測して、 Shastriが実は DSのネパール梵文写本を自

分で直接見て利用することが出来ず、 SanskritSandesaという雑誌に印刷された DSのテ

クストと、 YogiNaraharinathによる Vfttam血stutiの印刷されたテクストの二つのデータ

に頼って、彼の DS梵文テクストを作ったのではないかと Hahnは考える(7)。私（岡

野）も Hahnが抱いたその疑念に同感であり、 ShastriがNepal-Samvat466年つまり西暦

1345年の日付をもつ古い写本を直接利用したのであれば、相当に質のよくない写本伝承

に属していた写本であったにしても、梵語に習熟していない人が書いたようなつまらぬ

誤りが多い点で、不自然であると思わざるを得ない。 Shastriが発表した DSの梵文テク

ストは誤りがまだ多く含まれたものだったので、それらの誤りを修正した Hahnの功績

は極めて大きい。

なお Hahn(2000)の後に出た Schneider(2014)の研究書を読むと、 SchneiderはHahnの

論文が表明している、 Shastriが写本を自ら見ていないのではないかという、その重大

な疑念については特に言及していない(8)0

7. Hahn (2000: 314)は次のように述べている。 "Myunderstanding is that Losang NoRBu 

SHASTRI could not use the original manuscript but had to rely on the printed texts in the Journal 

Sa1J1Skrtasa叫esaand in the edition of the Vrttamii.ltistuti by Yogi NARAHARINATH." 

8. Schneider (2014: 4)は、 Shastriが1本のネパール写本によってその作品を発見し、その発見し

た作品をまずSanskritSandesa 誌に紹介した後、 199~にその仕事を自費出版したと、そう記して
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I -4. 第1伝承と第2伝承を比較するための資料

以上、これまでの研究史を簡単に紹介したが、それから知られるように、 Losang

Norbu Shastriが発表した DSのテクストは元々 AmoghavajraVajrlic如aの所有した 1ネ

パール写本に基づいており、 Hahnが発表したテクストはそのShastri本を修正したもの

である。つまり両人のテクストは結局はネパールの 1伝本に基づいているので、仮にそ

のテクストを「第 1伝承」と呼ぶなら、今回新たに見つけた、 M韮klivad函a(略号

MA)の中にある DSに相当する梵文テクストは「第 2伝承」と呼ぶことが出来よ

ぅ(9)0

これらネパールの第 1伝承と第2伝承を比較することによって、 Hahn校訂の梵文テ

クストにおいて、 Hahnが修正した箇所の読みが正しかったことが確認できるし、また

Hahnが気づかなかった新たな良い読みも見つけることが出来る。

以下に示す表 1は、第 1伝承と第2伝承の二つの伝承の違いをはっきりさせるため

に筆者が作成したものである。 DSとMAとが重なり合う部分、すなわち MA第

148--167詩節の箇所について、各詩節ごとに、最初に第 1伝承の代表である Hahnの

DS梵文テクストとその和訳を示し、二番目に第2伝承たる MAのDS相当詩節の梵文

テクスト・和訳を示し、三番目に DSの蔵訳テクスト (Schneiderが校訂したもの）を

示す。その下にそれら三種のテクストの異読情報を示す。さらに各詩節の最後に、文献

学的なコメントを付す。

以下の表 1で、梵文テクストの太字になっている箇所は、 DSとMAの二つの伝承が違ってい

る箇所である。またアステリスク（＊）が語頭につけられた語は、それが校定者による推測の読

み (conjecture)であることを示す。

いる。 Schneiderがこのように簡単にあっさり書いて、 Hahnとは違って Shastriと写本との関係に

ついて疑わずに済ませているのは、 Hahnが知らなかった何か新しい情報を掴んでいるのかもし

れない。ともかくこの問題に関する HahnとSchneiderの間の記述の違いに注意する必要がある。

9. 最近梵文DSの写本がチベットで発見されたらしいことに注意する必要がある。 2020年2月17

日に復旦大学研究員の劉震氏が東京大学東洋文化研究所のセミナーに招かれ、 「いくつかの仏教

讃頌に関して」というタイトルで最近チベットで発見された一つの包みに入ったサンスクリット

語写本を紹介した。その発見された写本の中には讃頌の作品が六つほどが入っており、その中に

DSの写本も含まれていることが、東文研の大木康氏がその時発行した「東文研セミナー」の案

内状の発表概要から知られる。その新たに出現した DS写本はいわば「第3伝承」ということに

なるので、それを用いて今後DSのテクスト研究が更に進むことが期待される。
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表 l

Devatisayastotra 1 (= Devatavimarsastuti, ed. by M. Hahn) 

pratyak,ato na bhagav却 sugatona vi~l).UT 

alokyate na ca haro na hir叩yagarbh曲／

te~am tu riipacaritatisaya*prabhav叩

細 tvavie面ayatiko gul).avan na veti // 

視覚によって（直接知覚によって）世尊・豊逝；（仏）は視られることがなく、ヴィ

シュヌも、ハラ（シヴァ神）も、黄金の胎（ブラフマー神）も、 ［視られ］ない。しか

るに彼らの姿かたちと行いの卓越した輝かしさを耳にして、どの者が徳性があり、

［どの者が］そうでないかに［人は］考えをめぐらせる。

Ma匹 vad血a148 (ed. by K. Okano) 

S岬 buddhaeva bhagav助 sugu¥1.ina vi~l).UQ 

S虹面asyatena ca haro na hiral).yagarbhal_i / 

te羽rptu bhadracaritatisayaprabhav韮

chrutva *vie面ayatiko gul).avan na veti // 

仏・世尊のみが善い徳性をもち、ヴィシュヌは讃えられず、ハラ（シヴァ神）も、黄

金の胎（ブラフマー神）も［讃えられ］ない。しかるに彼らの麗.1J!2行いの卓越した
輝かしさを耳にして、どの者が徳性があり、 ［どの者が］そうでないかに［人は］考

えをめぐらせる。
(10) Tib. DS 1 [Lha las phul du byung bar bstod pa = *Deva函ayastotra](ed. by J. Schneider) 

I bcom ldan bde gshegs mngon sum ma gyur khyab'jug min I 

I tshangs pa ma yin Iha chen po yang ma mthong ste I 

I de dag gi gzugs mthu dang spyod pa bsam pa rnams I 

I thos nas su la yon tan yod dam med pa dpyad I 

Devatisayastotra 1 

le *0prabhiiv叩]ex coni Hahn: 0prabhiiv函 Shastri.

10. 本論文でこれ以降*Devatiiti紐tastotraの蔵訳テクストとして挙げるのは、 Schneider(2014)の校

訂したテクストであり、蔵訳の 5種の版本 (C,D,G,N,Q)の異読の情報についてはその書を参

照されたい。
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M甜kavad却a148 

148b na ca haro na hir叩yagarbh曲]Ms. N: na hirar:iyagarbh曲Ed.

148c te~ 両1tu bhadra0] Ms.: te~ 抑 subhadra0N Ed. 

148d *vicarayati] ex coni (cf. DS): vie面ayaMs.(ante corr.}°1>: vie函ayataMs.(post corr. marg.) 

NEd. 

コメント 上記の DSとMAの詩節の相違について私のコメントを述べたい。 pii.daC 

でMAの0prabhii.v碑の読みは Shastri本が伝える読み 0prabhii.v血と本来（写本伝承上で

は）同じであったと見てよいが、 HahnはShastri本の 0prabhii.v血の読みを *0prabhii.vmp

という推測の読みへと修正した。なお蔵訳はこの第1詩節を見ても、すこし意訳する傾

向があって一字一句すべて合致する程の厳密な訳し方をしていないことがわかる。 pii.da

cのrupacaritii.tisayaprabhii.v叩の蔵訳が梵文と同じ語順ではないが、それは恐らく訳し方

の問題であって、詩節全体の伝承としては、蔵訳はほぼDSと同じ伝承であり、 MAの

読みとは異なると判断できる。つまり、 DSのこの冒頭の詩節は特に MAによって修正

する点は無いように思う。ーさてこの第1詩節のいくつかの相違の中で最大の相違点

は、 pii.daabでDSの「眼で直接的に視られない」 (pratyak~ato na […] ii.lokyate)の読み

がMAでは「仏こそが讃えられる」 (saqtbuddha eva […] saqtsasyate)になっている点に

あり、その MAの読み s皿1buddhaevaは明らかに DSの読みを意図的に改宣することで

生まれものと考えられる。私はこのような意図的な改変がMAでなされた理由として、

次に述べる二つの理由を考える。第一に、 MAのアヴァダーナではこの DSの第1詩節

に相当する詩節を異教徒の在家信者に向かって語るのは、一人の仏教に改宗した園丁

（庭師）なのである。園丁がここで仏は「眼で直接的に視られない」 (pratyak~ato na 

[…] ii.lokyate) というような言葉を使うはずがない。なぜなら、このアヴァダーナのス

トーリーにおいてはこの園丁は、仏たる釈尊に実際に会って、そのお姿を眼で視たため

に、仏教徒に改宗できたのであるから。第二に、 MAにおけるこの改変は、次の理由も

あったのではないか。密教が盛んなネパールにおいて宗教者たちは「仏たちの姿はマン

ダラなどの姿で現前し、行者は仏の世界を直接視覚で見ることが出来るものだ」とい

う密教の教義を基づいた修行をしており、ネパールの MAの写本の作者・筆記者もイ

ンド密教の「仏を視る」という教義に通じた人物であったために、 DSの「視覚で（直

接）視ることができない」という表現を写本から削って、別の表現に変える必要があっ

たのではないか。 「仏を直接じかに視覚として視る」ということに関わる表現は DSの

第10詩節でも pa.dabで出てくるが、 MAはその箇所でも同じ様に故意に別の表現に変え

てしまっている点が注意される。このように、 DSのテクストのまま借用したのでは、

11. 記号の説明として、 Ms.(antecorr.)は「Ms.写本において写経生が書き直す前に書いた読

み」、 Ms.(postcorr.)は「Ms.写本において写経生が書き直した後の読み」、 Ms.(postcorr. marg.) 

は「Ms.写本の余白に修正として記された読み」を意味する。
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園丁の言葉として全く不自然になると MAの作者は感じた。そこでMAは「仏・世尊

のみが善い徳性をもち、ヴィシュヌは讃えられず、ハラ（シヴァ神）も、黄金の胎（ブ

ラフマー神）も［讃えられ］ない」という表現に変えたのであろう。

Devatisayastotra 2 (ed. by M. Hahn) 

vi~I.J.U~samudyatagadayudharaudrap祖直！

sambhurvil呪nanrsiro'grakapalam暉／

ek函ta緑ntacaritatisayastu buddh曲

kaIJl pujayama upa緬ntama品ntarfipam// 

ヴィシュヌは振り上げたガダー（椙棒）の武器のある恐ろしい手をもつ。之立..L

ブ（シヴァ神）は人間の頭頂部（生首？） ・憫憫の数珠をつけている。しかるにブッダ

は完全に寂静なる行為という卓越をもつ。我々は誰を供養しようかー~静なる者

か、それとも寂静ならざる姿をもつ者か。

M皿cavad函a149 (ed. by K. Okano) 

vi~I.J.U~samudyatagado vighr平i¥tpramayi

rudro vibhiityajakapaladhar呻pramatta¥t/ 

ekantasantacarita<ti>sayas tu buddha~ 

k叩1pfijayemahi susantam砥恥tarfipam// 

振り上げたガダー（槻棒）をもつヴィシュヌは、非情の者たちを伴って、輻す者で

駆。ルドラ（シヴァ神）は灰と不生者の欄膊をもち(12)、狂酔した者である。しかる

にブッダは完全に寂静なる行為という卓越をもつ。我々は誰を供養しようか――上工．

上寂静なる者か、それとも寂静ならざる姿をもつ者か。

Tib. DS 2 (ed. by J. Schneider) 

I khyab'.jug dpung drag mtshon cha dbyug to thogs par brtson I 

I Iha chen mi yi thod pa'i phreng ha rnams kyi bzhag I 

I sangs rgyas cha lugs gcig tu zhi ba'i phul phyin na I 

I nye bar zhi dang ma zhi gang la mchod par bya I 

12. 「不生者の閥懺」はシヴァに首を切られたブラフマー神の髄髄を意味する。この文の表現が

シヴァ神がブラフマー神の第5の頭を切り落とし、ブラフマー神の頭蓋骨を持って世界中を行乞

にして回るというヒンドゥー神話に基づいていることを、横地優子博士から私信で私はご教授い

ただいた（博士の御親切に感謝します）。プラーナ中のこの話については、和訳として次の書の

第5章2 「ブラーフマナ殺し」 (Kiirmapur恥a2.31,横地優子訳）が参考になる：上村勝彦・ 宮元

啓一編『インドの夢・インドの愛ーサンスクリット・アンソロジー』春秋社、 1994年。横地博士

によればこの書で和訳された Kiirmapur恥aの話の源は Skandhapuriil).a1, 5-7に求められる。
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Devatisayastotra 2 

M甜kavadiina149 

149a samudyatagada] Ms.: samudyatataho N Ed. 

149b 0kap血adhar曲]Ms.: 0kayoladhar曲NEd.

149c 0carit恥 *ti>sayas]ex coni (cf. DS): 0cariほsayasMs. N Ed. 

コメント 本詩節の DSとMAの両伝承の相違は大きいが、その相違する箇所のどち

らに蔵訳が合うかを調べると、蔵訳は全く DSの側に立つといえる。ただし DSのpada

bにある siro'graの語を蔵訳は訳していないが、訳さなくても差し支えない語と判断さ

れたため、その語の翻訳が省かれたのであろう。また padacのCaritaを蔵訳はなぜか

chalugs (姿）と訳しているが、これは意訳だろうか。— このように蔵訳がDSを支持

することは、積極的な改変がMAの側で行われたことを示唆する。 padaabにおける両

テクストの大きな違いは明らかに改蹴によって生じた性格のものである。ただしこのよ

うになぜ改変しなければならなかったのか、その理由はよくわからないが、ヴィシュヌ

神とシヴァ神の持ち物などの表現に関して、例えばDSのgadayudha 「槻棒の武器」の

表現では ayudhaの語は無くてもよい（詩として無駄な）語であるし、また n面iro'gra-

kap血am甜「人間の頭頂部・閥艘の数珠をもつ」の表現でも、単に同じ意味の語を二つ

連ねているように見えるので(13)、それらの点でDSの表現に不満を感じたため、 MAの

改童者はその箇所の表現を自分の好みに—もしくはネワール人にとっての中世以降の

シヴァ神の姿の典型と思われるようなイメージに—合うように変更したのではない

だろうか。また p菰adに見られる両者の読みの違いは、故意の改変によるものという

より、写本伝承上で自然に生じた性格のもののように思える。ー なお DSのpadaaの

g年（槻棒）の語を DS註釈の蔵訳は 'khorloつまり *cakra(輪、戦輪）と訳していると

いう、気になる相違点を Schneiderは指摘する (s.14) 。四臀の Vi~QU 神は手に持つ武

器として、 Sudarsanaという名の戦輪と、 Kaumodaki/ KaumodIという名の根棒をもつこ

とが知られている。

13. ただし叩iro'graとkapfilaの二つの語はここで単に閥儘の同義語として並んでいるわけでは

なく、 Dfsiro'graは生首を意味しているかもしれない。つまりシヴァ神の持ち物としての生首の数

珠と欄懺の数珠を別々に表現している可能性がある（横地博士からのご教示）。
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Devatisayastotra 3 (ed. by M. Hahn) 

duryodhanadikulanasakaro babhiiva 

vi~IJ.ur haras tripuranasakaral) kilasit / 

krauficarμguho'pi drc;lhasaktihatarp. cakara 

buddhas tu kevalam ayarp. jagato hitai~i // 

ヴィシュヌはドゥルヨーダナなどの二~ ハラ（シヴァ

神）はトリプラの破壊者であったと伝わる。グハ（スカンダ神）はクラウンチャを固い

槍で刺し殺した。このブッダのみが純粋に、生類に益することを願った。

Mfilikavad函a150 (ed. by K. Okano) 

duryodhanad叩 anasakaral)sa cakri 

<*vi~IJ.ur> haras tripura*nasakaral) pinaki / 

krauficarp. guho'pi drc;lhasaktihatarp. cak如a

buddhas tu kevalam *ayarp. jagat函 hitai~I// 

戦輪をもつかのくヴィシュヌ＞はドゥルヨーダナなどの王上主ーを滅亡させた者で

あった。ピナーカ（棉棒の名）をもつハラ（シヴァ神）はトリプラの破壊者であった。

グハ（スカンダ神）はクラウンチャを固い槍で刺し殺した。このブッダのみが純粋に、

生類に益することを願った。

Tib. DS 3 (ed. by J. Schneider) 

I khyab'jug gis ni'thab dka'la sogs rigs rnams brlag par gyur I 

I Iha chen pos ni grong khyer sum brtsegs bcom par gyur ces grag I 

I skem byed kyis kyang mdung thung'jebs bsnun khrung khrung bsad par gyur I 

I sangs rgyas nyag gcig'gro la sman pa thams cad mdzad pa lags I 

Devatisayastotra 3 

Miilikavad血a150 

150b <*vi~,:iur> haras] ex coni (cf. DS): haras Ms. N Ed. II *0nasakara):t] ex coni (cf. DS): 

on話ak曲Ms.NEd.

150c 0saktihataqi] Ms.: 0saktihate N Ed. 

150d tu kevalam *ayaqi] ex coni (cf. DS): tu kevalam ayastu Ms.: te kavalamayastu N A': 

tokavalamayastu Ed.(i.e. Takahata's corr. for A') II hitai~i] corr.: bite~i Ms. N Ed. 

コメント MAのpadab で、あるべき vi~Q.ur の語が欠けている。韻律上の必要から、

私は DS を見て Vi~Q.Uf の語を文に補ったが、意味だけを見れば sacakri (戦輪をもつかの

者［すなわちヴィシュヌ］）の語があるので、 vi~Q.ur の語を必ずしも補う必要はない。つ

まり padab に vi~Q.ur の語があれば、 piidaaのsacakriの語は余計であるといえる。 MA
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のsacakriの伝承は DSのbabhfivaの伝承より悪いものである。 MAの作り手によって

DSのbabhfivaから MAのsacakriの表現へと変更（改蹴）がなされた時、彼は sacakri 

の語があるから vi~:r;,.ur の語が不要になったかのように、 vi~:r;iur をうっかり削ってしまっ

たのだろう。そのためMAはpa.dabに韻律的な欠陥が生じたのであろう（そのため私は

MAに<*vi羽ur>の語を補ったが、写本ではその語は無い）。つまりこの詩節の前半では明

らかにMAの伝承は DSの伝承が改悪されて出来たものと考えられる。本詩節の両伝承

の相違点に注意して蔵訳を見ると、蔵訳のrigsmamsはkulaを訳し、 gyurはbabhfivaを

訳し、 cesgragはkilaを訳しているから、蔵訳はどれも DSの方の読みを支持する。 DS

のこの第3詩節は特にMAによって修正する点は無いようだ。

Devatisayastotra 4 (ed. by M. Hahn) 

pic;lyo mama.yam ayam eva ca rak~ 呵yo

vadhyo'yam ity api surottamanitir e~a / 

ni}:lsreyasabhyudayasaukhyahitaika*buddher 

buddhasya naiva ripavo na ca vaiicaniy祖~II

「私にとって、こいつは苦しめられるべきであり、こいつは護られるべきであり、

こいつは殺されるべきだ」一これが神々の最高者の行動のしかたである。至福（解

脱）と増進（繁栄）の幸せに益することを、ただ一つの思いとしてもつブッダにとっ

て、敵である者たちもおらず、賜すべき者たちもいない。

M皿ikavad面a151 (ed. by K. Okano) 

pic;lyo mama.yam ayam eva tu rak~ 呵yo

vadhyo'yam ity api surottamanitir e~a / 

n咄reyasabhyudayasaukhyahitaika*buddher

buddhasya naiva ripavo na hi *v函ichaniyiiJ.t// 

「私にとって、こいつは苦しめられるべきであり、こいつは護られるべきであり、

こいつは殺されるべきだ」ー一これが神々の最高者の行動のしかたである。至福（解

脱）と増進（繁栄）の幸せに益することを、ただ一つの思いとしてもつブッダにとっ

て、敵である者たちもおらず、好もしい者たち（愛すべき味方）もいない。

Tib. DS 4 (ed. by J. Schneider) 

Inga yis'di la gnod bya'di nyid bsrung bya'di I 

I gsad bya zhes pa Iha yi mchog gi gzhung lugs yin I 

I sangs rgyas la ni dgra dang mdza'bshes mi mnga'bar I 

I nges par legs dang mngon par mtho bas phan'dogs mdzad I 
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Devatisayastotra 4 

4arak翌l)iyo]Hahn: rak翌l)iY曲Shastri.

4c *0buddhel:t] Hahn: 0buddhail:t Shastri. 

Malikavad血a151 

151 a pI9yo] Ms.: pI9yii Ed. 

151c 0sabhyudaya0] Ms.: 0satyudaya0 Ed. II *0buddher] ex coni: 0buddhir Ms. Ed. 

151d v菰chaniyaJ::i]corr.: vafichaniyaJ::i Ms.(ante corr.): vandhaniy曲 Ms.(post corr. marg.): 

vandhaniya N: v岬 Ed.

Tib. 4 -Remarks by Schneider (S. 164): 

4c mdza'bshes = *v菰chaniyii}:l?(instead of vaficaniyii}:l Shastri/Hahn). 

コメント この詩節では p甜adのvaficaniya}:t/ v却chaniy曲の相違点だけがある。蔵訳

はその語を mdza'bshes「友人」と訳して、梵文の p菰adを「ブッダには敵も友人もい

ない」の意味に取る。 Schneiderが既に指摘していたように (S.14, 164)、蔵訳mdza'bsh-

esはv菰chaniy曲の訳であろう。 Schneiderのその推測は今回MAによって正しさが証明

されたことになる。つまりこの相違箇所ではDSよりも MAの読みのほうが、蔵訳と合

致する読みであることがわかる。この DS第4詩節はMAのとおりに読むべきである。

Devatisayastotra 5 (ed. by M. Hahn) 

ragadido~a*janakani *vacarp.si vi~Qor 

unmattace~titakaraQi ca y函isambho}:t / 

ni}:tse~ado~a*samakani tathagatasya 

*vandyatvam arhati na ko'tra vie面ayadhvam/

ヴィシュヌの言葉は情欲などの悪徳を生じさせる。またシャンブ（シヴァ神）のそ

れ（言葉）は狂った振舞いをさせる。如来のそれはあらゆる悪徳を鎮める。ここであ

なた方は熟考すべきである、 ［それらのうちの］誰が、拝礼されるに価しない者なの

竿
M甜kavad函a152 (ed. by K. Okano) 

ragadido~ajanit血 vac函psi vi~Qor 

unmattace~!itakaraQi ca yani紐mbho}:t/

ni}:t捻ado~a紐mak面itathagatasya 

vandyatvam arhati ca ko'tra vie面ayadhvam//

ヴィシュヌの言葉は情欲などの悪徳から生まれ出たものである。またシャンブ（シ

ヴァ神）のそれ（言葉）は狂った振舞いをさせる。如来のそれはあらゆる悪徳を鎖め

る。ここであなた方は熟考すべきである、 ［それらのうちの］誰が、拝礼されるに価

する者なのかを。
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Tib. OS 5 (ed. by J. Schneider) 

I khyab'jug tshig ni'dod chags la sogs skyon roams bskyed I 

I Iha chen po yi byed spyod gang yin smyon pa bzhin I 

I de bzhin gshegs pa nyes pa ma lus sel mdzad na I 

I su zhig ston pa chen por'os pa dpyad par gyis I 

Deviitisayastotra 5 

Sa *0janak証 *vac抑si]ex coni Hahn: 0janit証 cay証 Shastri.

Sc *0samakani] ex coni Hahn: 0samay函iShastri. 

Sd *vandyatvam] ex coni Hahn: bandhatvam Shastri. 

Miilikavad血a152 

152a vacarpsi] corr.: vac函siMs.NEd.

152c ni艇e~a0]Ms. Ed.: nise~a0 NII 0samak血]Ms.: 0samak函ItaN: 0samak面taEd. 

152d arhati ca] Ms. Ed.: arhati va N. 

コメント padaaでHahnはShastri本がもつjanit血iの読みを *janak函iという推測の

読みに修正するが、 MAの読みは Shastri本の読みと一致する。 janit血iの読みを採る場

合、 「ヴィシュヌの言葉は情欲などの悪徳から生じたものである」と訳せるので、それ

でも意味が通るが、 Hahnは脚注25でその可能性も認めつつも、蔵訳 bskyedから

*janak函iの方が望ましいとする。たしかに文脈的には「［人々に］悪徳を生じさせ

る」の意味のほうが適しているかもしれない。 「悪徳を生じさせる」というヴィシュヌ

神に対するやや過激な表現を嫌った後の時代のネパール人によって、 「［自己の］悪徳

から生じた」 janit函iという、より大人しい表現へと文が変えられたという可能性があ

ろう。一また HahnはShastri本の読みを、蔵訳に基づく推測により、 padaaでcay血i

→ *vac両siと、また p甜acでsamay面i→*0samak血iと、また padadでは bandhatvam

→ *vandyatvamと修正するが、これらのHahnの修正の正しさが今回MAによって確認

された。 p菰adにおける caとnaの相違は、文に否定辞の naが無くて caと読んでも意

味が通る。蔵訳にもその文に否定辞は無い。このように MAはShastri本が基づいた写

本よりも良い伝承を保っている箇所をもつことが確認される。私はこの DS第5詩節

は、 *janak血iの語以外はMAの伝承の通りに読んでよいと思う。
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Devatisayastotra 6 (ed. by M. Hahn) 

yas codyatal_t para*vadhaya ghfQam vihaya 

tral)aya yas ca Iq-paya vidhi~u pravrttal_t / 

rag'i ca yo bhavati yas ca vimuktaragal_t 

pfijyas *tayol_t ka iha ta:qi vadatanucintya // 

一方の者は憐慇を捨てて、他者を殺すために努力するが、他方の者は救済のため

に、憐れみにより種々の行為において活動する。また一方の者は情欲を有するが、他

方の者は情欲から解き放たれている。その両者のどちらが供養に価するか、ここでよ

く考えて、彼［の名］を言ってみなさい。

M韮kavad函a153 (ed. by K. Okano) 

yas codyatal_t paravadhaya ghro抑 vihaya

tr両ayayas ca jaga叫 Iq-payapravrtta}.t / 

rag'i ca yo bhavati yas ca vimuktaragal_t 

pfijyas tayol_t ka iha ta:qi vadat面ucintya// 

一方の者は憐慇を捨てて、他者を殺すために努力するが、他方の者は救済のため

に、生類への憐れみにより、活動する。 （残りの文は上記の DSの訳と同じ）

Tib. DS 6 (ed. by J. Schneider) 

I gang zhig brtse med gzhan la gnod par brtson pa dang I 

I gang la'gro ba dag ni skyabs su song gyur pa I 

I'dod chags bcas dang gang zhig'dod chags mam bral ba I 

I de las gang zhig'di na mchod bya soms te smros I 

Devatisayastotra 6 

6a *0vadhaya] ex coni Hahn: 0vadhava Shastri. 

6d pfijyas *tayo}:l] ex coni Hahn: pujyasttayo Shastri. 

M却kavadiina153 

153a paravad姐ya]Ms.: parivadhaya N Ed. 

153b pravrttal;i] Ms. Ed.: pravrt呻N.

153d piijyas] Ms.: piijy岬 sNEd.

Tib. 6 -Remarks by Schneider (S. 164): 

6b'gro ba dag ni skyabs su song gyur pa (see T匹）• = *yaq1 ca *jagat曲*sar叩叩*pravrtt助？

(instead of yas ca虹payiividhi~u pravru呻，Shastri/Hahn).

コメント この詩節では piidaaでHahnはShastri本DSの0vadhiivaの読みを *0vad-

hiiyaと修正したが、 MAはそのHahnの推測を支持する。次に piidabにおいて MAは
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jagatal)面ayaとするのに OSはkn,ayavidhi~u とする相違があるが、蔵訳の 'groba dag 

はMAのjagataQの読みを支持するので、 MAの読みの方がより良い、採用すべき読み

と見なしうる。 Schneiderもこの padabの箇所における梵文DSと蔵訳の違いを問題視

して、 OSとは異なる梵文の推測を試みて、蔵訳から tr面aya*yam ca *jagat曲*sarai:iarp.

*pravrttaJ:iという文を予想しているが (S.14)、MAの読みが出て来た以上は、むしろそ

のMAの読みに従うのがよい。このDS第6詩節は MAの通りに読んでよい。

Devatisayastotra 7 (ed. by M. Hahn) 

sakrarp vajradhararp bal岬 haladhararp匝i:iamsacakrayudharp 

skand呻 saktidhararpsma細1anilay叩 rudr呻 trisulayudham/ 

etand曲肋abhayartitangataghp:i面 bal函 vicitrayudh函

nityarp prai:iivadho*dyatapraharai:i助 kast面 namasyedbudh曲II

金圃を手にするシャクラ（インドラ神）、すきを手にするバラ（バララーマ）、戦輪

の武器をもつクリシュナ、槍を手にするスカンダ、墓場を住所にして三叉戟の武器を

もつルドラ、―これらの、苦しみと恐怖によって苦しめられた、憐慇無く、子供っ

ぼい、様々な武器をもっ、常に生き物を殺すために武器を振り上げる彼らを、いかな

る賢者が礼拝しようか。

Malikavad函a154 (ed. by K. Okano) 

sakr呻 vajradh皿 rpbal岬 haladhar皿匝n呻 cacakrayudharp 

skandarp saktidhararp smasananilayarp rudrarp trisulayudham / 

et恥 du肱habhay函lkit函 gatag匝 anb却面vicitrayudh函

nityarp pr恥ivadhodyutaprahar叩面kastan namasyed budhaQ // 

金剛を手にするシャクラ（インドラ神）、すきを手にするバラ（バララーマ）、圭

左、戦輪の武器をもつクリシュナ、槍を手にするスカンダ、墓場を住所にして三叉戟

の武器をもつルドラ、一―—これらの、苦しみと恐怖によって特徴づけられた、憐慇無

く、子供っぼい、様々な武器をもっ、常に生き物を殺すために武器を振り上げる彼ら

を、いかなる賢者が礼拝しようか。

Tib. DS 7 (ed. by J. Schneider) 

I brgya byin rdo rje thogs shing stobs can gshol thogs khyab'jug'khor lo'i mtshon thogs dang I 

I skem byed mdung thung thogs shing Iha chen rtse gsum mtshon thogs dur khrod gnas gyur pa 

11 de dag byis pa snying brtse med pa sna tshogs mtshon thogs sdug bsngal'jigs pas nyen I 

I rtag tu srog chags'joms par brtson pa de la mkhas pa su zhig'dud par byed I 

Devatisayastotra 7 

7d 0vadho*dyataprahar叩an]Hahn: 0vadhosyata prahan函 Shastri.

Note 7c etan] Read *evam (?), instead of et血.Hahn, p. 321, note 33. 
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M甜kavad函a154 

154b sma緬1anilayarp.]Ms.: sm迫函avilay叩 NEd.

154d vadhodyuta0] Ms.: vadhodyute N Ed. 

コメント DS pada aのsacakrayudharp.の読みに対して MAはcacakrayudharp. という

新しい読みを提供するが、私はcakrayudharp.をBahuvl'証にする MAの方がスマートな

良い読みだと思う。 sa の語は無駄であり、詩の価値を下げる。—次に padac で 0artit血

／゜幽t血の相違が問題になるが、これはShastriとHahnの読みOfu1it血のほうが、蔵訳

のnyenという訳語に支持されているので、 MAの0arikit面の読みより古いと判断でき

る。ただし 0arikit血と読んでも意味は通る。次に padadで HahnはShastri本がもつ

pr恥ivadhosyataprahan函の読みを、彼の推測による読みprar_rivadho*dyataprahar岬血に

修正しているが、 MAの読みはその Hahnの推測の読みの正しさを証明するものであ

る。このDS第7詩節は、゜ankitanの語以外はMAのように読むべきであろう。

Devatisayastotra 8 (ed. by M. Hahn) 

nay曲頷larpdhatte na ca *yuvatim *aitlce suvadanarp 

nacakr抑 saktirpva na ca kuli紐mugrarp na ca halam / 

vinirmuktarp klesaiI:i parahitavidhanodyatadhiyarp 

sar叩yarplok助抑tam雨mupayato'smi sar叩am//

［三叉］戟を持っておらず、美貌の芸tl~!llO)J: ,: ll:-lt --c t3 ,; -r~ 戦輪あるいは
槍を、あるいは恐ろしい金剛を、あるいはすきを持っておらず、煩悩から解放されて

おり、利他の行為に熱心な思いをもつ、生類が依るべき処（帰依処）であるかの聖者

（仏）に、私は依り処として近づいた（帰依をなした）。

M皿cavad函a155 (ed. by K. Okano) 

nay曲甜larpdhatte na ca surathn叫 esuvadanarp 

na cakrarp sakt血vana ca kulisam ugrarp na ca halarp / 

vinirmuktarp klesail;t parahitavidhanodyatadhiy呻

sar叩yarplok函抑tam雨mupayato'smi sar叩am//

［三叉］戟を持っておらず、とても快楽を楽しむ美貌の女を膝の上に載せておら

ず、 （残りの文は上記の OSの訳と同じ）

Tib. DS 8 (ed. by J. Schneider) 

I gang zhig rtse gsum mi bsnams chags bcas mchan na chung ma med I 

I'khor lo mdung thong rdo rje drag po dang ni gshol mi bsnams I 

I nyon mongs rnam grol mkhas pa gzhan la phan'dogs rnam par brtson I 

I jig rten skyabs gyur drang srong de la'dir ni skyabs su mchi I 
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Devatisayastotra 8 

8a *yuvatim *a泣esuvadanaqi] ex coni Hahn: yuvatisahe suvadanii Shastri. 

M甜kiivad珈a155 

155a suvadan師]Ms. Ed.: suvadatarp N. 

155b ugrarp na ca] Ms.: ugr岬 ravaNEd.

155c kle紐iQ]Ms. Ed.: kesaiQ N II 0nodyatadhiyarp Ms.: 0nadyatadhiyarp N Ed. 

155d sar叩yaqi]Ms. Ed.: sarai:iya N II upayato'smi] corr.: upayatasmi Ms. N Ed. 

Tib. 8 -Remarks by Hahn (p. 321): 

8cm肋aspa = *pa!Um or *畑am?(instead of dhiyam, 8c). 

8d'clir ni…mchi = *iya ylito? (instead of upaylito, 8d). 

コメント padaaにおいて Hahn校訂DSの *yuvatitμ よりも MAのsuratiiμ の読みの

ほうが正しい読みである可能性が高い。 MAがsuratiiμ という新たな読みを提供したこ

とにより、蔵訳がchagsbcasと訳した理由がつくからである。 DSのpadaaには蔵訳の

chags bcasの訳語に合致する語が無いので、なぜ蔵訳がそう訳したのか、 MAのこの読

みが出るまでは不明であって、 Hahnは脚注39でsuvadanarp.の代わりに *suram四arp.とい

う読みを推測していた。—次に padac の 0dhiyarp. の箇所が蔵訳とよく合わないが、少

なくともその箇所については MAの読みは DSと同じである。 Hahnは脚注40で、蔵訳

にmkhaspa (に学識ある、に精通する）と訳されている DSの0dhiyarp.の読みに疑いを

もって、別の読みの可能性 (*opa皿mまたは *o虹parμ と読む）を示唆している。

Devatisayastotra 9 (ed. by M. Hahn) 

rudro ragavasat striyarp vahati yo < --> hriya varjito 

*vi~l).UQ kriirataraQ lqtaghnacaritaQ skandaQ svayarp *jfiatiha / 

*kriirasya mahi頭nt如 naravasa*m抑 S邸inip面vati

p助epsIca vinayako dasabale svalpo'pi do,o'sti k叫~II

ルドラは情欲のゆえに女を［膝に］のせ、 （・・欠..)であり、羞恥心を欠いてい

る。ヴィシュヌはより一層残酷であり、恩知らずな行為をし、スカンダは自ら親族を

殺した。残酷な顔をもつ女パールヴァティーはマヒシャを殺し、人間の脂肪と肉を食

べる。ヴィナーヤカは飲むことを好む。 ［それにひきかえ］十力（仏）においては、

わずかであっても、どんな悪徳があるか。
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M却kavad珈a156 (ed. by K. Okano) 

rudro ragavas豆tstriymp vahati yo *hhpsro hriya varjita 

vi~J.lUQ laiirataral} lqtaghnacarital} skandhal} svayarp jfiatihi:i / 

laiirasya mahi~antalqn narava絃m両siisinip記vati

p函epsica vinayako d砥abalosrasto'py ado~a\t suhrt II 

ルドラは情欲のゆえに女を［膝に］のせ、残忍であり、羞恥心を欠いている。ヴィ

シュヌはより一層残酷であり、恩知らずな行為をし、スカンダは自ら親族を殺した。

残酷な顔をもつ女パールヴァティーはマヒシャを殺し、人間の脂肪と肉を食べる。

ヴィナーヤカは飲むことを好む。 ［それにひきかえ］十力（仏）はくつろいでいて

も、欠点のない親友である。

Tib. DS 9 (ed. by J. Schneider) 

I Iha chen'dod chags dbang gyur ngo tsha spangs shing co'dri chung ma len par byed I 

I khyab'jug lhag par gtum zhing byas pa chud gson skem byed rang gi gnyen yang gsod 

I I dka'bzlog khro zhing ma he gsod byed ma mo rnams ni mi yi sha tshil za I 

I log'dren chang dad che yi stobs bcu ldan la nyes pa chung ngu'ang'ga'mi mnga'I 

Deviitisayastotra 9 

9b *vi~i:iu}:i] ex coni Hahn: vi~QU0 Shastri. II *jfiatih豆]ex coni Hahn: jfiatihato Shastri. 

9c *kriir函ya]ex coni Hahn: kriirasya Shastri II *0maqisasini] ex coni Hahn: 0m抑saniShastri. 

M甜証vad函a156 

156a *血sro)ex coni: hiipsya Ms. Ed.: bisya N. 

156b 0jnati証JMs.: 0jfiatiha N Ed. 

156c 0ma1p.sasim1 corr.: 0miinsasini Ms. N Ed. 

156d 0balo srasto hy ado~a}:l suhrt] Ms.(post corr.): 0balo s[v]a[tt]o hy ado~o'sti k曲Ms.(ante

corr.): 0balo sra~!O by ado~al} suhft N: 0balo srasto by ado呻 S曲rtEd. 

Tib. 9 -Remarks by Hahn and Schneider: 

9a co'dri = *b菰証*drohIor *hirp.sro? (for< -->). Hahn, p. 322, note 41. 
9c dka'bzlog khro = *kriiroma? (instead ofkrfirasya). Schneider, S. 165. 
9c ma mo rnams = *ma.tar曲?(instead of parvati). Schneider, S. 165. 

コメント Hahnの校訂した Shastri本DSには、 padaaのyoの後の 2音が欠損してい

た。 Hahnは脚注41でその 2音を埋める候補として、蔵訳co'driから推測して、 *badhi

または *drohiまたは＊血μsroの語を挙げている。 MAによって、 Hahnが考えたそれら

3候補のうち、＊血μsroが正しい読みであったことがわかったのは大きな収穫であ

る。一次に p固abでHahnはShastri本のjfiatihatoの読みをjfiatihaと修正したが、 MA

はその Hahnの推測の正しさを支持する。同様に p菰acの＊虹面函yaでも、また
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*0ma}!lsasinI でも MA によって Hahn の推測の正しさが証明された。—次に、 piidadの

dasabale svalpo'pi do~o'sti k曲の箇所は、 DSの方ではそのように正しく読みが伝承され

ているが、 MAの方では、その MA写本の筆記者 (Jayamuni)が筆写に利用した DS写

本のその箇所が文が恐らく崩れていたため、その筆記者は書きながら意味がわからずに

困ったらしい。彼は最初に d曲abalos[v]a[tt]o by ado~o'sti k曲と書いたが、それでは文の

意味が通らないことに悩んで、その後テクストの改変を行った。すなわち s[v]a[tt]oの

箇所に線を引き、それを修正した新たな読みとして srastoと余白に書いた。文末の 'sti

k曲も修正して、余白に suhftと書いた。つまり理想的にはMAの筆記者は最大限に DS

に近い読みを保持したままでなんとか修正を試みるべきであったが、彼はその試みが

ここでは容易ではないと見て取ったのであろう、その試みをあっさり放棄してしまっ

た。彼は DSのように *dasabale*svalpo *'pi *do~o'sti kal}と修正して読むべきところを、

大胆にも、 d函abalosrasto'py ado~ 曲 SU血と、大きく違った表現へと無理やり修正して

しまったのである。この強引すぎる修正後の読みの意味は「＋力（仏）はくつろいでい

ても（リラックスしていても）、欠点（悪徳）のない親友である」であろう。 MA写本の

筆記者である Jayamuniが利用した写本には DSの正しい読みがそのように崩れてし

まった文として記されていたらしく思われるが、彼はこのように写本でよく読めない箇

所をほっておくことができず、自由に作文して一応意味が通る文に変えてしまった。筆

記者Jayamuniはこのように写本の読めない箇所の修正（もしくは改戴）に積極的な人

物であったことがわかる。

Devatisayastotra 10 (ed. by M. Hahn) 

bandhur na me sa bhagav函 ripavonae血ye

s祉,anna dntacara ekataro'pi ca~ 血／

srutva vacal;isucaritatisayaprabhavarμ 

buddh叩1gul}atisayalolatayi srital;i smal;i // 

私にとってかの世尊は親族ではないし、他の者たち（外道の徒）は敵ではない。直

接じかにその「行為の1一つすら見たのではないが、言葉と善き行為における卓越し
た偉大さを持つお方であることを聞いて、徳性の卓越を望むが故に、ブッダに私たち

は帰依する。
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Mfilikavad函a157 (ed. by K. Okano) 

bandhur na *me sa bhagav函 naripur na canyal_t 

緬stiitrilokagurur ekatamo'pi dhir呻／

細 tvavac社1sucaritatisayaprabhavaqi 

buddh叩1gui:iatisayalobhatay函rit曲sm曲II

私にとってかの世尊は親族ではないし、他の者たち（外道の徒）は敵ではない。或

る一人の腎者であっても、教師・三界の師父であって、言葉と善き行為における卓越

した偉大さを持つお方であることを聞いて、徳性の卓越を貪求するが故に、ブッダに

私たちは帰依する。

Tib. DS 10 (ed. by J. Schneider) 

I bcom ldan de ni bdag gi gnyen min* gzhan dag dgra ma yin I 

I de dag gi spyod gzhan yang mngon sum gyur par ma mthong ste I 

I tshig dang spyod pa dag gi so so'i khyad par thos pa las I 

I sangs rgyas yon tan phul du phyin la dad phyir bdag rten lags I 

Devatisayastotra 10 

lOcvac曲sucaritii.0]corr. Hahn: vac曲suciiritii.0Shastri. 

M皿 avad血a157 

157a na *me] ex coni (cf. DS): nase Ms.: nabhe N Ed. 

コメント DS padaaのripavona c血yeの読みに対して、 MAはnaripurnac函ya~ とす

るが、蔵訳gzhandag dgra ma yinはDSの方の読みを支持する。一次に pa.dabでDSと

MAの梵文が大きく違っているが、蔵訳はDSのs政函1nad困acara[ ... ] cai函nの梵文の

方に合致する。仏を直接視ることに関わる表現がDSに出てくる場合、 MAでは別の表

現に故意に変えられてしまっていることは、上記のDS第1詩節でも起こっている（上記

のDS第1詩節へのコメントを参照）。 DSは「私は仏の行為を直接視たわけではない」と

語るが、 MAのアヴァダーナでは、その言葉を語る人物である園丁が仏教に改宗する際

に仏と出会い、仏を視ている以上、その点でMAは文を改変せざるを得なかった。一

次に p孤adのlobhatayaとlolatayaの相違については、蔵訳はその語を dadphyirと訳し

ているので、 DSのlolatayaの読みの方に軍配が上がる。本詩節では MAは少なくとも

padaabの箇所は故意に新しい読みに書き変えられているが、 pa.dadにおける読みの違

いは恐らく意図的な改変の結果ではないであろう。一応、本詩節は部分的に改童を受

けた詩節の一つと見なしうる。
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Devatisayastotra 11 (ed. by M. Hahn) 

nasm放aqisugat曲pitana ripavas tirthya dhan叩1naiva no 

da血 qitena tathagatena na hftaqi kiqi *cit ka~adadibhil;t / 

kiqi tv ek面tajagaddhit曲sabhagavan buddho yat邸 *carnal呻

v肱yaqisarvamalapah面ica yatas tadbhaktimanto vayam // 

善逝（仏）は私たちの父ではないし、外道の徒は敵ではない。かの如来から施しが

私たちに与えられたわけでもないし、カナーダなどの［外道の徒］から［私たちは］

何一つ奪われたわけでもない。しかしながら、かの世尊・ブッダは専ーに生類の益を

なす者である故に、また［彼の］汚れなき言葉はすべての汚れ（煩悩）を取り去るも

のである故に、私たちは彼に篤い信仰を捧げる。

Malikavad函a158 (ed. by K. Okano) 

nasm政呵sugat曲pitana ripavas tirthya dhanaqi naiva no 

dattaqi tena tathagatena <*na> hfl: 叩 kiqicit ka~ 血 dibh恥

kiqi tv ekantajagaddhit曲sabhagav却 buddhoyat砥c血 alaqi

v臨yaqisarvamalapahari ca yatas tad bhaktivanto vayam // 

（上記の OSの訳と同じ）

Tib. DS 11 (ed. by J. Schneider) 

I bde bar gshegs pa bdag gi pha min mu stegs gzhan dag dgra ma yin I 

I de bzhin gshegs des bdag nor ma stsal gzegs zan sogs kyis cang ma phrogs I 

I'on kyang sangs rgyas bcom ldan de ni gcig tu'gro la sman mdzad gsung I 

I dri med dri ma thams cad sel ba gang yin de la bdag dad lags I 

Deviitisayastotra 11 

llbna加呻kitμ*cit]ex coni Hahn: na ca h四f!1kitμca Shastri. 

Uc *cam.al岬]ex coni Hahn: cam.ah岬 Shastri.

lld tadbhaktimanto] corr. Hahn: tad bhaktivanto Shastri. 

Miilikiivad血a158 

158a tirthyii] Ms. N: tirthy抑 Ed.II naiva no Ms.: naiva te / N Ed. 

158b<*na>虹t呻血cit]ex coni Ms. N: ca hflaf!l kif!l cit Ed. 

158d bhaktivanto] Ms. N: bhiktav叩 oEd.

コメント padabでは、 Hahnがデータとして基づいた Shastri本ではnacahr血pkifica 

という読みになっていて、それを Hahnがnahflarp kitμ*citと修正したのであるが、彼

のkirp.citの修正は MAによってその正しさが確かめられる。また padacのHahnによ

る2箇所の修正も同様に MAによってその正しさが確かめられる。一次に padadにお
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ける MAの0vantoとDSの0mantoの違いについては、 Hahnが基づいた Shastri本では

MAと同じく 0vantoの読みになっていた。本来、どちらの写本系統にも 0vantoの読み

しかなかったわけである。しかし接尾辞の使い方として 0bhaktimantoとすることが古典

文法の上で望ましいため、 Hahnがそう訂正した。

Devatisayastotra 12 (ed. by M. Hahn) 

hitai~I yo nityarp satatam upak町 cajagataQ

虹ぼrpyena svasthyarp bahuvidharuj*artasya jagat曲I

sphutam yasya jfleyarp karatalam ivavaiti sakalarp 

prapadyadhvarp *santaip. tam雨masamarp bhakti*manas曲II

絶えず［他者を］益することを願う者、いつも生類を助ける者であり、様々なかた

ちの病に苦しむ生類を健康に戻す者、 ［おのが］掌のように朋壁丘あらゆる知の対象

を理解している者である、—その壁且ヱ無比なる聖者に対して、篤い信心をもつ者と

して、あなた方は帰依をなすがよい。

Mfilikavad函a159 (ed. by K. Okano) 

hitai~I yo nity抑 satatamupak町 cajagat曲

屈叩1yena svasthyarp bahuvidharujartasya jagataQ / 

giic)h呻匹cajfleyarp karatalam ivavaiti sakalarp 

prapadyadhvarp santas tam面m*asam呻 bhaktimanas曲／／

絶えず［他者を］益することを願う者、いつも生類を助ける者であり、様々なかた

ちの病に苦しむ生類を健康に戻す者、 ［おのが］掌のように隠されたあらゆる知の対

象を理解している者である、一一その無比なる聖者に対して、善良なる篤い信心をもつ

者として、あなた方は帰依をなすがよい。

Tib. DS 12 (ed. by J. Schneider) 

I gang zhig rtag tu phan dgyes rgyun du'gro la phan'dogs mdzad I 

I gang zhig'gro ba sdug bsngal roam mang gdungs pa bde mdzad dang I 

I gang zhig shes bya mtha'dag lag mthil bzhin du gsal mkhyen pa I 

I drang srong mnyam med rgyu mnga'de la glo ba dad par gyur I 

Devatisayastotra 12 

12b 0ruj*iirtasya] ex coni Hahn: 0rujiirtayasya Shastri. 

12d *san血p.]ex coni Hahn: santas Shastri. II 0*manas曲]ex coni Hahn: miinas曲Shastri.
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M却kavad血a159 

159a hitai~i] corr.: hite~i Ms. N Ed. II upak函ica] Ms.: upak町vaNEd.

159b ruj面tasya]出 uj面ttasyaMs. Ed.: rue面tasyaN.

159c邸曲岬y砥cajfiey叩 ]Ms.:g叫harp.yas ca bhayarp. N: gii曲arp.yas ca jfie bhayarp. Ed. 

159d santas tam雨m*asam抑]ex coni (cf. DS): santas tam評idararp.Ms.: santas tern母

varadararp. N Ed. 

コメント p菰acでMAのg叫h岬の読みに対して DSはsphu!anJ.であるが、蔵訳gsal

はその sphu固nの読みを支持する。帥曲叩l「隠された」という表現は密教の徒がいか

にも好みそうな表現なので、密教を好むネパールで写本の筆記者が故意に書き直した

表現である可能性が高い。また次に、 MAのyascaに対して DSはyasyaであるが、私

はMAのyascaの読みのほうが良いと思う。その蔵訳は gangzhigである。次に p菰ad

でMAとShastriのsantasの読みに対して DSのHahnの推測した読みは *santarpである

が、その修正はやや強引であり、私はsantasの読みの方が良いと思う。ブッダに対して

san血n「善良な、正しい」という当たり前の平凡な形容詞をわざわざ‘使う必要はないと

感じるからである。蔵訳はそのsantas/ sant呵lの語を訳していない。

Devatisayastotra 13 (ed. by M. Hahn) 

asarvabhavena yad*rcchaya va 

par面uvfttyavicikitsaya va / 

ye *t叩1namasyanti munindracandraqi 

te'py血1ariqis叩 padamapnuvanti // 

［礼拝を］真心をこめて［したわけ］ではなく、あるいはたまたま偶然に［行った

だけ］であるか、あるいは他人に従った［だけ］であるか、あるいは疑念をもちなが

ら［行った］場合であっても、月のような『牟尼たちの王』 （仏）に礼拝をするなら

ば、そのような者たちであっても、神々の完全な幸福の達成を得る。

Mfilikavad助a160 (ed. by K. Okano) 

asarvabhavena ya<4℃ chaya va 

P釘血uvftyavicikitsaya va / 

yet叩1namasyanti munindracandr叩

te'py面1ariqisaqipadam apnuvanti // 

（上記の OSの訳と同じ）
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Tib. DS 13 (ed. by J. Schneider) 

I snying nas dad dam ji ltar dga'ba dang I 

I the tshom gyis sam gzhan gyi ngor yang rung I 

I gang zhig thub dbang zla ba der phyag byed I 

I des ni Iha yi bde ba phun tshogs'thob I 

Deviitisayastotra 13 

13a *0rcchaya] ex coni Hahn: 0icchaya Shastri. 

13c *t岬]ex coni Hahn: tv抑 ShastriII munindra0] Fleet Hahn: munindra0 Shastri II 0candrarp] 

Shastri Hahn: 0bhadrarp Fleet. 

13d te'py血1arirp]corr. Hahn: te'py血1arirpShastri: te~y抑marirpFleet. 

M甜kiivad血a160 

160b par血UV肉a]Ms.: par血uvrtyaNEd.

160d血1ar面]Ms.:血 arirpN:血 arIEd.

コメント 本詩節では、 Hahnが修正した後の DSテクストと MAの間に相違が見出

されない。つまり Hahnが推測により修正した読みすべてがMAによって確かめられ、

支持されたことになる。なお padaaのasarvabhavenaを蔵訳がsnyingnas dad 「心から

信仰深い」と訳し、また yadrcchayaをjiltar dga'ba「好むがままに」と訳しているの

は、やや意訳した訳である。ー本詩節には Fleetによる異読があるが、これは Indian

AntiquaryにFleetによって発表された碑文テクストから得られた異読である。 Shastriが

この碑文中にある詩節に気づいた。 Hahn(2000), pp. 314-315を参照のこと。

Devatisayastotra 14 (ed. by M. Hahn) 

paura1,1I srutir e~a lokamahito buddh曲kilay呻 harir

曲ivajanmajaravin蕊avasag岬 lokarp虹pabhyudgata¥t/ 

jatal;t幽 yakule*vare (?) *'dbhutamatis *trata n叩 rpgautamal;t 

翁st面amhitam eva kas tam adhuna navaiti miic;lho jan曲II

これはプラーナの聖典伝承であるが、生類から尊崇されるこのブッダとは、ハ

リ（ヴィシュヌ神）であるそうだ。 ［彼は］生類が生と老と滅互（死）に支配されてい

るのを見て、憐れみから発起した方として、希有なる思いをもつ、人類の救済者ガウ

タマとして、すぐれた釈迦族に誕生なさった。かのお方が有益な教師であることを、

今日いかなる愚かな人々が理解しないのか。
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Mfilikavad血a161 (ed. by K. Okano) 

paur恥isrutir e~a lokamahito buddhaJ:i kilay呵1harir 

d困vajanmajaravipattivasagaqi lokarp lqpabhyudyatal} / 

jataI:i幽 yakulenduracyutamatis tr豆tan叩 rpgautamaI:i 

緑st函arphitam eva kas tam adhuna navaiti m叫hojan曲II

これはプラーナの聖典伝承であるが、生類から尊崇されるこのブッダとは、ハ

リ（ヴィシュヌ神）であるそうだ。 ［彼は］生類が生と老と臨~(死）に支配されてい

るのを見て、憐れみから昇り出た釈迦族の月として、不屈の思いをもつ、人類の救済

者ガウタマとして、誕生なさった。かのお方が有益な教師であることを、今日いかな

る愚かな人々が理解しないのか。

Tib. DS 14 (ed. by J. Schneider) 

I gna'sngon khyab'jug'di yis'jig rten skye rga na'chi'i dbang gyur thos nas su I 

I mi rnams bskyab phyir rmad byung blo yis snying brtse brtson pas sh菰ya'irigs rgyas par I 

I gau ta mar'khrungs sa stengs'jig rten'dir ni sangs rgyas gyur par grag ces thos I 

I skye bo nyon mongs blun zhing rmongs pas ston pa phan'dogs lags par ma'tshal grang I 

Deviitisayastotra 14 

14c俎kyakule*vare (?) *'dbhutamatis *trata] ex coni Hahn: s菰yakulendraradbhutamatistrato 

Shastri. 

Malikiiva曲na161 

161a srutir e~a] Ms.: srutine~a N Ed. 

Tib. 14 -Remarks by Schneider (S. 166): 

14b snying brtse brtson pas= *kn>abhyudyat曲?(instead of kwabhyudgat曲Shastri/Hahn).

コメント 蔵訳はかなり意訳しているようで、 piidabのrgyasparや、 padacの sa

stengs'jig rten'dir niや、 pa.dadのnyonmongsの表現など、梵文テクストと合わない不可

解な訳語が幾つもある。 padaaのlokamahitoを'jigrten'dir niと訳したようであるが、

なぜそう訳したのかは分からない。 0mahito(尊崇された）にあたる訳語が蔵訳に見当た

らない。一次に pa.dabで、 MAのvipattiに対して DSはvinasaであるが、どちらの語も

蔵訳の 'chi (死）の訳に当てはまるので、この梵語の読みの相違に対して優劣をつける

のは難しい。また MAのabhyudyataに対して DSがabhyudgataになっているという違い

は、蔵訳の brtsonpasに意味が近いのは abhyudyataであるから、その MAの読みのほう

を採用すべきであろう。—次に p叫ac で、 MA は siikyakulendur であるが、 Hahn の DS

はsiikyakule(*vare?)と推測する。 Hahnが基づいた Shastri本は甜kyakulendrarであった

ので、もともと Shastri本は MAに近い読みであったことがわかる。 Hahnは蔵訳の

rgyas parの訳語を見て、 *vareと読む可能性を提案したが、しかし蔵訳者がrgyasparと
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訳した原語が*vareであったかどうかは甚だ疑わしい。むしろ MAの6菰yakulendurの

読みに従うべきであろう。 indu(月）という表現は、 abhyudyata(昇った）という語と

セットになって使われていると理解される。また acyutaと*'dbhutaという語の相違が問

題になるが、 adbhutaの読みのほうが、蔵訳のrmadbyungの語と合致するので、 MAの

acyutaよりも良い。そこで、 DSのpadacは緑kyakulenduradbhutamatisと読むべきであ

ろう。すると「憐れみから昇起した釈迦族の月たる、希有なる心をもっ、人類の救済

者、ガウタマとして」とその箇所を訳すことになる。

以上の吟味に基づいて私が提案する DS14の再校定テクスト：

pauriiQ.i srutir e~a lokamahito buddh曲kiliiyarμharir

dr~t"ii janmajariivin邸av砥agarμlok叩袖abhyudyat曲I

jiit曲緬kyakulenduradbhutamatis triitii nro抑 gautama}:l

趣 t函amhitam eva kas tam adhunii niivaiti m叫hojan曲II

Devatisayastotra 15 (ed. by M. Hahn) 

yada ragadve~ad asura*sura*ratnipahara1_1.am 

血 qimiyinvi血 p.(?) dhara1_1.ihara1_1.asaktamatina / 

tada piijyo *vandyo harir api vimukto *'budhataya 

vinirmuktaqi buddhaqi na namati jano mohabahulal,I // 

貪りと隕りの故に、大地を奪うことに執着した思いをもつ者（ヴィシュヌ神）によっ

て、詐循をそなえた (may函v証qi)アスラとスラ（神々）の宝の掠奪がなされた時、非

賢者性（愚者性）を脱した者であるハリ（ヴィシュヌ神）も、 ［多くの者によって］供

養されるべき者・礼拝されるべき者とされた。 ［しかるに］愚かな迷妄に満ちた人々

は、解脱している方であるブッダを礼拝しない。

Mfilikavad函a162 (ed. by K. Okano) 

yada ragadve~ad asurasurad函ipahara1_1.aqi

屈呵1miyivitv呻 (or*mayavitve?) dhara1_1.ihar叩 saktamatina/ 

tada piijyo vandyo harir aparimukto'budhataya 

vinirmuktaqi buddhaqi na namati jano mohabahul曲II

貪りと臓りの故に、大地を奪うことに執着した思いをもつ者（ヴィシュヌ神）によっ

て、アスラとスラ（神々）の妻の掠奪が、 ［彼の］欺詐ある性質として、なされた

時、非賢者性（愚者性）のゆえに解脱していない者であるハリ（ヴィシュヌ神）は［多

くの者によって］供養されるべき者・礼拝されるべき者とされた。 ［しかるに］愚か

な迷妄に満ちた人々は、解脱している方であるブッダを礼拝しない。
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Tib. DS 15 (ed. by J. Schneider) 

I gang tshe'dod chags zhe sdang gis ni Iha min khyim nas rin chen phrogs pa dang I 

I chags pa'i blo gros kyis ni ngan g.yo byas nas sa dag phrogs.par gyur kyang ni I 

I de tshe khyab'jug ma grol bzhin du skye bo blun po mams ni mchod phyag'tshal I 

I sangs rgyas nges par mam grol gyur kyang skye bo phal cher rmongs pas phyag mi 

'tshal I 

Devatisayastotra 15 

15a asura*sura*ratn酎]ex coni Hahn: asurad函酎 Shastri.

15b 0血vitarμ]corr. Hahn: 0anvit紅!lShastri. 

15c *vandyo] ex coni Hahn:'vandyo Shastri II *'budhataya] ex coni Hahn: budhataya Shastri. 

Mfilikavad函a162 

162b mayavitv叩]N: maya[v]itvarp Ms.: mayadvitvarp Ed. (Read *mayavitve?) II 0haral).asak-

ta0] ex coni (cf. DS): 0har叩asakta0Ms. N Ed. 

162c'budhataya] Ms. N Ed. (Avagraha is ascertained here.) 

162d vinirmuktrup] N Ed.(= DS): nirmukt叩 Ms.II mohabahul曲]Ms.:m珀avahula}:lN Ed. 

Tib. 15 -Remarks by Schneider (S. 166): 

15c ma grol bzhin du= *na mukto? (instead of vimukto Shastri/Hahn). Cf. Tika: ma grol. 

コメント piida aで、 MAの0diirii0(妻）の箇所が、 DSでは 0*ratnii0 (宝）とHahn

によって推測の読みを与えられているが、それは蔵訳の rinchenを根拠にした推測であ

る。 Shastri本の読みは asuradiiriiなので、 MAと同じように 0diirii0と読む伝承、すなわ

ち「宝」 ratnaの掠奪ではなくて、 「妻」 diiraの掠奪という伝承であったことが知られ

る。ネパールにそう読む伝承があったことがわかる。しかし蔵訳の註釈で説明される

Vi~l}U 神話の内容から判断して、私は Hahn の推測の読み asura*sura*ratniipahar叩am の方

が正しいと思う。一次に piidabのHahn本の miiyiinvitam(?)の箇所は、 Hahnが基づい

たShastri本は miiyiinvit皿lと記すが、韻律上の不適切から Hahnはそれを *miiyiinvitarμ

と修正した上で、確信がもてずにその語の後に（？）と疑問符を記した。蔵訳は ngang.yo

（悪しき欺し）であって、 miiyiiの後の anvita(具えた）がngan(悪しき）という蔵語

と合わないため、 Hahnは疑問符を付けたのであろう(14)。一方、 MAはmiiyiivitvarμ と読

14. この*miiyiinvita(miiyiiを持つ）の語にやや近い表現として、 Kalpadrumiiva曲namiiliiの第11章

Y函 matyavadiina中の Yasomatistuti,第17偶に miyidharovi~!].ur の表現がある。 J.S. Speyer (1906, 

1909), Ava曲n砥ataka,Il, xxxii. 
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む。その語は形容詞mayavin"deceitful" に抽象名詞を造る接尾辞—tva を付けた語で「詐

欺性、詐術性、欺詐ある性質、欺詐を具有する性質」の意味であろう。 *mayiinv血mよ

りはmayavitv呻と読む方がやや蔵訳に近づいたように思われるが、しかし mayavitv呵l

は*mayavitve (locative) と読むべきかもしれない。写本ではその—tv叩l の字は -tve と字

の形が極めて近いからである。その場合「［ヴィシュヌの］欺詐ある性質において、

…•の掠奪がなされた」とこの文を訳せる。また可能性としては *mayavitviid と格を

ablativeに直して読むことも考えられるが、その場合は「欺詐ある性質の故に」と訳せ

る。—次に padac の DS の apivimukto (解脱した）の箇所については、文脈から判断し

ても明らかに MAの読み aparimukto (解脱していない）の読みの方が勝れている。蔵

訳は magrol bzhin du (解脱していない）であり、否定辞 maが確認できる。 Hahnの脚

注82を読むと、 Hahnはさすがに DSのこの箇所に違和感を強く感じていたことがわか

る。解脱していない Vi~t)U と解脱した Buddha が対比されて、仏陀ではなく解脱してい

ない方を崇拝する大衆の愚かさが語られていることが、 MAの読みによって、やっと

はっきりした。 Hahn校訂の DSはここでも MAの読みによって訂正されるべきであ

る。以上の吟味に基づいて私が提案する DS15の再校定テクストは次の通り：

yada ragadve~ad asurasura*ratnapaharat)am 

血 111*miiyiivitve dhar叩ihar叩 saktamatina/ 

tada pujyo vandyo harir aparimukto'budhataya 

vininnukt虹p.buddhrup na namati jano mohabahul曲II

Devatisayastotra 16 (ed. by M. Hahn) 

caturjaladhimekhal放ulanitambabh函alasaqi

visrjya baraye *mahilp. <*sa> balir apa ka~ 匹 d函am/

pradaya munaye tu p両sulavamapy asoko DfPaI:i 

陰it面sakalacandram叩<;tala*karambar岬 praptavan// 

四海という腰帯を［はちきれんばかりに］満たす臀部の重荷（重さ）によって動き

の鈍い［女である］大地を、バリはハリ（ヴィシュヌ神）に贈って、 ［その結果バリ

は］悲惨な状態を得た。 ［一方］しかしアショーカ王は牟尼（仏）にわずかな塵を与

えたので、満ちた月の輪の光線を衣裳とする（月光が照らす限りの） ［すべての］大地

を得た。
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Malikavad血a163 (ed. by K. Okano) 

caturjaladhimekhal *菰ulanitambabh配拙as抑

ma卿 <*sa>maha呻 visrjyaharaye vapa (!)~tffl!l ha園 I

pradaya munaye tu patμsulavam apy asoko DfPaI:i 

k~ititµsakalacandramai:i9alatarafi ca s呻 praptav助／／

四海という腰帯を［はちきれんばかりに］満たす臀部の重荷（重さ）によって動き

の鈍い［女である］儘本立大地を、かのバリはハリ（ヴィシュヌ神）に贈って、 ［その

結果バリは］悲惨な［拭態］を得た。 ［一方］しかしアショーカ王は牟尼（仏）にわ

ずかな塵を与えたので、満ちた月の輪を超える［すべての］大地を得た。

Tib. DS 16 (ed. by J. Schneider) 

Isa'di rgya mtsho bzhi yi ska rags gtams pa'i *khur *bu'i ljid kyis ni I 

I lei lei ltar'dug khyab'jug byin yang stobs chen sdug bsngal gnas skabs gyur I 

I thub pa la ni rdul tsam phul bas rgyal po mya ngan med pa yis I 

I zla ba'i dkyil'khor dpal gyi'od zer gos can sa stengs mtha'dag thob I 

Devatisayastotra 16 

16b *mahiip <*sa>] ex coni Hahn: mahatiip Shastri. 

16d 0*kar血 baraip]ex coni Hahn: 0talaip ca sam Shastri. 

M却kavad函a163 

163a 0mekhal*akulanitamba0] corr.: 0mekhal臨unitamba0Ms.(post corr. marg.): 0mekhal血ta-

mba0 Ms.(ante corr.): 0mekh血kuratamba0N Ed. 

163b mahiip <*sa> mahafitp] ex coni: mah面 mahatiipMs. Ed. (metre!): m血 1p.mahatiip N II 

haraye vapa] Ms. N Ed. (metre!) II bali}:t]~v呻 Ms.Ed.: valil_t N. 

コメント pada bの箇所で両テクストは大きく違っているが、 MAのほうが韻律があ

ちこち乱れていて、ひどく劣化した読みを示す。この MAの出来の悪いpadabは、 DS

のpadabの箇所のテクストの伝承がなんらかの理由で乱れて意味不明になったため、

MAにおいてやむなく修正の試みとして、その書き直しがなされて、生じたものと判断

される。 p狙abは結果的に、改悪されたテクストとなっている。 Shastri本は MAと同

じmahatiip.という悪い読みを有するが、 MAほどp孤abが改悪されていない。 MAは

haraye vapaの箇所で韻律のエラーを犯しており、私はその箇所の修正をあきらめて、と

りあえずMAの写本のとおりにした。ここでd瞬叩の語を失っているので、文としてお

かしい。 MAのこの p菰abのテクストがこのままでは駄目なことは明白であり、 MAの

作者の padabの書き直しの試みは無残な失敗に終わったといえる。 Shastri本の伝承の

ほうがましである。一 またpadadでは Hahnが蔵訳から推測した読みである 0*kar血1-

bar抑 praptavanの箇所が、 Shastri本と MAでは共に Otar菰 cas叩羽aptav函という読みに
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なっており、それは実に本物らしくない悪い読みであるので、 HahnがそのShastri本の

読みを全く捨てて、蔵訳から大胆な推測をせざ‘るを得なかった理由がわかる。この詩

節はこのように padabとpa.dadに問題が残り、納得が出来ないままに残すしかない。

とりあえずHahnが苦労して修正した形でDSを読んでおくしかないであろう。 MAの

このpa.dadの伝承はShastriと同じなので、 MAの作者による改宣を受けてはいない。

Devatisayastotra 17 (ed. by M. Hahn) 

pak~apato na me buddhe na dve~ 曲 kapiladi~u/ 

yuktimac ca vaco *yasya *緬stustasya parigraha}:l // 

私は［意図的に］ブッダに味方するわけではなく、カピラなどの［異教徒］を憎ん

でいるわけでもない。道理に適った言葉をもつところのその数師を［私は］受け入れ

る（認容する）。

M皿⑬vad証a164 (ed. by K. Okano) 

pak邸patona me buddhena dve呻 kapiladi~u/ 

muktimac ca vaco yasya karyas tasya parigrah曲II

私は［意図的に］ブッダに味方するわけではなく、カピラなどの［異教徒］を憎ん

でいるわけでもない。解脱をそなえた言葉をもつところのその者を受け入れる竺豆ヱ：

麟（その者の認容をなすべきである）。

Tib. DS 17 (ed. by J. Schneider) 

I bdag ni sangs rgyas phyogs mi'dzin I 

I ser skya sogs la mi sdang yang I 

I gang zhig rigs par ldan pa'i tshig I 

I de nyid ston par yongs su'dzin I 

Deviitisayastotra 17 

17c *yasya] ex coni Hahn: asya Shastri. 

17d *s函tus]ex coni Hahn: kii.ryas Shastri. 

M却kiivad血a164 

164a pak~apiito] Ms.: yak珂apatoNEd.

164b dve~al;i] Ms.: dve~ 叩 NEd.

コメント padacでの、 MAのmuk.timacとOSのyuk.timacの違いについては、蔵訳

に支持される OS の yuk.timac の読みの方が勝れている。—次に pa.dad では Hahn が蔵

訳stonparから推測した読みである OSの*sastusと、 Shastri本と MAの両者が共に伝

える読みである K紅yasが相違点としてあるが、どちらの読みを採っても意味が通る。
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しかし私は Hahnの提案する読みのほうが古く、正しいと思う。従って HahnのDS17 

の詩節はMAを見た後でも変更を加える必要を少しも感じない。このMA164詩節はネ

パールで少し伝承が崩れた結果の姿であろう。

Devatisayastotra 18 (ed. by M. Hahn) 

av邸yame頷qikatamo'pi sarvavij 

jagaddhitaik血tavisalasasanaQ/ 

saeva m理yoby atisiik~macetas函n

*janair ase~aiQ kim anarthapai:i<;titail;t // 

これらの者たちの中で、いずれかの者が確かに一切智であって、生類の利益のため

に純一に広大な教えを説いた者であれば、その者こそが、甚だ思考の鋭い精神をもつ

者たちにとって、探し求められるべき者である。無益な事柄を知る学者たるすべての

惹に何の用があろう。

Malikavad函a165 (ed. by K. Okano) 

av砥yame羽qikatamo'pi sarvavit 

jagaddhita藝 tavisala*領sanaQ/ 

saevam惇yoby atisiik~macetasa 

janena筵aiQkim anarthapaQ<;litail;t // 

これらの者たちの中で、いずれかの者が確かに一切智であって、生類の利益のため

に純一に広大な教えを説いた者であれば、その者こそが、甚だ思考の鋭い精神をもつ

人々によって探し求められるべき者である。残J222、無益な事柄を知る学者たちに何
の用があろう。

Tib. DS 18 (ed. by J. Schneider) 

I'di ltar su yang rung ste nges par kun m肋yendang I 

I'gro la gcig tu phan'dogs mdzad pa'i lugs che ba I 

I de dag blo gros zhib mo'i mig gis btsal nas su I 

I bsten par bya yi gzhan dag m肋asla ci zhig m肋ol

Devatisayastotra 18 

18d *janair 砥e~ail:].]ex coni Hahn: jan血砥e~ail:].Shastri. 

Miilikavad血a165 

165b jagaddhitai0] Ms.: jagarddhite0 N: jagarddhitai0 Ed. II visala*sasanal:].] ex coni (cf. DS): 

vi紐las函ahMs.NEd.
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Tib. 18 -Remarks by Schneider (S. 166-167): 

18a'di ltar = *evam? (instead of e舜qtShastri/Hahn). Cf. Tika:'di dag gi nang nas. 

18c blo gros zhib mo'i mig gis = *matisuk~ma*cak~u~ 抑?(instead of by atisiik~macetasaqt 

Shastri/Hahn). 

18d bsten par bya yi = *sa *c血usevy曲?(instead of janair 益e~ail}Hahn, jan血邸e~曲 Shastri).

コメント pada cd において MA では atis韮~macetasa の句が janena に懸かり、次の

se~ail;t はその後ろの op叩曲ail;t に懸かる。こちらの MA の読みのほうが、 DS の読み

cetas両 *janairase~ail;t よりも意味がすっきりして、勝れた読みである。なお蔵訳は

Schneiderが指摘するように、 padacdの箇所はやや文面が違った梵文に基づいて訳され

たようであるが、少なくとも gzhandag の訳語は DS の砥e~ail;t ではなく MA の se~ail;t の

読みの方を支持する。結論として、 HahnのDS18詩節は MAのテクストのように読む

べきである。

Devatisayastotra 19 (ed. by M. Hahn) 

yasya ca na santi nikhilli 

do~ 助sarveg皿邸cavidyante / 

brahmli va visnur vii 

mahesvaro vii sa me slistli II 

どんな悪徳も無く、あらゆる徳性が有る者であれば、一＿［たとえ］ブラフマーで

あれ、ヴィシュヌであれ、大自在天（シヴァ神）であれ、―そのお方が私の教師であ

る。

M甜証va曲na166 (ed. by K. Okano) 

yasyipi kiiicin na hi do~ale紐m

sarve gut}曲santijagaddhitirthe / 

brahmapi vi~l}ur gir蜘 harirvi

sa me hi sasta subhakari mitram // 

どんなわずかな悪徳も無く、生類の利益のため、あらゆる徳性が有る者であれ

ば、一［たとえ］ブラフマーであれ、ヴィシュヌであれ、ギリシャ（シヴァ神）であ

且、ハリであれ、—そのお方が私の師であり、幸せをもたらす友である。

Tib. DS 19 (ed. by J. Schneider) 

I gang la skyon kun yod min la I 

I yon tan thams cad yod gyur na I 

I tshangs dang khyab'jug dbang phyug che I 

I de yang bdag gi ston pa yin I 
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Devatisayastotra 19 

19a nikhila] corr. Hahn: nikhil函 Shastri.

19b sarve] corr. Hahn: sarve ca Shastri 

M甜kavad函a166 

166b sarve gur;ia}:l] Ms.(post corr. marg.): gu画 Ms.(antecorr.): saradgur;ia}:l N Ed. 

166c vi~r;iur giriso] Ms.: vi~r;iutirir;io N Ed. 

166d subhak函i]N Ed.: subhak西IMs.

コメント この詩節は両者が大きく違っているが、蔵訳はDSの文と全く一致する。

MAの文はネパールで成立したのであろう。 DSでAryaであった韻律を MAでUpajati

に変更するために、 MAの作者は語を付け加えて文を大きく変えたのであろう。韻律の

変更がこの改変の理由である。 sama-vrttaのタイプの韻律に慣れたネパールの学僧が

Aryaを含むjatiのタイプの韻律を見て、韻文としての違和感を感じたために行った恣意

的な改童ではないだろうか。 MAという作品の制作においてMAの作者はDSに相当す

る古い資料を利用しながら、その作者にはそのテクストを伝承に忠実に完全に引用し

ようという義務感が希薄であったために、韻律の変更という、あまり書き直す必要が

ない場合でも、このように自由に作文が行われたことがわかる点で、この詩節の改変

の事実は興味深い。ともあれ、 DSのこの詩節はMAによって修正する必要はない。

Devatisayastotra 20 (ed. by M. Hahn) 

yasya do,a na vidyante vidyante camita guJ)al;l / 

sarvajfi函caIq-palus ca tam ahaqi sar叩aqigata).t // 

その方には諸主2悪徳が無く、無量2徳性が有り、一切智であり、憐れみ深い方で
あるから、私はそのお方に帰依している。

Malikavad血a167 (ed. by K. Okano) 

yasya na vidyate do,o vidyante sakala guJJ. 祉／

sarvajfia).t sa jagacch函tatarn ah叩1sar叩呻vraje// 

その方には悪徳が無く、あらゆる徳性が有り、一切智であり、生類の師であるか

ら、私はそのお方に帰依主五。

Tib. DS 20 (ed. by J. Schneider) 

I gang la skyon ni mi mnga'zhing I 

I yon tan dpag med mnga'ba dang I 

I tharns cad mkhyen dang thugs rje can I 

I de la bdag ni skyabs su mchi I 
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Devatisayastotra 20 

20ado祖]corr. Hahn: do頷QShastri. 

Miilikavad函a167 

コメント この詩節はすべての piidaに、両者の読みが違っている箇所がある。蔵訳

との一致により、 DSの方が古いかたちであって、 MAはそれを改変したテクストであ

ると判断できる。これほどMAで詩節のあちこちが違っていることは、単に写本が汚

損して読めない等の原因でやむをえずに文の改変が起こったとは考えにくい。たしか

に、 MAが利用した DSの写本は、いくつもの箇所で伝承が劣悪化して読めず、筆記者

に強く修復を要求するものだったのかもしれず、それが、これまでに MAで見てきた複

数の事例のような積極的な改変を誘った一つの理由かも知れない。しかしながら、こ

のMAの詩節の場合を見ると、 MAが施した改変が、単に伝承が劣化して読めなくなっ

たテクストの修復という保護的な目的でなされたとばかりは言い難いように思う。

padaaの DSの yasyado~na vidyanteをMAが yasyana vidyate do~ と変えているの

は、 DSの元の写本の文がちゃんと読めているのにもかかわらず、 MAは無用にも、わ

ざとその語順を変えたことを意味する。これは修復とはいえない。改宣的な性格の強い

変更である。 MAの作り手には DSを借用する時に、そのテクストを自分の気に入るよ

うに改蹴しても構わないとする意識があったのではないかと思わざるを得ない。 DSの

この詩節において、 MAの作者は DSから文を忠実に完全に借用すること、その行為自

体に躊躇いを感じていたのではないかとすら、疑うことが出来る(15)。ともあれ、この

詩節においては MAに生じた改童の明白な理由を見つけるのは難しい。このように自

15. つまり MAの作者はMAの一部として DSの詩節を写す時に、何らかの動機があって、わざ

とあちこちの語を入れ替えて「別の詩節」にしたかったのではないかと疑うことが出来よう。彼

は、自分は写経師のように古いテクストを単に機械的に筆写するのではなく創造的

に (creatively)筆写しているのだということの証を残したかったのだろうか。それとも、そんな

個人的な感情によるものではなく、別のテクストをそっくり利用する時に、わざと詩節の数箇所

を変えることによって、二つのテクストが同一性を主張することが無いように、両者がきちんと

別個の作品として伝承されてゆくように、配慮したのか。つまり、もし MAの中にあるテクスト

をDSとほとんど同じテクストにした場合、後代の人間は、両テクストの貸借の前後関係がわか

らないため、 DSという本来の作品の独立性を疑う人が出てこないとも限らない。そのためMA

とDSはあくまで別々の作品であるという決定的な印象を与えるために、 DSを写す時にわざと

作品の最初や最後のあたりに位置するいくつかの詩節において故意の改変を施し、わざと両テク

ストが同一にならないように配慮した可能性も考えられる。
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由に作文が行われた MAの文によって DSのこの詩節は修正する点はないと判断でき

る。

Devatisayastotra 21 (= Devatavimarsastuti, ed. by M. Hahn) 

evam stute stutisahasranadisamudre 

buddhe vibuddhakamalayatapattranetre / 

yat珈 cidasti kusalarp mama v菰samuttharp

sattva bhavantu sukhinal} < v v > tena sarve // 

// acary砥a油arasvamipadak祖 devatavimarsastutil}samapta // 

幾千の『讃』という河が流れ込む海である、開花した蓮の大きな葉のごとき眼をお

もちになるブッダを讃えおわって、私の［この］言葉から生じた功徳がいかほどか有

るならば、それによってあらゆる有情が幸せになりますように！

阿闇梨シャンカラスヴァーミン様の作、 『神格への吟味の讃』終わる。

Malikavad函a(ed. by K. Okano) 

0S21に対応する詩節なし。

In MA there is no corresponding stanza of DS 21. 

Tib. DS 21 (ed. by J. Schneider) 

I padma kha bye rgyas pa'i'dab ltar dkyus ring spyan mnga'ba I 

I bstod pa'i chu klung stong *gi rgya mtsho de ltar bstod bgyis pa I 

I bdag gi tshig gis bskrun pa'i dge ba cung zad ci mchis pa I 

I des ni sems can thams cad bde ba dag dang ldan gyur cig I 

Devatisayastotra 21 

21a stute] corr. Hahn: stuta Shastri. 

21 b buddhe] corr. Hahn: buddh叩 Shastri.

Colophon: 0sv血 pad知 a)corr. Hahn: 0svamip孤alqtaShastri. 

M韮kavad血a

Tibetan DS colophon: 

I Iha las phul du byung ba'i06> bstod pa slob dpon bde byed bdag pos mdzad pa rdzogs so II 

I rgya gar gyi m比anpo sarba dznya de wa dang I lo tsa ba bande rin chen mchog gis bsgyur I 

zhu chen gyi lo tsli ba bande dpal brtsegs rak~i tas zhus te gtan la phab pa'o II 

16. 蔵訳の巻末のコロフォンに記された作品名は、 Ihalas phul du byung ba'i bstod paであるが、蔵
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コメント このDSの最後の詩節は MAには欠けている。 MAのアヴァダーナの中に

DSの作者 Sailk.arasvaminが自分の作品から生じた功徳を生類に廻向するこの詩節だけ

は入れるわけにはゆかなかったからである。 DSのpadadにある 2音節の欠損は、 MA

にこの詩節が欠けているために、埋めることが出来ない。

以上、表 lとして、 DSの第 1伝承と第2伝承の相違を具体的に示すために、岡野が

今回校訂した MAのDS相当箇所のテクストと、 Hahnが校訂した DSのテクストと、

DS蔵訳との3本を並べた資料を示した。

I -5. 梵文3テクストの相違点を比較するための資料

次にもう一つの、比較のための資料である表2を以下に提示したい。

この表2はHahn(2000)のDSと筆者（岡野）の MAとの、両梵文テクストの相違点

を示したものである。この表2によって、上記の表 lを時間をかけて見なくても、私が

今回校訂した MAのテクスト（第2伝承）が、 Hahn(2000)のDS校訂テクスト（第 1

伝承）の更なる改善に、どの箇所において貢献する可能性があるかを容易に見つける

ことが出来るはずである。

この表で、アステリスク（＊）の印が語頭についた語は校定者による推測の読み (conjecture)

であることを示すが、例えばHahn(2000)において推測の読みであったものが、 MAの写本で実

際にその読みが確認されてもはや推測ではなくなった場合は、 MAの方ではそのアステリスクの

印が消えている。つまりアステリスクの有無で、推測の有無もこの表は表現している。

表2cm

DS DS ed. by Hahn :es叫~,~:S~~\'MAed. by Okano 
stan'la ；：：・:)/;'..': 

la pratyak~ato na bhagav血 S岬 buddhaeva bhagav血 sugur:iI

sugato na vi~QUQ na v1s．n． ur 
lb 拙okyate S呻 sasyate

led *0prabhava:rp紅utva 0prabhav菰 chrutva

2a 0dayudharaudrap疇 0do vighfl:lai}:l pramayi 

訳の冒頭に掲げられた作品名の文では、 byungba'iがbyungbarと記される。

17. この表2のShastrieditionの段の中で、 =Hahnと記してある箇所は、そこの読みがHahn

editionと全く同じ読みであることを示す。また＊が語頭についた語は校定者による推測の読みで

あることを示す。
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2b I sambhur vilagnan面iro- rudro vibhiityajakapala-

'grakapiilam甜 dhar曲pramat呻

2d pfijay血 aup益血tam piijayemahi su細 tam

3a 0kulaniisakaro babhiiva 011fPaD3.Sakar曲sacakri 

3b kil函it pin取i

4a rak~al)iyo rak~aQiyo 

4c *0buddheh ． *0buddhe}:l (0buddhir Ms.) 

4d vaiicaniy助 *v狙chaniy祉(vafichaniy祉Ms.)

5a *0janakani *vacarμsi 0janitani vacliipsi 

Sc *0samak面i 0samakani 

Sd *vandyatvam vandyatvam 

6a *0vadhaya 0vadhaya 

6b 虹payavidhi~u jagat曲虹payii

6d pfijyas *tayol;l pujyas tayoI:i 

7a sacakrayudh叩 ca cakrayudhatp 

7c 0bhay函tit血 0bhay蜘 t血

7d 0vadho*dyatapraharai;i面 0vadhodyataprahar叩函

8a *yuvatim *紺Ike suratim aitlce suvadan面

suvadanam . 

9a I< --> (*badht""? or *hirμsro 

*droln""? or*himsro?) (hitμsya Ms.) 

9b *vi~QUQ Vi~QUQ 

9b *jfiatiha jfiatiha 

9c *kruriisya kri.ir函yii

9c *o m-am． sa_s,m. -1 0 mam-． sa_s, m・—1 

(om血sasiniMs.)

9d I 0bale svalpo'pi do~o'sti 0balo srasto'py ado担QSU恥

k曲 (0balo s[v]a[tt]o hy ado~o'sti k吐

Ms.(ante corr.)) 

10a ripavo nae血ye 、naripurnac血ya]:i

10b s臨頷nnad困acaraekataro 俎stiitrilokagurur ekatamo'pi 

Ip1 • cai• s. 血 dhir曲

10c vacah． sucarit芽 vacah． sucarit酎

10d 0lolataya 0lobhatayii. 

llb na血岬kirp*cit <*na>血叩lkirp cit 

llc *c血1al呻 c血1al呻

lld tadbhaktimanto tadbhaktivanto 
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12b oruj*函tasya 0rujartasya 

12c sphutam yasya gii曲a:tpyas ca 

12d *santam . santas 

12d m゚anasah ． 0manasa):t 

13a *0rcchaya 喰chaya

13c *tarp. 

13c munindra゚

13d 血 arim. 血 arim． 

14b 0 vm. a_s, a ゚ 0vipatti0 

14b 0abhyudgatal). 0abhyudya呻

14c 甜kyakule*vare (?) 俎kyakulendur

*'dbhutamatis *triitii acyutamatis trata 

15a asura*sura*ratn酎 asurasuradiirii.0 

15b may函vitarp.(?) miiyiivitv岬
(or *mayavitve?) 

15c *vandyo vandyo 

15c api vimukto *'budhataya aparimukto'budhataya 

16b visr.jya haraye *mahiqi mahi:tμmahatI:tμvisrjya 
<*sa> balir iipa ka~! 抑 harayevapa k邸μupbalil;l 
da俎m

16d 0*kar血 bar血 0tal却 cas岬 prliptav函

17c yuktimac muktimac 

17c *yasya 

17d *s函tus

18cd 0cetas抑 *janairase~ 曲

19a yasya ca na santi nikhila 

19b do舜h sarve gur;i邸 sarve gui;i曲santijagaddhitiirthe 
vidyante 

19c brahma va vis．n． ur va brahmapi vi~Qur giriso harir vii 

19d mahesvaro va sa me俎Sta same hi臨 tasubhakiiri mitram 

20a do~a na vidyante na vidyate do~ 〇

20b c血 ta sakala 

20c sarvajfias ca lq-palus ca sarvajii吐sajagacchasta 

20d gata}:l vraJe 

21a stute 
,, 

(18) 

18. この表でDS第21詩節（最後の詩節）の箇所には、 MAには相当詩節が存在しないので、一

と表記している。
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ュ21d sukhin曲<vv>tena
この表2に示された、 Hahn(2000)とMAのテクスト間の読みの違いを検討してゆく

と、 MAという梵文作品の DS相当詩節がもたらした DS校訂への貢献が明らかにな

る。その得られた成果を、次の様に簡単にまとめてみると：

(1) OkanoのMA (第2伝承）に基づいて、蔵訳も考慮に入れた上で、 Hahn(2000) 

のDS梵文テクスト（第 1伝承）を修正した方がよいと思われる箇所が、多数指摘でき

る。それは以下のように両者の読みが異なる箇所である（以下、 DSの詩節番号でその箇

所を示す） ： 

4d DS vafic皿i"y助 +:±MA*v菰chani"y曲； 5d DS na +:±MA ca; 6b DS面 ayavidhi~u +:±MA 

jagatal). 面 aya;8a DS *yuvatim +:±MA suratim; 9a DS <--> +:±MA *hiipsro; 12c DS yasya +:± 

MAy砥ca;DS 0abhyudgatal). +:±MA 0abhyudyatal).; 15b DS may函v証 ip{?)+:±MA mayavitv岬；

15c DS api vimukto +:±MA aparimukto; 18c DS cetas両 +:±MAcetasa; 18d DS *janair ase甜h

+:±MA janena se~ai):t 

(2) Hahn (2000)が推測に基づいて Shastri本を修正した箇所に対して、今回 MA(第

2伝承）に基づいて Hahnのその推測が正しかったことが確認できた箇所を多数指摘で

きる。 Hahnの推測した読み (conjecture) に対してアステリスクの印（＊）を付すと、

その読みが、今回 MAによって、推測が正しかったことが確認できた箇所は以下の通

りである：

Sa DS *vacarμsi, Sc DS *samak函i,Sd DS *vandyatvam, 6a DS *vadhiiya, 6d DS *tayo}:l, 8a 

DS *叫ke,9a DS *vi~r:iu}:l, 9b DS *jfiatiha, 9c DS *kI面函ya,9c DS *0marμsasini, 12d DS 

0*manas血 13aDS *rcchaya, 13c DS *血p.,lSa DS asura*sura0, lSc DS *vandyo, lSc DS 

*'budhatayii, 16b DS *mahirμ, 17c DS *yasya 

(3)第 1伝承たる Hahnの校訂DSテクストとは異なる読みが、第2伝承たる MAで

得られた箇所が沢山あるが、第2伝承の読みが第 1伝承の読みよりも必ずしも良い読

みとは言えないことも多い。 DSの校訂のためには使えない悪い読みも MAには沢山あ

る。その、第2伝承が第 1伝承とは異なる読みが集中的に現れる詩節に関しては、扱

いに注意する必要がある。次の 1-6で述べるように、 MAにおいて意図的な改変の手

が集中的に加えられたと判断できる詩節にある、 DSと異なる読みと、そうではない読

み（つまり集中的に強い改変の手が加えられていないと判断できる詩節にある、 DSと異なる読

み）とは、質が異なると思われるので、同じ MAの内部の DS相当箇所の異読とはい

ぇ、両者をきちんと区別して扱う必要がある。 MAで故意に集中的に改変がなされたら
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しい詩節に属さない場合であれば、 DSとは異なる MAの読みは、その読みが蔵訳から

支持されないとしても、多少の価値がある。例えば、次のようなものである：

7c DS 0artit血 μMA0arikit恥； 12c DS sphu固p-=2 MA gfi曲皿 17cDS yuktimac +=2 MA 

muktimac. 

—以上、 OS と MA との比較の作業を行ってきたが、その作業の結果として得ら

れた、私がHahn本OSに対して施す改善案を盛り込んだ新しい OSのテクストをここ

で試案として示しておきたい。太字の部分がHahn本と違っている。

Devatisayastotra (= Devatavimarsastuti) 

A new edition by Okano 

pratyak~ato na bhagav函 sugatona vi~I].ur 

拙okyatena ca haro na hir叩yagarbhal;i/

te祖mtu riipacaritatisayaprabhav呻

srutva vie函ayatiko gul).av函 naveti// 1 

vi~l}UQ samudyatagadayudharaudrap両il;i

sambhur vilagn皿rsiro'grakap血am町／

ek血t益函tacaritatisayastu buddh曲

k呻 pujay血 aupa俎ntam謡函tariipam// 2 

duryodhanadikulan甜akarobabhuva 

vi~9ur haras tripuran邸alcaral;ikil函ItI 

kraufic呻 guho'pid¢. 畑紐ktihat岬 calc西a

buddhas tu kevalam ayaip jagato hitai領/13

pI<;lyo mamayam ayam eva tu rak翌I].Iyo

vadhyo'yam ity api surottamanitir e~a / 

ni艇reyasabhyudayasaukhyahitaika*buddher

buddhasya naiva ripavo na hi v函ichaniyii);t// 4 

vacams1 v1snor ．． 

. cay函isambho):1/ 

amak函ita山agatasya

-130 -



vandyatvam arhati ca ko'tra vicarayadhvam // 5 

yas codyat曲paravadhayaghroaqi vihaya 

tr平yay砥 cajagat叫~Iq-payapravrtta]:i / 

ragi ca yo bhavati yas ca vimuktaraga]:i 

pujyas tayo]:i ka iha t呻 vadatiinucintya// 6 

紐四qivajradharaqi bal呻 haladharaqi匝n岬 cacakrayudhaqi 

skand叩lsaktidhar岬 sm曲函anilay呻 rudraqitrisiilayudham I 

et函 du祉habhay面tit血 gatag血函b非血vicitrayudh函

nity叩1prliQivadhodyutapraharal). 助 kast血 namasyedbudha}:t // 7 

nay呻siilarp.dhatte na ca suratim呻 esuvadanarp. 

na cakrarp saktiqi va na ca kulisam ugrarp na ca halarp / 

vinirmuk.t虹pkle紐h

sar叩y呻 lok血両1tam~im upayato'smi sar叩am//8

rudro ragavasat striyarp vahati yo hilpsro hriya varjito 

vi~l).UQ kriirataraQ虹taghnacarit曲skandaQsvayarp jfiatiha / 

知血syamahi画 t年 naravas血面sasinip函vatI

p血epsIca vinayako dasabale svalpo'pi do~o'sti k曲1/9

bandhur na me sa bhagav函 ripavonae血ye

s菰~iinna d困acaraekataro'pi cai祖ml

srutva vac祉sucaritatisayaprabhavarp

buddh町1gul}atisayalolataya srita.Q smaQ II 10 

n函mak岬 sugat曲pitana ripavas tirthya dhan町 naivano

datt叩 tenatathagatena na恥岬ki:tpcit k四adadib血／

向 tvek函tajagaddhit曲sabhagav函 buddhoyat砥c面nal紅n

v臨yarμsarvamalapah函ica yatas tadbhaktimanto vayam // 11 

hitai碩yonity皿1satatam upak印 cajagat曲

屈arpyena svasthyarp bahuvidharuj西tasyajagatal;i / 

sphu!anJ. yasya jiiey岬 karatalamivavaiti sakalarp 
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prapadyadhvaqi santas tam評imasamaqi bhaktimanas吐//12 

asarvabhavena yadrcchaya va 

par函uvftYavicikitsaya va / 

ye tarp namasyanti munindracandr呻

te'py血五sarppadamapnuvanti // 13 

pauraQI srutir e~a lokamahito buddha}:l kilay岬 harir

曲団janmajaravinasavasag岬 lokarp.面ibhyudyaにI}I 

jat曲sikyakulenduradbhutamatis trata nro抑 gautama}:l

sast函amhitam eva kas tam adhuna navaiti m囮hojan曲//14

yada ragadve~ad asurasura*ratnapaharaQam 

屈呵*miyivitvedhar叩iharaQasaktamatina/ 

tada piijyo vandyo harir aparimukto'budhataya 

vinirmuktarμbuddharμna namati jano mohabahulal) // 15 

caturjal _ _____ ___ _ _ _ _ 

visr.jya haraye mah面 <*sa>balir iipa ka~! 抑 d砥血／

pradiiya munaye tu p抑sulavamapy asoko nrp曲

k~itiqi. sakalacandram叩c,lala*kar血 bar抑 praptav面//16 

pak~apato name buddhe na dve呻 kapiladi~u/ 

yuktimac ca vaco *yasya *sastus tasya parigrah曲//17 

av益yame~両1katamo'pi sarvavit 

jagaddhit叫頃ntavi俎lasiisana}:l/ 

sa eva m.rgyo hy atisiik~macetasi 

janena se~ail_t kim anarthap四曲呻//18 

yasya ca na santi nikhila 

do祖l;lsarve guQas ca vidyante / 

brahma va vi~Qur va 

mahesvaro va sa me sasta // 19 
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yasya do~a na vidyante vidyante camita gul). 哉／

sarvajfias ca虹palusca tam ahatp sar叩atpga臼~//20 

evam stute stutisahasranadisamudre 

buddhe vibuddhalcamalayatapattranetre / 

yat kirp cid asti kusal叩 mamav祉samutthrup

sattva bhavantu sukhin曲<v v > tena sarve II 21 

// ac西yasailkarasv血 padalqtadevatavimarsastuti~samapta // 

上記の新たな DS梵文テクストに基づく、私の DSの和訳を以下に挙げる。

1 視覚によって（直接知覚によって）世尊・善逝（仏）は視られることがなく、ヴィ

シュヌも、ハラ（シヴァ神）も、黄金の胎（ブラフマー神）も、 ［視られ］ない。しか

るに彼らの姿かたちと行いの卓越した輝かしさを耳にして、どの者が徳性があり、 ［ど

の者が］そうでないかに［人は］考えをめぐらせる。

2 ヴィシュヌは振り上げたガダー（根棒）の武器のある恐ろしい手をもつ。シャン

ブ（シヴァ神）は人間の頭頂部（生首？） ・閥懺の数珠をつけている。しかるにブッダは

完全に寂静なる行為という卓越をもつ。我々は誰を供養しようか—寂静なる者か、

それとも寂静ならざ‘る姿をもつ者か。

3 ヴィシュヌはドゥルヨーダナなどの一族を滅亡させた者であった。ハラ（シヴァ

神）はトリプラの破壊者であったと伝わる。グハ（スカンダ神）はクラウンチャを固い

槍で刺し殺した。このブッダのみが純粋に、生類に益することを願った。

4 「私にとって、こいつは苦しめられるべきであり、こいつは護られるべきであ

り、こいつは殺されるべきだ」―これが神々の最高者の行動のしかたである。至福

（解脱）と増進（繁栄）の幸せに益することを、ただ一つの思いとしてもつブッダに

とって、敵である者たちもおらず、好もしい者たち（愛すべき味方）もいない。

5 ヴィシュヌの言葉は情欲などの悪徳を生じさせる。またシャンブ（シヴァ神）のそ

れ（言葉）は狂った振舞いをさせる。如来のそれはあらゆる悪徳を鎮める。ここであな

た方は熟考すべきである、 ［それらのうちの］誰が、拝礼されるに価しない者なのか

を。

6 一方の者は憐慇を捨てて、他者を殺すために努力するが、他方の者は救済のため

に、生類への憐れみにより、活動する。また一方の者は情欲を有するが、他方の者は

情欲から解き放たれている。その両者のどちらが供養に価するか、ここでよく考えて、

彼［の名］を言ってみなさい。
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7 金闊を手にするシャクラ（インドラ神）、すきを手にするバラ（バララーマ）、ま

た、戦輪の武器をもつクリシュナ、槍を手にするスカンダ、墓場を住所にして三叉戟の

武器をもつルドラ、一—これらの、苦しみと恐怖によって苦しめられた、憐慇無く、子

供っぽい、様々な武器をもつ、常に生き物を殺すために武器を振り上げる彼らを、い

かなる賢者が礼拝しようか。

8 [三叉］戟を持っておらず、とても快楽を楽しむ美貌の女を膝の上に載せておら

ず、戦輪あるいは槍を、あるいは恐ろしい金圃を、あるいはすきを持っておらず、煩悩

から解放されており、利他の行為に熱心な思いをもっ、生類が依るべき処（帰依処）で

あるかの聖者（仏）に、私は依り処として近づいた（帰依をなした）。

9 ルドラは情欲のゆえに女を［膝に］のせ、残忍であり、羞恥心を欠いている。

ヴィシュヌはより一層残酷であり、恩知らずな行為をし、スカンダは自ら親族を殺し

た。残酷な顔をもつ女パールヴァティーはマヒシャを殺し、人間の脂肪と肉を食べる。

ヴィナーヤカは飲むことを好む。 ［それにひきかえ］＋力（仏）においては、わずかで

あっても、どんな悪徳があるか。

10 私にとってかの世尊は親族ではないし、他の者たち（外道の徒）は敵ではない。

直接じかにその［行為の］一つすら見たのではないが、言葉と善き行為における卓越

した偉大さを持つお方であることを聞いて、徳性の卓越を望むが故に、ブッダに私たち

は帰依する。

11 善逝（仏）は私たちの父ではないし、外道の徒は敵ではない。かの如来から施し

が私たちに与えられたわけでもないし、カナーダなどの［外道の徒］から［私たちは］

何一つ奪われたわけでもない。しかしながら、かの世尊・ブッダは専ーに生類の益を

なす者である故に、また［彼の］汚れなき言葉はすべての汚れ（煩悩）を取り去るもの

である故に、私たちは彼に篤い信仰を捧げる。

12 絶えず［他者を］益することを願う者、いつも生類を助ける者であり、様々なか

たちの病に苦しむ生類を健康に戻す者、 ［おのが］掌のように明瞭にあらゆる知の対

象を理解している者である、一—その無比なる聖者に対して、善良なる篤い信心をもつ

者として、あなた方は帰依をなすがよい。

13 [礼拝を］真心をこめて［したわけ］ではなく、あるいはたまたま偶然

に［行っただけ］であるか、あるいは他人に従った［だけ］であるか、あるいは疑念

をもちながら［行った］場合であっても、月のような『牟尼たちの王』 （仏）に礼拝を

するならば、そのような者たちであっても、神々の完全な幸福の達成を得る。

14 これはプラーナの聖典伝承であるが、生類から尊崇されるこのブッダとは、ハ

リ（ヴィシュヌ）であるそうだ。 ［彼は］生類が生と老と減び（死）に支配されている

のを見て、憐れみから昇り出た釈迦族の月として、希有なる心をもっ、人類の救済者ガ
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ウタマとして、誕生なさった。かのお方が有益な教師であることを、今日いかなる愚か

な人々が理解しないのか。

15 貪りと瞑りの故に、大地を奪うことに執着した思いをもつ者（ヴィシュヌ）に

よって、アスラとスラ（神々）の宝の掠奪が、 ［彼の］欺詐ある性質において、なされ

た時、非賢者性（愚者性）のゆえに解脱していない者であるハリ（ヴィシュヌ）は［多

くの者によって］供養されるべき者・礼拝されるべき者とされた。 ［しかるに］愚かな

迷妄に満ちた人々は、解脱している方であるブッダを礼拝しない。

16 四海という腰帯を［はちきれんばかりに］満たす臀部の重荷（重さ）によって動

きの鈍い［女である］大地を、バリはハリ（ヴィシュヌ神）に贈って、 ［その結果バリ

は］悲惨な状態を得た。 ［一方］しかしアショーカ王は牟尼（仏）にわずかな塵を与え

たので、満ちた月の輪の光線を衣裳とする（月光が照らす限りの） ［すべての］大地を得

た。

17 私は［意図的に］ブッダに味方するわけではなく、カピラなどの［異教徒］を憎

んでいるわけでもない。道理に適った言葉をもつところのその教師を［私は］受け入

れる（認容する）。

18 これらの者たちの中で、いずれかの者が確かに一切智であって、生類の利益のた

めに純一に広大な教えを説いた者であれば、その者こそが、甚だ思考の鋭い精神をもつ

人々によって探し求められるべき者である。残りの、無益な事柄を知る学者たちに何の

用があろう。

19 どんな悪徳も無く、あらゆる徳性が有る者であれば、―-[たとえ］ブラフマー

であれ、ヴィシュヌであれ、大自在天（シヴァ神）であれ、一そのお方が私の教師で

ある。

20 その方には諸々の悪徳が無く、無量の徳性が有り、一切智であり、憐れみ深い

方であるから、私はそのお方に帰依している。

21 幾千の『讃』という河が流れ込む海である、開花した蓮の大きな葉のごとき眼

をおもちになるブッダを讃えおわって、私の［この］言葉から生じた功徳がいかほどか

有るならば、それによってあらゆる有情が幸せになりますように！

阿闇梨シャンカラスヴァーミン様の作、 『神格への吟味の讃』終わる。

1-6. MAに見られる DSテクストの改変はなぜ生じたか

DSの蔵訳から推測される本来の DSの梵文テクストと大きくかけ離れた読みが、第

2伝承 (MAの中の DS相当箇所）のほうにおいて、第 1伝承 (ShastriとHahn校訂の

DS)の写本よりも、頻繁に出現する傾向がある。梵文テクストと一緒に蔵訳テクスト

も挙げている上記の表 lを注意深く見た人は、 DSの蔵訳から推測される本来の DSの

梵文テクストと大きくかけ離れた読みが、第2伝承のテクスト全体の中で、決して散発
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的に気まぐれに現れるのではなく、いくつかの詩節で、局所的に集中したかたちで現れ

ていることに気づくに違いない。そのような局所的に集中的になされた故意の改変、

すなわち改宣が、第2伝承においていつ生じたのかを考えて見ると、 MA中の DS相当

箇所のテクスト—以下、その略号を MA(DS) とする—の梵文が初めて書かれた

時、すなわち MAという avadiina作品がネパールにおいて制作されて、そこに古い DS

のテクストが初めて組み込まれた時こそ、古い DSのテクストに対する積極的な変更と

しての改童が施された時であったに違いない。その時以外に、そのような強引な読みの

改変を行う機会は無かったであろう。 Subhii~itamahiiratniivadiinamiilii が作られた時、そ

の中に MAという第20章を作るにあたって、その作者は彼が利用する DSの梵文写本を

そのまま素直に忠実に写すというやり方をとらずに、何らかの意図をもって、 DSの梵

文に対して局所的に積極的な改変を加えながら、利用したのであろう。

第2伝承たる、 MA(DS)において、その積極的な改変が見られる箇所を具体的に示せ

ば、それは次の表3に示される如くである：

表3 MAが積極的に改変された（と思われる）読みを示す箇所

における DSとMA(DS)の表現の違い

OS DS ed. by Hahn MA(DS) 

stanza 

la pratyak~ato na bhagav函 sugato sarp.buddha eva bhagav血 sugur:iina

na vi~QUQ v1s．n． ur 

lb 拙okyate S叩 sasyate

2a 0dayudharaudrap恥ii} 0do vighniail:i pramayi 

2b 紐mbhurvilagn皿rsiro- rudro vibhiityajakapaladhar吐

'grakapfilam暉 pramatta}:I 

3a 0kulanasakaro babhuva 0nnianasakaral) sa cakri 

3b vi~Qur haras tripuranasakar吐 haras tripuranasak曲(!)pin血

kilasit 

9d 0bale svalpo'pi do~o'sti k吐 0balo srasto'py ado羽QSU血

Ms.(post corr.); 0balo s[v]a[tt]o hy 

ado~o'sti kaI:i Ms.(ante corr.) 

10a ripavo nae血ye naripurnac血y曲

10b s臨§函nad諄祖caraekataro'pi 俎statrilokagurur ekatamo'pi 

cai• s． am 一 dhir曲

16b visr.jya haraye *mahirp. <*sa> mahirp mahatirp visr.iya harayevapa 
balir a.pa ka~t抑 da函n k邸固p.b祉h

19a yasya ca na santi nikhilii yasyiipi kificin na hi do~ale紐m
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19b do~al} sarve gu:Q話cavidyante sarve guQ曲santijagaddhit面the

19c brahma va vi~r;iur va brahmapi vi~Qur giriso harir va 

19d mahesvaro va sa me siista samehis函tasubhak面 mitram

20a do~a na vidyante na vidyate do~o 

20b c血 ta sakala 

20c sarvajfias ca虹palusca sarvajfii山sajagacchasta 

20d gat曲 vraJe 

この表 3 に記した DS と MA(DS) の——すなわち DSの第 1 伝承と第 2伝承の—読

みの相違は、明らかに意図的改童を疑うべき性格のものであり、それらは写本が伝承

される間に自然に生じた異読としては説明がつかない。しかし逆に、上記の表3に記し

ていないところの両者の読みの相違すべては、写本伝承の間に意図せずして生じた相違

として理解して差し支えないものである。

それ故、第2伝承の梵文テクストの読みを扱う際には、 「或る時に意図的に古いテ

クストの読みが変えられたため、それで大きな違いが生じているケース」と、 「恣意的

な改変の故の違いではなく、写本伝承の途中で自然に違いが生じたにすぎないケース」

の、二つのケースを、意識してきちんと区別する必要があるように思う。

上記表3が示すとおり、 MA(DS)のテクストの、第1--3詩節、 9--10詩節、 16詩節、

19--20詩節が、 「意図的に読みが改変されたケース」の読みが頻発している詩節にあた

る。これらの詩節にある MA(DS)の異読は蔵訳と合わず、あまりに異常で信頼出来ない

ため、 Hahn校訂DS梵文テクストを改善する役には立たないといってよい。

それら以外の、 MA(DS)の第4--8詩節、 11--15詩節、 17--18詩節にある、 DSとは異

なる読みはどれも、恐らく「意図せずして伝承の途中でいつの間にか違う読みが生じて

しまったケース」にあたる。これらの詩節の異読は、後代の意図的な改変（改童）を

被った結果ではない読みと見て差し支えないので、 Hahn校訂テクストを改善するため

に有益なデータとなる。

表4

＇ DSの詩節に明白に改宣の手が加えられたMA(DS)の詩節： 1, 2, 3, 9, 10, 16, 19, 20 
DSの藷節に改輩の手が加えられていないMA(DS)詩節： 4, 5, 6, 7, 8, 11, 12, 13, 14, 15, 17, 18 

表4を見て、 MA(DS)がもつ20の詩節のうち、テクスト全体の開始部と終結部（第

1--3詩節、第19--20詩節）において意図的な改変が加えられた箇所が多くある事、また

その始部と終部の中間にある詩節には意図的な改変を被っていない詩節が多い事は、

その意図的な改変（改童）を行った人物がMAの作者であったことを示唆している。
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つまり MAの作者がMAの中に DSの詩節テクストを組み込む時に、彼は DSの最後の

第21詩節を、 MAでの利用に適さない詩節として切り捨てたに留まらず、起源が異なる

二つのテクストが接合する場所である、 DSの冒頭と末尾のあたりを特に気にして、手

を加えたと推測される。

MA(DS)のいくつかの詩節が、 DSと比べて極めて不自然で強引な改変を受けている

テクストであることがわかる一つの顕著な例として、 MA166詩節（第2伝承）と、そ

れに対応するDS第19詩節（第 1伝承）の梵文テクストの違いを例に挙げるなら：

第2伝承： M甜kiivad血a166: 

yasyipi I直icinna hi do~al砥呻

sarve gut}祉1santi jagaddhitirthe / 

brahmiipi vi~I}ur giriso harir vii 

same hi姐stiisubhakari mitram // 

第 1伝承： Devatisayastotra 19 : 

yasya ca na santi nikhila 

do両 sarvegui:ias ca vidyante / 

brahma va vi~i:iur va 

mahesvaro va sa me俎stall

この二つの詩節を見比べて、 MAの詩節の改変ざれたと思われる箇所を太字にしてみ

た。この DS第19詩節（第 1伝承）はふyaの韻律で書かれた優雅な詩節であるが、恐

らくその Aryaの韻律が苦手らしいネパールの avad却am非aの作者によって無理やりに

Upajatiの韻律にされて、その韻律の型にするために必要な沢山の余計な語句が付け加

えられて、今の MA第166詩節（第2伝承）のような姿になったのである。このような

意図的な改変が、単にこの第19詩節だけで済んだはずが無い。同じ時に恐らく同じ人

物によって、表3と表4に示した複数の詩節において、意図的な改変がなされたと考え

てよいであろう。その意図的な改変を行った人物は恐らく MAのavad助a全体のテクス

トを作った作者と同一であろう。つまり MAという Subhasitamah如atnavad血am血第20

章全体のテクストを作った人物が、 MAの内部に DSのテクストを組み込む時に、 DS

のテクストに対してもいくつかの詩節において積極的に手を加えたのであろう。

DSのテクストに対して、現MAのテクストを作った人物がいかなる理由によって積

極的な改変を施したのか、その改変の理由を上記の表 lへのコメントにおいて私は詩

節ごとに記したが、ここで表5として、改童がなされた箇所ごとに、そこで考えられる

改変の理由を表としてまとめて示したい。
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表5

改鼠のある

MA(DS)の MA(DS)において故意の文面の変更（改鼠）がなされた理由

stanza 

1 ab padaab で DS の pratyak~atona [ ... ]拙okyate 「［仏は］眼で直接的に

視られない」の読みがMAでは s皿1buddhaeva […]s叩1sasyate 「仏こ

そが讃えられる」に書き直されているが、その文面変更の理由は明

白であり、 MAの話ではこの詩節を異教徒の在家信者に向かって語

るのは園丁であって、その園丁は仏たる釈尊の姿を眼で視て仏教徒

に改宗した人物であるから、 DSの「［仏は］眼で直接的に視られ

ない」の表現をそのままにしておいて、それを園丁に語らせるわけ

にいかなかった。つまり DSのテクストを MAの中に入れる際に、

必要となる変更であった。

2ab piida abのヴィシュヌ神とシヴァ神の持ち物などの表現において、

MAは改童後の、 DSとは大きく違っている表現を示す。なぜ両神の

描写を変えたのかは不明であるが、 MAの改宣者はその両神の表現

に不満を感じて、独自のものに変更したのではないか。

3 ab padaaにおいて、 MAの現テクストの作り手はDSの正しい読み

babhuvaをMAのsacakrIという表現に差し替えたらしい。その時

sa cakriの語がヴィシュヌ神を意味する語であるため、 DSのpadab

にあった Vi~I).Uf の語を削ったらしい。その改宣の結果MA の padab

が韻律的に欠陥あるものとなった。

9d MA写本を筆記した Jayamuniはpa.dadにおいて DSの正しい読みが

少し崩れた文を写本にまず筆記したが、彼はその文がよく意味が通

らないことに気づき、そのままほっておくことができず、 padadを

少し自由に作文して、一応意味が通る文に変えてしまった。

lOab DSはp狙abで「私は仏の行為を直接視たわけではない」と語る

が、 MAのアヴァダーナでは、その言葉を語る人物である園丁が先

に仏に出会っている以上、改戴をせざ‘るを得なかった。

16 b 詩節のplidabの箇所のテクストが、恐らく写本伝承の乱れにより理

解不能であったために、それを修正しようとした。 （結果的にうま

くゆかず、韻律のエラーが残されたままになっている。）

19 abed 詩節の韻律を強引に Aryaから Upajiitiに変更した。

20abcd 詩節のあちこちを改変しなければならない明白な理由が見当たらな

い。詩節のテクストがOSと全く同一になることを嫌がって恣意的

になされた改変と思われる。
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1-7. MAに見られる意図的な改変を行ったのは誰か

では MAにおいて表5のような DSテクストの意図的な改変を行った人物は誰だろう

か。

この MAという lつの章において、 MAの章を含む Subhasitamaharatnavad函am血写

本全体の筆記者である Jayamuniのペンの動きに注意してゆくと、彼が筆記者として目

の前にある写本をおとなしく受動的な態度で写しているとは決していえない箇所がある

ことに気づく。その顕著な例がMA第154詩節の padadの箇所である。この箇所にペン

を走らせていた Jayamuniは、筆写の途中で筆を止めてテクストの文に悩み、自ら大胆

な改変を施したらしいことが、その書き直した跡からわかる。 Jayamuniは初め、その

箇所でs[v]a[tt]ohy ado~o'sti k曲と紙に書いた。その後、彼は文を読み直して、それでは

文の意味が通らないことに気づいたのであろう。確かにそれでは意味が通らないはず

である、この箇所を正しくは DS第9詩節の padadにあるように、 svalpo'pido~o'sti k曲

と記さねば、文の意味が通らないのであるから。しかし Jayamuniが筆写のために利用

した DS写本は恐らく、 Jayamuniが入手する前に既にその箇所に誤りが生じていた写本

であったため、そのまま書いたのでは意味が通らなかった。こういう場合、受動的で

無責任な態度の筆記者であれば、原文を変えることを恐れて、意味が通らなくても元の

写本にある字の通りに書いて、その文をスルーしてしまうであろう。しかし Jayamuni

は絶えず写本を理解しながら書き、意味が通る文でなければ気が済まない、責任感の

強い筆記者であったようだ。彼はその箇所を、 srasto'pyado~ 曲s曲nという文に書き直
した。これは創作に近い、思い切った文の改変であるといってよい。読んで意味が通ら

なければ、 Jayamuniはこのように文を大胆に強引に変えてしまうことも辞さない性格

の筆記者であったことがこの箇所からわかる。 avad函am非a文献群の筆写に際して、

Jayamuniはまさに creativeな筆記者であり、文に不満をもてば積極的に書き変えること

を厭わない筆記者として活動しているようだ。

このように、 MA(DS)9dにおける改変は Jayamuni本人がなしたものであることがそ

の写本の書き直しの痕からわかるが、それ以外の表 5の箇所の多くの改変について

も、私はそれを行ったのは筆記者の Jayamuniであるか、あるいはその Jayamuniのもと

で働く Subha~itamah西atnavad血am非i の製作グループの一人であると考えている (19)。

（その作業グループについては後に説明する。）

19. Subhii~itamah血tniivadiinamiilii 写本の筆記者が Jayamuni であることの確認は、岡野 (2019) 16 

頁の説明を参照のこと。
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Jayamuniは、ネワールの歴史書『王統史』 V叩迫valiにある彼の伝記的情報から推測

するに、故国の仏教の学術文芸の復興を夢見て努力している、愛郷心が強い筆記者で

あり、秘かな情熱をもって仕事をした学者である。決して受動的・義務的に人から命じ

られた写本を筆写しているような人物ではなく、学者として計画的に、自発的に自分が

写すべき写本を探しては丁寧に写し、必要とあらば（彼が写した諸写本から確認できるよ

うに）テクストの改変や再編集を行うことも厭わない人物である。 Sub証~itamaharatn豆—

vad血amalaのようなネパール土着の avad血am却a文献の場合、その筆記者の役割とは、

通常我々が考えているものとは恐らく違っている。 Jayamuniが果たしたその avada-

nam韮i諸作品における筆記者としての仕事は、むしろ Avad血砥atakaを再話する文献群

を作る作業工程の「最終確認者」の役割を果たす、 「完成されたテクストの最終確認

者」としての筆記者であったのではないか(20)0

Subhasitamah函atnavad却amalaの筆写ばかりでなく、その作品の作成にも Jayamuniが

関わっている可能性を示す決定的な証拠は無いが、しかしこの第20章MAの中に De-

vatisayastotraのテクストが入っており、また次に来る第21章P菰c非arajavad血aにおいて

も『六道頌』 S叫gatik面K曲のテクストが入っていることは(21)、Subhasitamah函atnavada-

nam血という作品を作った（あるいは、企画した）人物が、単にアヴァダーナを再話す

る目的だけに興味をもっていた人物ではないことを示唆する。 Devatisayastotra と ~ac;l­

gatik記K曲のどちらのテクストも写本がネパールでも極めて稀にしか存在しない類いの

テクストであり、 17世紀頃のカトウマンドゥではすでにほとんど忘れられかけた作品で

あったはずである。その頃にこのような滅多に写本がない古い文学的なテクストを見

つけて珍重していた人物として、インドの仏教文学の梵語の古い作品や写本の捜索なら

びに保存に強い興味と情熱をもっていた学者Jayamuniをまず思い浮かべるのは当然で

あろう。これは憶測にすぎないが、 Jayamuniが彼の古写本探求の中で見つけたこのよ

うな珍しい梵文テクストの伝承がネパールから完全に失われてしまうことを恐れて、

avad函amalaの製作において、それらの散逸しやすい短いテクストをわざと幾つかのア

20. これは岡野(2019),pp. 8-9にも記した私の推測であるが、 Jayamuniの背後には数人の準備と

製作の段階を手伝う Patan地区の僧侶たちがいて、その下位グループの者たちが作成した仮原稿

を、上位に立つJayamuniが指導しながら自ら筆記することで確認し、それで作品の最終形として

の写本を確定することが出来たのではないか。そうであるなら、 Jayamuniが書いて完成した

avadlinamfilii諸写本が、依用されるべき、最も権威あるものとして、作成後に次の世代の筆写生

たちにとってのarchetype写本として使われていったのは、当然のことであったろう。

21. 第21章 P菰c血arajavadana には『六道頌』』 1;,a<.lgatik記k~の第1偶（帰敬偶）を除く第2~第

105偽のテクストが丸ごとそっくり入れられている。それらのテクストについては岡野(2018)と

岡野(2019)を参照。
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ヴァダーナの中に組み込んだ（あるいは、組み込むように製作グループに依頼した）と考え

られないだろうか。第20章と第21章という連続する章の中に、アヴァダーナとは全く異

質な古いテクストをほぼ丸ごと組み込む編集・製作態度は明らかに意図的なものであ

る。それは Jayamuniという人物を中心に推し進められた17世紀ネパールの「失われか

けた古い仏教写本の伝承の復興運動」の方向性と合致している。このことは Subha~ita­

maharatnavad血am血の作成・ 企画に Jayamuniが関わっていた可能性を示唆するものと

考えられないだろうか。

1-8. Avad血血takaを韻文で再話する文献の製作者

上節に記したように、 Subhii~itamahiiratniivad函am皿という重要な文献を製作したグ

ループの中核にいる人物として Jayamuniという人物を考えるなら、彼が成し遂げた仕

事については、作品の筆写という一行為に限定せず、 「Avad函asatakaを韻文で再話す

るavad血却am血文献群」全体の製作運動を指揮したこと、と捉えたほうがより本質的

な理解であろう。そもそも Subhii~itamahiiratniiva曲namfilii という作品は、或る時期に計

画的に一気に作られた「Avad恥砥ataka系列の avad血却amfilii文献群」全体の製作物の一

部であるから、その作品を含むそれらの再話文献群全体を作った製作者グループを想定

する必要がある。その製作者たちのグループと、その ava曲n血amfilii文献群の代表的な

2作品 (Kalpadrumavad血am血と Subh函itamahiiratnavad血amfilii)の最も信頼できる ar-

chetype写本を作った筆記者である Jayamuniという人物とを切り離して考えることは、

無理があると私は考えている(22)。最終稿の筆写人も製作者に含めるなら、 「Avadii-

叫 ataka系列の avad血血am血文献群」の製作者グループに対して、敢えて「Jayamuni

を中心とする製作者集団」という言い方をするのも可能であるように私は思う。岡野

(2019)で述べたように、そのグループの本拠地は Patanの Jayamuniの寺 Mahabuddha

B血(=Bodhim叩C,a寺）にあったと推測されるので、その地域に住む仏教徒の知識人や

僧侶（金爾師や比丘）がその製作者グループのメンバーであったと私は推測する(23)0 

22. 「Avadiin函ataka系列の avadiiniinamiilii文献群」と「仏伝 avadiinam血文献群」のジャンルに

おいて、 Jayamuni以外の他の写本の筆記者たちはみな誤りが多く、意味が不明でも全く受動的な

態度で写しているだけに見える。常に正確に意味が通る梵文を書こうとする熱心さをもつ

Jayamuniに匹敵する筆記者はその avadiiniinamiiliiのジャンルでは見つかっていないが、その事実

に注意すべきである。また Kalpadrumiivadiinam血と Subhiisitamahiiratniivadiinamiilii(=. 

Ratniivatattva)の諸写本において、 Jayamuni筆写本がarchetype写本の位置を占める。

23. Jayamuniの寺MahiibuddhaB血がavadiinam血文献の製作に関わっていたことを示唆するも

のとして、複数のavadiinam血文献の中に出てくる mahiibuddhaという言葉に注意する必要がある

ことは、すでに岡野(2019)12頁注21にも記した通りであるが、今回校訂したMAの中にも第56偶

の前半句 (siikyamunirmahibuddho jinesvaras tathiigat曲）にもそのmahiibuddhaの語を見つけるこ
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ネパールの avad血am血文献群がいつ、どのような人々によって創られたのかという

ことは L.Feerや J.S.Speyerによる avad恥amfilaに関する最初の研究以来、百年以上も

学界において未解決のままになっている問題であるが、私は17世紀中葉に活躍した

Jayamuniという Newar仏教の説話文献の確立者に特に注目することが、この大きな問

題を解決する糸口になると考えている。

avad血amfila文献群のうち「Avad函砥atakaを韻文で再話する文献群」として、次の四

つの作品が現存している：

(1) K曲adrumavad血am血

(2) Ratnavad血amfila

(3) Subha~itamah函atnavad血amfila(=. Ratnavad血atattva)

(4) Aso証:vad函am血

これら四つの作品の中には Avad血asatakaを韻文で再話した内容とはいえない章も含

まれているが、それらの章は後代に追加された章と見なし、それらの余計な章を取り

とが出来る。また MAの第56偶でmahiibuddhoの語の次にある jinesvaraという人物の名にも注意

する必要がある。この jinesvaraという語は Jaya釘の説法の対告者である一番弟子の名であ

り（岡野 (2019),10-11頁を参照）、 Jayamuniが受け継いだ JayasrIの法統を示唆する名であ

る。 ーなおこの MA第20章56偶以外に、 mahiibuddhaという語が見つかる箇所を更に類似文献

に探してみると、高畠出版本Ratniivadiinamiiliiに3箇所あり（出典①②③）、また同じ高畠出版

本の Ratniivad函atattvaに (MAの章以外に） l箇所あり（出典④）、またSpeyerが校訂した

Kalpadrumiivadiinaにも 1箇所あり（出典⑤）、また私が以前校訂した岡野 (2011),p. 221頁、

SMRAM30章Jiityandhapretikiivad函aにも l箇所ある（出典⑥）ことがわかった。出典：①高畠

（第3章Cakriivad函a)36頁第5偶の前半句： y曲puriisinmahiibuddh呻 sarvajii曲釘ghanojin咄②

高畠（第 7 章 Vapu~matkumiiriivadiina) 92頁第98偶の前半句： adyiigrei;ia mahiibuddha bhavat抑

紐皿叩1vraje. ③高畠（第11章 Hastakiivadiina)137頁第46偶の前半句： tatriidriik~rt mahiibuddhmp 

bhagavant皿1sabhiisthit叩l,④高畠（第19章Raivatiivadiina)246頁第86偶の後半句： nirvrta iilayalino 

mahiibuddho bhaved dhruv皿l.⑤ Speyer (1906, 1909), II, p. 89, Kalpadrumiivadiinamiilii, Chapter 10, 

giithii 468ab: siikyamunir mahiibuddh曲 sarvajiiolokaniiyak吐．⑥ SMRAM 30 Jiityandhapretikiivadiina, 

岡野 (2011)221頁第 5偶の前半句： tadyathii sa mahiibuddho bhagav菰 chiikyap皿gav咄 —このよ

うに「Avadiinasataka系avadiinamiilii文献群」においても mahiibuddhaという語をあちこちに見つ

けることが出来るが、その語の使用は、それらの文献群がJayamuniの寺である Mahiibuddha寺建

立の後に彼のグループによって作られた一つの証拠と言えるであろう。仏伝 avadiinamiiliiである

S呻 bhadriivadiinamiiliiの写本（東大No.429)はJayamuni自身が筆写したことが確実な作品である

が、その作品の第 l章の最初の偶がyobhagaviin mahibuddh曲という piidaから始まっており、

その piidaはTathiigatajanmiivad函amiiliiの第 l章の最初の偶を開始する piidaと同じである。明ら

かにこの二つの仏伝作品が製作される時に、その作者には mahiibuddhaという語が強く意識され

ていたことがわかる。
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除いて、これら四つの作品の中の Avad函asatakaを再話した章を全部合わせて、その全

体像を眺めてみた時＿下の表 6 を参照—-「Avad血asataka を韻文で再話する avad恥a­

nam血」を作るという巨大な製作プロジェクトが存在し、機能していたことを確信でき

る。その製作プロジェクトは17世紀中頃のカトウマンドゥ盆地でほぼ達成されていたと

見てよい。そして私が知る限り、 17世紀前半より前に、そのプロジェクトが存在したこ

とを示す写本は皆無である。ネパール仏教写本の諸カタログを調べても、これらの

Avad血砥ataka系列の avad血am血は紙写本は沢山あるが、貝葉写本が1本も見つかって

おらず、紙を使用する時代になって初めて作られた可能性が極めて高いように思われ

る。

表6

2 I 12 : I 22 I I- i '42 I I 52 62 72 I 82 l 92 
<-15> 'I , , , I , f--<33> I ' I , , <54> I I <100> 
<16> i i I ! 

<32?> 

I 43 93 

4 I 14 ! 24 — i 44 

25 85 95 

6 26 

7 17 27 

8 

， 
一 I 29 49 I ； 69 79 

10 20 I 30 I 50 ! 60 : 70 so I 90 
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（上の表6はAvad函砥atak.aの百章のどの章が、四つの avad面am血のどの作品にお

いて再話されたかを示すもので、岡野 (2006)9頁にある表と同じである。表の上部の

ローマ数字は Avad血砥atak.aの中の「部類」 vargaの番号を示す。表中の略号は Avs=

Avad函砥ataka;KDAM = Kalpadrumava曲nam血； RAM = Ratnava曲nam血； SMRAM= Sub-

h函itamaharatnavad血amala;AAM = Asokavad却am血である。また＜＞ の中にある数字

は、表の全体から見た時に、外れた位置にある章を示す。）

見逃せないことは、この四つの作品のうち、 (1)Kalpadrumiivad血am非iと(3)Subhii~i­

tamahiiratniivad血am血の二つの作品には Jayamuniが書いた写本が現存していることで

ある。それらの Jayamuni写本は後の世代に筆写された写本たちにとっての archetype写

本の役割を果たしており、それより古い写本も、それよりも良い写本も見つかっていな

い。そして Jayamuniが筆写したこの (1)Kalpadrumiivad函am血と (3)Sub姐~itamahiiratnii­

vad面1amfiliiの二つの作品を合わせるだけで、 Avad血asatakaの百話を再話した章の全体

の総数のじつに 7割が得られてしまうことに注意すべきである (24)。(2)Ratniivad血amfilii

については Jayamuniの筆写した写本がまだ見つかっていないが、その作品は題名から

もわかるように、 (3)Subhiisitamahiiratniivad却am血 (~Ratniivad血atattva）との内容的連続

性が極めて高い作品である。それ故、 (3)を筆写した Jayamuniが姉妹文献の (2)Ratnii-

vad血amfiliiを筆写してその写本を作らなかった可能性は低いと私は思う (25)0 

このように「Avad血砥atakaを再話する文献群」は特に (1)(2) (3)の3作品によって製

作プロジェクトの成果の大半が占められていると言ってよいが(26)、それらは極めて強い

24. この四つの作品において Avadiinasatakaの話を再話する章が幾つあるか、その話の数を上記

の表6に基づき、数えてみると、 (1)Kalpadrumiivadiinamiiliiには全部で23章、 (2)Ratniivadiinamiilii 

には全部で19章、 (3)Subh賑tamahiiratniivadiinamiiliiには全部で35章、 (4)Asokiivadiinamiilii. には全

部で8章ある。総数85章のうち、 Jayamuniが筆写した (1)と(3)の合計は58章であるから、 (1)と

(3)に含まれる章の総数は、四つの作品全体の約7割近くを占めることになる。

25. 現存する (2)Ratniivadiinamiiliiの諸写本のもとになった親写本は見つかっていない。その失わ

れた親写本こそがJayamuni筆写本なのではないではないかと疑うことが出来よう。

26. この四つの作品の中で(4)のAsokiivadiinamiiliiはやや異質であり、 Avadasatakaの再話である

章を八つしか含まない。それ故、私はその作品は (1)(2) (3)の3作品よりも後の時代に、

Avadii紐takaの再話ではない内容の沢山の章をもつ別の作品との合体・再編集を受けた作品かも

しれないと考えている。つまり Avad目satakaの再話である八つの章が最初に製作されたが、その

段階ではその作品はまだAsokiivadiinamiiliiという名称ではなかったと思われる。その後、作品形

成の第2段階において、 Asoka関連の avadiinaの再話した章を含む別の作品集と合体させられ

て、 Asokiivadiinaの再話を作品全体の冒頭に置く現状のような一つの作品となった、ネパールで

少なくとも 2段階の編集を経て成立した作品ではないかと考えられる。

-145 -



共通の属性をもった作品群であるので、その全体の製作が恐らく一つのよく統率され

た製作グループによって遂行されたこと、そしてそれは Jayamuniという説話文献に熱

意を抱く人物によって筆写されたことで完成した作品群であったのではないかという可

能性を、諸学者は真剣に検討してみなければならないと思う。

Jayamuniが貝葉写本から紙に筆写して作った Avad却謡atakaの写本 (CUL,Add. 1611) 

は、 Speyerが集めた写本を調べた限りでは、それ以降に書かれた Avad面asatakaの他の

若い紙写本が派生する、オリジナル写本の役割を果たしたようだ。それと同様に、

Jayamuniが筆写した「Avad血謡atakaの再話文献たる avad函amiilii作品群」の紙写本も、

後に作られた他の avad面amiilii写本にとってのオリジナル写本の役割を果たしたと思わ

れ、少なくとも (1)Kalpadrumiivad血amiiliiと(3)Subhii~itamahiiratniivad血amiilii の現存す

るJayamuni写本については、そのような archetype写本の役割を果たしていることが、

若い諸写本との関係を調べて推測できる(27)。

Jayamuniが古い貝葉 (NGMPPE1554/24)から入念に筆写したその Avad函asatakaの

1本の紙写本 (CUL,Add. 1611)が果たした歴史的な重要性に、特に注目すべきであ

る。 Jayamuniがまず後代に書かれた紙写本にとっての archetype写本の役割を果たした

と思われる重要な 1本の Avad面邸atakaの紙写本を作ったことが、結果的に次のプロセ

スとして、彼の作った Avad面砥atakaの紙写本を利用しながら Avad面函atakaを再話する

avad函amiilii文献群が計画性をもって整然と形成されることへと繋がっていったと考え

られる。そもそも JayamuniがそのAvad血asatakaの紙写本を古い貝葉写本から丁寧に筆

写したわけは、その紙写本を利用しながら Avad血曲atakaの再話文献たる avad血amiilii

作品群を製作するというねらいがあったのではないかとさえ、私たちは疑うことが出

来よう。そしてそのように Jayamuni筆写本Avad血益atakaを用いて製作された可能性が

高い avad函amiilii 文献群において—そのうちの (1) Kalpadrumiivad恥amiiliiと(3)Sub-

hii~itamahiiratniivad血amiilii の 2 作品については間違いなく— Jayamuni が自ら筆写した

紙写本が他の若い諸写本にとってのオリジナル写本の役割を果たす最重要な写本となっ

ている。このように考える時、 Avad恥asatakaの再話文献群の製作グループの背後には

恐らく Jayamuniがいて、彼が各章の再話に重複がおきないように計画的に製作を指揮

することによって17世紀中頃のある短い期間に一気に Avad助砥atakaの再話文献が作ら

27. 同様に Mahajjii.takamii.lii.の諸写本においても、 Jayamuniが筆写して作った紙写本 (B) こそ

が、他の 5本の紙写本にとっての archetype写本になっていることを Hahn(1985)は彼の

Mahajjii.takamii.lii. の研究で確認した。またそれと同じことが、 Mahii.vastuの若い諸写本と Jayamuni

筆写の紙写本との関係においてもいえる。 Jayamuniが様々な仏教説話文献の紙写本を作ると、そ

の筆写の仕事は必ずそれらの文献において他の若い紙写本を生じさせる元本になっている。その

ことから Jayamuniが当時有した学的権威と影響力を知ることが出来る。
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れたのではないかと推測することは、決して無理な推測ではないであろう。そしてもし

Jayamuniがそのような主導的な役割を「Avad面asatakaを再話した avad血amala文献群」

において果たした人物ならば、もう一つの重要な avad函am血文献群のジャンルである

ところの、 「インドの梵文の釈尊伝を再話した avad面am非i文献群」 （具体的には

Tathagatajanmavad函amala,s叩 bhadravad血am血の 2文献）の形成においても、彼が同

じような主導的な役割を果たしたのではないか、と疑うことができよう。 Jayamuniは

そのネパール撰述の仏伝 Tathagatajan血ivad血am甜i(= Padyalalitavistara)とSarpbhadra-

vad函amalaの2文献においても、自ら筆写した、後代の諸写本の親写本となるべき正

確さをそなえたオリジナル写本を残しているからである。

ちなみに17世紀中葉に「インドの梵文の釈尊伝を再話した avad函am却i文献群」が作

られたという事と、ネパールに現存する梵文仏伝Lalitavistaraの写本の数が17"-'18世紀

頃に爆発的に増えたという事とは、密接な関わりがあると私は思う。その頃の Lal—

itavistaraの紙写本の数の増大はまさに爆発といってよい。恐らく 17世紀頃にネパールに

おいて、釈尊への信仰の復興を伴った一種の「梵文仏伝の復興運動」が生じたと思わ

れ、それに従って、人気が高まった Lalitavistaraを含むインドの梵文仏伝文献の紙の写

本がその時代以降に沢山作られたのではないかと推測される。 17世紀頃の釈尊伝・釈

尊信仰の復興運動を先導したのは Patanにある Jayamuniの寺、 Mahabuddhaではなかっ

ただろうか。そこは設立時から釈尊信仰と強く結びついた寺である。

さて以上述べてきたように、 「PatanのJayamuniを中心とする仏教知識人たちのグ

ループによって17世紀中葉に最初に大規模な avad面amala文献群が作られた」という仮

説を私は抱いている。その Jayamuniが指揮した17世紀中葉の製作プロジェクトによっ

て、ネパールにおける前期の avad恥am曲i文献群 (Avad血砥ataka系と仏伝系の avada-

n皿血と Mahajjatak皿叩など） (28)が成立し、それに触発されて、 17世紀後半から18世

紀後半にかけて残りの avad血am却i文献群(29)も次第に成立してくるのではないかと私は

28. 私は前期 (Jayamuniの時代）のavadiinamiilii文献群について、以上のように推測して記した

が、ただし Svayambhtipur面a系の文献群の成立については、背後にいる Svayambhtiniith仏塔を信

仰する僧侶集団の創作活動として考察する必要があるので、それは Jayamuniが主導する

avadiinamiilii文献群の制作運動とは別に（それより前に）起こったものとして、別の問題として考

察すべきかもしれない。また Divyiivadiina[m眼i]という作品は、インドで成立した後もたらされ

た可能性がある作品なので、その avadiinam血は、ネパール撰述の avadiinamiilii文献群とは別に

扱う必要がある。

29. ネパールの「前期のavadiinam血文献群」よりも遅れて成立してきた、 「後期のavadiinamiilii

文献群」として今私が暫定的に思い浮かべているのは、 Dviiv血satyavadiinakathii,Kapisiivadiina, 

Kavitiivadiina, M亜紐liivadiina (or M四isailamiihatmya), Vici四虹m皿vadiina, Vratiivadiinamiilii, 
Sarvajfiamitriivadiinaなどの文献である。ただしこれらの文献の多くは未研究のままであるので、
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考える。これらの私見はまだネパール仏教写本文献学の領域の片隅で出て来た仮説に

すぎず、現地調査を含めたより広範な文化的研究によって確認された意見ではないの

で、今後ネワール仏教文化に関心をもつ研究者たちが様々な角度からこの意見を検討し

てくれることを希望したい。もし私の「Jayamuni仮説」が完全に証明しきれない意見

であるとしても、その批判と検証の作業によって、ネパールの avad血am非i諸文献の形

成の謎をめぐる研究が次第に学的に緻密化してゆくであろう。

I -9 • Jayamuniという人物の仕事について

最後に、 Jayamuniという人物の仕事について私見を述べておきたい。

Jayamuniが行った仕事について私たちが知っていることは限られており、彼がNewar

仏教の復興という志に従って生涯で成し遂げようとした仕事を語ろうとする場合、何に

基づいて語るのが確実かといえば、それは何よりも彼が書いた諸写本のリストに基づい

て、である。

彼が筆写した写本については、 Formigatti(2016a), Tournier (2017), Marciniak (2017c)の

研究により 13作品が彼の筆写であることが確認（あるいは推測）されたが(30)、岡野

(2019: 17)はその写本のリストにさらに 3作品 (Subh函itamah如atnavad却am非a,Tathagata-

janmavad血am血，S岬 bhadravadanam非i) を加えた。

Formigattiらが確認した13作品の写本のリストに私が3作品を加えた、合計16作品の

Jayamuni筆写の写本リストを見ると、先に13作品のリストを眺めていた時にはまだはっ

きりしていなかったことが16作品のリストになるとはっきりして、自然に一つの仮説に

導かれるように思われる。その仮説とは、 「Jayamuniがavad函am甜a諸文献を筆写した

ばかりでなく、その製作に深く関わっていたのではないか」という仮説である。私は

それを上の節でも説明したが、その仮説についてもう少し詳しく説明したい。次に挙げ

るのは岡野 (2019:17)に示したものと同じ、その16作品のリストであるが、それを見て

みよう。 （今回は私が後で説明を行う便宜のため、 AグループとBグループという仮の

区分づけを16写本に対して行っている。）

Jayamuniに筆写された16写本のリスト

(A List of 16 Manuscripts Written by Jayamuni) 

[Aグループ：］

本当に後期の文献群に位置づけられるかどうか、今後評価し直されねばならない。

30. Formigatti (2016a: 112-113), Tournier (2017: 385-388), Marciniak (2017c 123-125)の研究によって

Jayamuniの筆写と確認あるいは推測された写本の数を数えると13本ある。
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Avad函益atalca(CUL, Add. 1611) 

R祁trapfilapariprccha(CUL, Add. 1586) 

Sumagadhavad血a(CUL, Add. 1585) 

Divyavadanam血 (NGMCPA 123/6) 

Mahavastu (NGMCP B 98/14) 

Bodhisattvajli臼klivadanamfila(NGMCP B 98/4) 

D呻菰hyasaylivad函aby Gopadatta (NGMCP H 380n) 

Sphu固t姐 Abhidharmalco~avy菰hyliby Yasomitra (CUL, Add. 1041) 

Bodhicaryavaほra(NGMCP H 380/7) 

Dhimatipariprcchlivad血a(NGMCP A 131/14)<31> 

[Bグループ：］

Kalpadrumlivad函am血 (NGMCPA 117/13 to A 118/1; A 861/5) 

Subhli~itamah函atnlivad血amfila (NGMCP B 101/3) 

Mahajjlitakamalli (NGMCP B 98/15) 

Sugatlivad函a(NGMCP H 380n) 

Tathligatajanmavad函amfilli[= Padya-Lalitavistara] (NGMCP A 123/5) 

S岬 bhadrlivad函am血（東大MatsunamiNo. 429) 

Jayamuniは17世紀のネパール仏教の「貝葉の時代」から「紙の時代」への本格的な

転換期にあたって(32)、紙の時代の筆写生たちに以後に用いられるべき信頼できる親写本

を作るために、特に彼が関心がある説話文献を中心に、インドからネパールに伝わっ

た仏教古写本の注意深い筆写を行った。インドで滅びつつある仏教の遺産をネパール

で忠実に誤りなく受け継いでゆくための使命感が、それらの作品を細心に筆写した

Jayamuniの仕事の内的動機であったろう。上記の Aグループのほとんどの写本は、その

目的で作られ、その役目を確かに果たしたと考えてよい。

次に、 Bグループに属する写本はどれも、インド仏教が産んだ古い作品を写したもの

ではない。これらは Newar仏教のローカルな性格が強い再話文献であり、 Jayamuniが

31. Dhimatipariprcchiiva曲na(ただし NGMCPCatalogueのデータでは Srimatipariprcchiiva曲na)

は、 AとBのどちらのグループに入れるべきか、実際に写本を見てみないと判断が困難である

が、 NGMCPによればそれは 5葉の写本であって、再話文献たる avad血am皿とは思えないの

で、一応Aグループに入れた。なお srI-Dhimatipariprcchiivadiinaという写本が HaraprasadSastri 

(1915)のネパール写本カタログのill.190E (p. 160)にもあるが、その写本は9葉から成り、韻文と

散文が混じり合った作品である。

32. Formigatti (2016b), p. 64を参照。
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生存した時代にカトウマンドゥ盆地で成立した可能性が高い、ネパール撰述の作品であ

る。それらBグループの作品を熱心に筆写した Jayamuniの使命感は、インド仏教の遺産

を忠実に受け継ぐことだけに満足することなく、中国仏教やチベット仏教の如く、自

文化独自の文献をもつこと、自分の故国における仏教の布教活動に役立つ新しい説話

文献を確立することにあったといえるであろう。

このように見る時、 JayamuniのAグループの諸作品の筆写と、 Bグループの諸作品の

筆写では、同じ筆写であっても、その目的が明確に異なるといえる。

写本Bグループの中に二つある「Avadiinasatakaの再話文献」である、 Kalpadrumiivadii-

nam血と Subhiisitamah函atnlivadiinam血 (~Ratniivadiinatattva 、）は 製作にあたって Avadii-

nasatakaの写本を利用したはずであるが、 Jayamuniと接する製作グループの人々が

Jayamuni自身が写した（写本Aグループの中にある） Avadiin函atakaの紙写本(CUL.Add.

1611)をその製作の作業にあたって利用することによって作られた作品である可能性が

高いと私は考えている。もしそうであるとすると、 Jayamuniが筆写した Avadiin砥ataka

写本 (Add.1611)の筆写年は西暦1645年であることがわかっているので(33)、 「Avadii-

nasatakaの再話文献」である avadiin皿llilii文献群の成立は必然的に1645年以降であると

いうことになる。また写本Bグループの中にある「インドの仏伝を再話した avadii-

nam血」である Tathiigatajanmiivadiin皿叫iiとS岬 bhadriivadiinam血も、 Jayamui自身が写

した (Aグループの中にある）仏伝Mahiivastuの紙写本(NGMCPB 98/14)を利用して生

まれた作品である可能性が高いと私は考えている。もしそうであるとすると、 Jayamui

筆写本の Mahiivastu(NGMCP B 98/14)の筆写年代は西暦1657年なので、ネパールにおい

て「インドの仏伝を再話した avadiinam血」の諸作品が成立した年代は西暦1657年以降

であることになろう。 Jayamuniが筆写した写本である Saiμbhadriivadiinam血の筆写年代

は1686年なので、実際にこの推理は合っているように思われる。 Tathiigatajanmiivadii-

nam非aのJayamuni写本のほうは残念ながら、岡野 (2019:15)に記したように、筆写年

代を不明とするしかないが、仏伝としての内容から判断すればその作品がSaiμbhadrii-

vad函am血より先に成立したと判断できるので、 Tathiigatajanmiivadiin皿国aの基幹部分

（つまり作品前半の Jayamuni筆写部分）の成立年代は必然的に西暦1657年と1687年の

間に置かれることになる。

33. このAvad血a紐takaの紙写本Add.1611がJayamuniの筆写であるという重要な指摘については

Formigatti (2016a), pp. 112-114を参照。この Jayamuni写本は Speyer(1902-1909)のAva曲n砥atataの

校訂において B写本と呼ばれて、彼が見た諸写本の中でオリジナル写本の役割を果たした。出本

充代Demoto(2006)の推測によれば、このJayamuni写本は 12~14世紀頃の Avad血asataka貝葉写

本 (NGMPPE-1554/24)から写すことで作られたものらしい。 Fiordalis(2019)はその Demoto

(2006)の見解の正しさを検証した。
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全体的に言えば、 Bグループに含まれる Jayamuniの諸作品の筆写は、 JayamuniがAグ

ループの重要な作品を筆写した後になされた可能性が高い。このように Jayamuniが筆

写を行ったBグループの作品は、彼がAグループの筆写で行った仕事を土台にして成立

した作品である点に注意して、 Jayamuniが生涯に成し遂げた仕事の大きな流れを理解す

る必要があろう。

Jayamuniが行った Bグループの作品の筆写は、最初の段階のインド仏教の遺産を忠実

に受け継ぐための Aグループの筆写という「基礎的」な仕事を承けて、その次の段階と

して成立した、 Newar仏教文化の独自の発展のために行った「応用的」な仕事、インド

仏教の遺産を Newar社会の仏教教育のために積極的に活用するための仕事であると理

解できる(34)0

Jayamuniの生涯の仕事は、全体的にこのように、第 1段階の「土台固め」の仕事か

ら第2段階の「応用」の仕事へと移行したのであろう。もともと Jayamuniはこの第2

段階に至ることを目指していたのかも知れないが、そのためには第 1段階の仕事から始

めることが必要だった。 Jayamuniは第 1段階の「紙の信頼できる筆写本の作成」の仕

事を推し進めて準備をなし、遂に第2段階の仕事として、 Avad函asatakaを翻案し再話

する仕事 (Subha~itamah函atnavadiinam乱a と Kalpadrumavad却am血）と Newar 仏教独自

の梵文の仏伝文献を作る仕事 (Tathagatajanmavad面amfilaとSarμbhadravad函am却i) と

の、二つの大きな仕事に取りかかったのであろう (35)。第2段階における前者の avad函a

関連の仕事が後者の仏伝関連の仕事より先に行われ、後者のその仕事の 2番目の作品

である S岬 bhadravad血am血こそがJayamuniが晩年になした最後の仕事であった。

34. 紙の時代になってネパールでavadiinamiilii文献が作られた理由を考えてみると、それはネ

ワールの僧侶階級や仏教徒の知識人の導入期の教育に用いるためにあったのではないだろうか。

梵語の教育を受けつつある僧侶たちやそれに準じる在家信者たちが仏教の本格的なテクストに

入って行く前段階に与えるべき教育教材として、彼らを集めて語り聞かせるべき、理解しやすい

平易な教育用のテクストを作る必要があったのではないか。それは独り読んで学ぶテキストでは

なく、ある程度の人数を会堂に集めて耳で聞かせて教育するためのテクストではなかったか。現

在ネパールで梵文の avadiinaは教育用というより、祭日に唱えるテクストとして儀式的な使われ

方をするだけのようであるが、これはNewar仏教において18世紀後半以降に梵語力が全般的に衰

えたために、本来耳で聞いて学びつつ楽しむべき梵文avadiinaテクストが耳で聞いても理解する

ことが不可能になり、その結果、本来の用途である僧侶や知識人の仏教教育に、その梵文テクス

トを使うことをあきらめ、祭日のような限られた場で儀式的に使うしかない状況になったのでは

ないかと推測される。 18世紀以降に梵文avadiinaをNewarr語に移し替える動きが顕著になってゆ

くにつれ、梵文avadiinaテクストは社会で教育用に活用される場を失っていったのであろう。

35. 更にJayamuniが創作を手伝った可能性がある別の仕事として、 Mahajjiitakamfiliiがある。
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以上のように Jayamuniの生涯の筆写活動の推移を概観するなら、 Jayamuniの時代に

生成されつつあったBグループの作品に関して、 Jayamuniが単に筆写の作業だけを行っ

たとは考えにくい。彼が熱心に筆写活動した、 Bグループの作品群の生成そのものに彼

が直接関わって、製作グループの指導を行っていたと考える方が自然であろう。
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II SMRAM第20章M暉匝vadanaの作品全体の研究

1で第20章M甜kavad血a (略号MA)の局所的な研究として、梵文DSと合致する部

分（第148--167詩節）のみの梵文テクストの提示と説明を行った。この IIでは第20章

MAの作品全体のテクストを扱う。

MAは基本的に Avad血函ataka第7話Padm曲を種本にして、そのストーリーに大体忠

実に（最後の部分を例外として）再話を行っている。 MAとAvad血曲atakaで共通してい

るその話の粗筋を示すと、次のとおりである。

釈尊が舎衛城の祇園精舎に滞在されていた時、或る一人の園丁が1本の新鮮な蓮を手に持っ

て、王宮に向かってシュラーヴァスティーの街を歩いていると、異教徒の在家信者が彼を見て、

その蓮を売ってくれないかと頼んだ。しかしその時ちょうど給孤独長者がその場にやって来て、

2倍の値で蓮を売るように求める。異教徒はそれを見ると、負けずに言い値を倍にし、その様に

してお互いに値を競り上げていった結果、その 1本の蓮の値段が十万金にまで値が上がった。そ

の時園丁は思案し、二人に一体そもそもこの蓮を何に用いるのかと尋ねた。その園丁の問いに、
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異教徒はナーラーヤナ（ヴィシュヌ神）に捧げるためと答え、給孤独長者はブッダに捧げるため

と答えた。園丁がそのブッダとはどのような者かと尋ねると、給孤独長者は詳しく彼に釈尊の徳

性を語って聞かせた。園丁はそれを聞くと、蓮を売るのをやめて、自らこの蓮をブッダに捧げた

いと申し出た。給孤独長者は悦んで彼を釈尊のもとに連れて行った。

祇園精舎で園丁は仏の偉大な姿を見て感激し、その蓮を仏の頭上に投げると、その蓮は荷車の

車輪の大きさになって、仏の頭上で空中に停まった。その奇跡を見て、園丁は釈尊の足下にひれ

伏し、 「私は将来ブッダになりたい」と誓願の言葉を発した。すると釈尊は微笑して、口から五

色の光線を発した。それらの光線は三千大千世界を経巡ってから戻って来て、釈尊の頂髯で消え

た。その時アーナンダが釈尊が微笑んだ意味を尋ねると、釈尊は将来この園丁がパドモッータラ

という名の仏になると語り、園丁に成仏の授記をなした。

ここまでがAvad函asatakaとMAの話の共通部分の粗筋であるが、 Avad血函ataka第7

話は園丁の成仏の授記をもってそのまま話を終える。しかし MAはそのようなかたち

で話を終えずに、その後に続く出来事を新たに話に追加した。それは次のような内容の

ものである：

園丁が仏教に入信した後、くだんの（蓮を入手できなかった）異教徒の在家信者は、それを聞

いて園丁のもとにやって来ると、園丁を激しく非難した。仏を信じる者たちはみな死後に悪趣に

堕ちるが、ヒンドゥー教の神々を信じるならば天界に生まれる、と異教徒は説き、園丁に強く仏

教への改宗の放棄を勧めた。仏をおとしめるその異教徒の言葉を聞いて、園丁は黙っていられ

ず、仏の徳性の偉大さについて、異教徒に反論し、雄弁をふるう（この箇所に梵文DSのテクス

トが入る）。

園丁が仏教に改宗したと知って激怒した異教徒がやってきて園丁の信仰を批判したた

め、園丁が仏教とヒンドゥー教の優劣をめぐって異教徒に説法するという出来事が、こ

のようにオリジナルな (Avad血砥atakaの元の話には対応箇所がない）展開として、新

たに追加されている。その、園丁による説法の主要部分をなしているのが、 DSからの

20の借用詩節なのである。その DSからの連続的な詩節の借用の後に、 MAは釈尊への

信仰表明としての17のオリジナルな詩節を加えて、園丁による異教徒への説法を形作っ

ている。その園丁の説法を聞くと、異教徒はただちにヒンドゥー教の神への信仰を捨

てて、仏弟子になり、仏を信奉した―このようなかたちでMAは話を終える。

MAは、一本の蓮の花をもっていたことをきっかけに給孤独長者の導きで園丁が仏教

に入信して将来ブッダになる授記を得たという、 Avadanasatakaに基づく話をした後

に、その入信した園丁が今度は異教徒に対してヒンドゥー教よりも仏教のほうが勝れて
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いることを説くという新しい展開を作り、全く異質なDSのテクストを入れることに成

功している。

以下、 II-Iで、 MAの梵文テクストを示し、 II-2で和訳を示し、 II-3でAvada-

叫 atakaの原話、第7話『蓮』 (Padma):i) との比較を行いたい。

Il-1. SMRAM第20章M韮証vad証aの梵文テクスト

略

Avs = AvadiinllSlltllkll 

DS = Deviitisayastotra / Devatiivimarsastuti 

Ed. = Ratnamiiliivadiina by K. TAKAHATA (1954) 

SMRAM = Subh~it11m11hiiratniivadiinamiilii (NGMCP B101/3) 

MA = Miilikiivadiina (the 20th chapter of SMRAM) 

Ms.= Subh却tamahiiratniivadiinamiilii(NGMCP B101/3) 

N = Ratniivadiinatattva (NGMCP E1343/4; = NGMCP D47/2) 

S20 = the 20th chapter of SMRAM, i.e. Miilikiivadiina 

以下に SMRAMffi20章『園丁アヴァダーナ』の校定梵文テクストを挙げる。

20M甜kavad函a

Ed. pp. 313-322 Ms. 152b3-161al N 208a7-216bl 

[152b3] athasoko mahinath曲lqtiiiijaliputomuda / 

upaguptarp tam arhantarp pral}atva pr記 hayatpun曲//I 

bhadanta srotum icch却 ipunar anyat subha~itarn / 

tad yatha gurul}adi担rptath菰e~皿rpca me'rhati // 2 

iti tena narendrel}a pr面thitesa yatisvar曲I

upagupto narendrarp tarp samalokyaivarn adisat // 3 

細usadhumah皿~ayatha me gurlll}oditam / 

tath狛arptat prava捻y面 itava pul}yavivfddhaye // 4 

tadyatha bhagavan buddh曲趣yas呻 ojagadguru}:t / 

sarvajfia}:t sugata}:t sasta dharmarajo mun弱vara}:t// 5 

ekasmin samaye tatra sravastya upakal}山ike/ 

jet西al}yemahody面evih函esravakail} saha // 6 
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bhik~ubhis cailakais ciipi bhik~ui:iibhir upasakail,i / 

up函ikiibhiranyais ca bodhisattvagai:iair api // 7 

sarvasattvahitiirthena bodhicaryiiqi prakiisayan / 

saddharm叩 samupiidisyavijahiira prabhiisayan // 8 

tat saddha[153a]rmiimftaq:t piituq:t sarve lokiil,i samiigatiil,i / 

sakradayo'pi devenclrii brahmiidilokapiilakiil,i // 9 

daityenclrii garu<;lii niigii yak~agandharvakinnar助／

siddhii vidyiidhariis ciipi riik斡siisca maharddhik曲//10

評ayobriihma:i:ias capi k~atriyas ca nariidhipiil,i / 

vaisyii riijakumiir邸camantrii;io'miityakii jan的//11 

grhasthiil,i siirthaviih邸cavai:iij曲silpino'pica / 

paurii jiinapadii griimyii anye kiirpatikii api // 12 

sarve te samupiigatya tatra trup srighanaqi munim / 

d困viipradak~ii:iilqtya prai:iatvii samupiicaran // 13 

yathiikramaq:t samabhyarcya natvii siifijalayo mudii / 

parivftya puraskflya sarve te samupiisrayan // 14 

tan sarviin samupiisiniin d困viisa bhagaviin munil,i / 

函yasatyaqisamiirabhya didesa dharmam uttamam II 15 

taddharm抑 samupiikari:iyasarve te saqiprabodhitiil,i / 

dharmavaise~am iijfiiiya babhuvur bodhiviifichinal,i // 16 

tadii tatra pure riijii prasenajit sakausalal,i / 

yadii na sugatas tatra tadii tirthikabhiig abhfit II 17 

yadii tu sugatas tatra sasiiq:tghik曲samiigatal,i/ 

tadii sa叩 atirnityaqi srighan呻 taq:tsadiibhajat // 18 

tasmiqis ca samaye tatra kascid血 mikovaniit / 

navaqi padmaqi samiidiiya riijfie diituqi pure'visat II 19 

tatraikapathi t岬 dr羽viitirthikop函ikomudii/ 

sahasii tasya puro gatvii priirthayat taqi saroruham // 20 

bho miilinn id叩1padm呻 yadivikre[153b]tum icchasi I 

ucitaqi miilyam iidiiya mahyaqi diituq:t tvam arhasi II 21 

iti teniirthit叩註rutviimiilikal,i lubhitiisay曲I

yadicchati bhaviin dadyiiln iti taqi datum aicchata // 22 

tasminn eva k羽i:ietatra grhastho'niithapii;i<;lad曲I

pu~piirthi samupiiyiito miilik呵1tam aprcchata // 23 

bho miilinn idaq:t padmaq:t yadi vikretum icchasi / 
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[=Ed. 9] 

[= Ed. 10] 

[= Ed. 11] 
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[= Ed. 13] 

[=Ed. 14] 

[=Ed. 15] 

[= Ed. 16] 

[= Ed. 17] 

[= Ed. 18] 

[= Ed. 19] 

[=Ed. 20] 

[= Ed. 21] 

[= Ed. 22) 

[= Ed. 22] 



dvigul}arp mfilyam iidiiya bhavan me datum arhati // 24 

iti tenodit呻 srutvatirthikopiisako'pi sal,i / 

taddvigul}ena mfilyena tad padmarp samayacata // 25 

iti teniirthitarp srutvii sa ciipy aniithapil},Jad曲I

taddvaigu1_1yena mfilyena kamalarp tam ayiicata // 26 

tac chrutvii tairthik曲so'pimadadarpabhimanit曲／

tattrigul}ena mfilyena grahiturp tarp samaicchata // 27 

tadd困viisa grhastheso'niithap叫adautsahi / 

caturgul}ena mfilyena padm叩1tarp cabhyayacata // 28 

evarp tau grhapati sadhii yavac chatasahasrakail,i / 

mfilyais tarp padmam iidiiturp malin叩1tarp yayiicatul,i // 29 

tadd困V血 mik曲so'pipravardhayan parasparam / 

tayor dvayor adattvaiva manasaiv抑 vyacintayat// 30 

ay叩lgrhapatisre池oby aniithapi1_19ad曲sudhil,i/ 

acapalo mahiidhiral,i sthirasattvo vicak~al}曲 II31 

kasyiirthe nv idarp padmam iyanmfilyena yiicate / 

nfinam atra mahaddhetur bhavi~yati na s叩滋ayal,i/

tad etat pariprcchyai[154a]va dasyami sadgul}面thine//32 

iti dhyatva svacittena sa血 m血 utsuk曲II

tairthik呻匹samiilokyapapracchaiv抑 samadariit// 33 

bho puru~a bhav恥 kasyak面yasyarthaidarp kajam / 

iyanmfilyena vikretum icchati tad vadasva me // 34 

iti tenodit叩註rutviisa tairthik曲pramodi呻 I

血 mik叩1tam iilokya prabodhayitum abravit // 35 

yal,i sripatir jagadbharほn韮 y四ojanardanal,i / 

tasya pfij抑 kari~yiimitad idarp dehi me'mbujam // 36 

iti tenoditarp srutv函iimilcoso'nubodhital,i / 

anathapil},Jad四 tarpcad困viikiiryam aprcchata // 37 

bho sadho bhavar函capikim artham idam ambujam / 

bahumfilyail,i samahartum icchati tad vadasva me // 38 

iti tad vacanarp srutvii so'niithapil},Jadal,i sudhil,i / 

韮面k叩1tam iilokya prabodhayitum abravit // 39 

siidhu sadhu mahiibhiiga yad idarp te saroruham / 

bahumfilyena v菰chiirn.itad artharp kathyate srou II 40 

yo'tra sauddhodani riijii cakravarti nwiidhipal,i / 
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[= Ed. 25] 
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[=Ed. 28] 

[= Ed. 29] 
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[=Ed. 34) 

[=Ed. 35] 

[= Ed. 36] 

[=Ed. 37] 

[=Ed 38] 

[= Ed. 39) 

[=Ed. 40] 



sarvasattvahitarthena sarpbodhisadhanodyataQ // 41 

sarvatra bhuvane loke kle俎kulasam曲iteI 

bodhicaryavihine'tra mleccha*dharme pravartite // 42 

bodhicary抑 svayarpdhftva prak蕊ayitumudyataQ / 

sarvarajyarp parityajya sarvru涵capiparigrahan // 43 

vairagyadharmam asritya sarps面abhoganiQsprh曲I

gaya航 enage gatva lqtva tapaQ sudu~karam // 44 

tato loke [154b] hit呻 karturpsamutthaya sam曲itaQ/

bodhivrk~atalasinas tasthau dhyanasamahit曲II45 

tatra maraga1;t函 sarv却 jitvaklesaga1;t函 api/

S岬 bodhij証namasadya buddho bhavati sarppratam // 46 

so'yarp buddho jagacchasta jagannatho jagadgur曲I

jagadbharta jagattrayi dharmaraja munisvaraQ // 47 

sarvajfiaQ sugat祉1sriman~ 叫abhijfiovinayakaQ / 

satyavadi mahadhiraQ satyadharm砥ubharthabhft// 48 

samantabhadrariip両滋aQsaumyariipo jitendriy曲I

dvatr血sallak額1;tasitivyafijanapratima1;t<;litaQ// 49 

bhagavafi chrighano brahmavih面ikogu1;t取araQ/

sarvatraidh豆tukadhisaQsarvadu担pra細 takft//50 

sarvam如avije血 hans叩1bodhim函gadesak曲I

v菰chit面thapradodata cintamru:iigu1;tadhikaQ // 51 

紐ddha領aQsubhacar曲 k~血 ivratadharaQsudhiQ / 

sarvasattvahitodyogi nil;tlde紐Qsarvajit lqti // 52 

samadhidhyanasarprakt曲S岬 bodhidharmabhaskar曲I

praj瓶nidhirmahavijfiaQ sarvavidyavi俎radaQ// 53 

sarvopayavidh函ajfiaQprm:iidhiparatarakaQ / 

trailokavijayi viraQ s叩1bodhikaryap面akaQ//54 

vij証normisamadhisth曲sarpbodhij証naratnabhft/ 

sarvasattvasubharpk町 sarv菰面asvariipikaQ// 55 

緑kyamunirmahabuddho jinesvaras tathagataQ / 

sarvasattvahitarthena sarvatra samupacaran // 56 

bhasayan sakal恥 lok血 bhadrarpkftva samantat曲[155a]/ 

ihapi sarvasattv恥arpbhadr虹pkarturp samagataQ // 57 

sarppratarp jetak血 mevih恥esaha s抑ghikaiQ/ 

saddharmam adisan nityarp viharati prabhasayan // 58 
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[= Ed. 43] 
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tasya pfij面 ahaqikartum icchami saqipra血pkhalu/ 

tadarthe bahumfilyena yacamidaqi saroruham // 59 

tad bhavan mfilyam adaya dehi ma idam ambujam / 

yathabhil咄叩dravyaqidasy血 ite prama.1,1ayan // 60 

sraddhayedaqi pradattaqi cet tvayahaqi saqipramodital;t / 

etatpu1,1yavip拙enabodhicittam avapsyasi // 61 

sarvada sadgat切yayaddurgatiqi na kadacana / 

kramad bodhicaril;t pfirya s叩 bodhimapi prapnuyal;t // 62 

ev虹μmatvabhav面 sadhoyadi s叩1bodhimicchati / 

yathabhi函itaqidravyam adayed叩 pradehime // 63 

iti tenarthitaqi srutva sa m甜kal;tpramodit曲I

t叩1grhastham anathanaqi bhart和amevam abravit // 64 

aho buddho mahabhijfio drsyate na kadacana / 

i佃 mahadgu1,1aqi ca.pi srfiyate na kvacin maya // 65 

tad ah叩1taqi jagannathaqi dr呵umicch却 isaqipratam / 

tatsaddharmamrtaqi patuqi v却chame jayate khalu // 66 

tasmat tatra svayaqi gatva saqibuddhaqi taqi munisvaram / 

anena pu1,19ar政enapfijay格ye'hamadarat // 67 

tad bhavan lqpaya sadho saqibuddhasya jagadgurol;t / 

nitva mam asrame tatra saddharme yoktum arhati // 68 

iti tenarthit叩1srutva so'nathapi1,19ado muda / 

malik叩 taqisamalokya punar evam abha~ata // 69 

sadhu sadhu mahabhaga ku[155b]ru~vaivaqi yadicchasi / 

pragaccha tvaqi maya s郎dh岬 pfijayat岬 munisvaram// 70 

ity uktva malik叩 taqisa grhapatil;t prasadayan / 

adayajetak韮 mevihare samupacarat // 71 

tatra tena sahopetya so'nathapi1,19ado grhi / 

嘩 jalistaqi jagannathaqi natvaik恥tesam邸rayat// 72 

tat曲samaliko'drak~ic chrighanaqi t四 munisvaram/ 

sabh血 adhy函anasinaqibhik~us呵1ghapuraslqtam// 73 

dvatrllllsallak羽i;iasitivyafijanapratima1,19itam/ 

ratnarasim ivojjvalaqi vyamaprabhabhyalaqi比am//74

samantabhadrarfip両返aqisaumyarup叩註ubhendriyam/ 

d困vasa mudito natv訂叩vatridha pradak~i1,1am // 75 

tat padmaqi puratal;t k~iptva krt: 狙jaliputomuda / 

-159 -

[= Ed. 59] 
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[=Ed. 70] 
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natva padau munes tasya tatraik恥tesam邸rayat//76 

k~iptamatr抑 catat padm岬 sahas政邸asaqisaran/ 

chattribhutva muner murdhna uparisthaqi vyarajata // 77 

tadd困vate sabhalokal_i sarve'tivismay函vital_i/ 

aho buddhasya m血 tmyamiti proktva prasedire // 78 

tad曲団malik曲so'tivismayananditasay曲I

utthaya sahasa sastul_i padayor nyapatan natal_i II 19 

tatha sa safijalir natva padabjayor jagadgurol_i / 

S岬 buddhapadalabhayapr叩idh面呻vyadhadd血a//so 
etatpu1,1yavip非enaloke'ndhe'parinayake / 

kle頷kulevina悪 'harpbhuyasarp sugato jinal_i // 81 

svayarp tartum asaktanaqi t即ayitabhavodadhim / 

tatha klesabdhimagn珂 rpsamuddhartabhimocak曲//82 

[156a] dharme'nasvasitan抑 casadasvasayitapi vai / 

adr~tabodhim面ganaqidarsayita bhaveya hi // 83 

iti tena lqtaqi matva pra1,1idhanaqi sa sarvavit / 

bhagav助 mudit曲pravirak呵 tsusmi匹 tada// 84 

tatra smite munindrasya mukhapadmad vinirgat曲I

sur砥mayal_ipaficavar画 prasasrustrijagatsv api // 85 

ya adhasほdgatabhasas ta sarvanarake~v api / 

avabhasya subharpはtvapracakrur dul_ikhan邸a1,1am// 86 

tatprabhabhil_i parisp評抽sarvete narak邸rit助／

du祉hamuktasukhasp評匡vismitaevam abruvan // 87 

aho kirp nu mahasaukhyam asm臨呻jayate'dhuna/ 

itas cyutal_i kuhanyatra samutpanna vayarp nu kim // 88 

iti cintaparitan取 te~抑 cittaprabodhane/ 

bhagav函 nirmit岬 buddhaqiprai~ayat prati nairayam // 89 

tadd困vanarakasthas te sarve'tivismayanvital_i / 

paraspararp samalokya punar evarp babha~ire // 90 

bhavanto no it砥cyutvan助yatrasarpgata vayam / 

ihaiva narakasthal_i smal_i kutrapi calita na hi // 91 

kiqi tv ay抑 samupayatohy ap訂vadarsanal_ipum助／

nunam asyanubhavena jayate subhata'dhuna // 92 

nunamay岬 mahasattvod困vasm恥 dul_ikhapI9itan/ 

面 ayasarvathoddharturp narake'tra samagatal_i // 93 
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[=Ed. 74] 

[=Ed. 75] 

[=Ed. 76] 

[= Ed. 77] 

[=Ed. 78] 

[= Ed. 79] 

[= Ed. 80] 

[=Ed. 81] 

[= Ed. 82] 

[= Ed. 83] 

[=Ed. 84] 

[=Ed. 85] 

[=Ed. 86] 

[=Ed. 87] 

[=Ed. 88] 

[= Ed. 89] 

[=Ed. 90] 

[=Ed. 91] 



tad asya samupasritya pr年 asar叩arpsada/ 

pranatva sraddhaya nityarp bhajemahi samadarat // 94 

iti s呻 bh函yate sarve n即akiy曲prabodhit的／

[=Ed. 92] 

tarp buddharp sarai;i叩1gatva prai;iatva pra[156b]bhajan muda 1195 [= Ed. 93] 

tadbhajanodbhavai}:l pui;iyai}:l sarve te narakasthita}:l / 

sahasa sadgatirp yata babhuvur dharmabhajanah // 96 [=Ed. 94] 

evarp ta rasmaya}:l sarv乱sarvarpst函 narakasrit面／

samuddhftya punas tatra jagacchastur upayayu}:l // 97 [=Ed. 95] 

ya vapy urdhvarp gata bhasas *te'vabhasya diso•~!a ca/ 

yavad bhavagraparyantam avabhasyabhiprasaran // 98 [= Ed. 96] 

gathabhis ca suran sarv恥 divyakayasukh面atan/

samantato mahacchabdair uccaIT evam acodayan // 99 [= Ed. 97] 

anityarp sarvas叩1S如arpdu固 arp甜nyamanatmakam / 

iti matva subhe dharme sarvada caratadarat // 100 [= Ed. 98] 

ni~kramat面abhadhvarptad yujyadhvarp buddhasasane / 

triratn益紅叩抑屈vabhajadhvarp sarvadadarat // 101 

yo hy asmirp saugate dharme cari~yati samahit印

sa hitva janma sarps即edu祉hasy恥血µkari~yati// 102 

etac chabdarp samak紅i;iyasarve deva}:l prabodhita}:l / 

triratnasarai;iarp匝vaprabhejire samahita}:l // 103 

evarp ta rasmaya}:l pafica sarvarpl lok面 suranapi / 

triratnasarai;ie sthapya punar muner upayayu}:l // 104 

tatra ta rasmaya}:l sarva e虹bhfit邸capii;i<;lit助／

jin岬 pradak画邸yatadu~i;i稔e'visatpun吐 11105

tadd困vate sabhaloka}:l sarve'tivismay曲at助／

kim固isenmunindro'yam iti dhyatva ni~edire // 106 

athayu~man sa anando matva te祖rpvitarkitam / 

utthaya s菰jalirnatva bhagavantarp tam abravit // 107 

bhagavan bhavaほkenahetuna srjyate smitam [157a] / 

n曲etusugat曲sarvevihasanti kada cana // 108 

yadarthe hetuna smit抑 bhavanmuficati s抑pratam/

tadartham srotum icchanti sarve loka ime khalu // 109 

yadarthena bhavan smitarp prakaroti jagadguro / 

tadartharp samupadisya sarvarpl lok血 prabodhaya// 110 

ity面andoditarpsrutva bhagav助 samun冦var曲I
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[=Ed. 8] 



sarvan lokan samalokya tam anand抑 cabravit// 111 

evam etat *sadananda n狛etupratyaya:rpkvacit / 

sarve buddh助pramuiicantismita:rp ki:rpcit kadacana // 112 

p砥yatva:rp yad ay釘μsadhur面祖nikal_iprasadita);i / 

mamaiva:rp sraddhaya puja:rp karoti suddhaya muda II 113 

etatpu1_1yavip肱enam却ko'y岬 subuddhiman/ 

bodhicitta:rp samasadya bodhicary抑 carankramat II 114 

sarval_i p和amit曲puryasarv函 mar函 vinirjayan/ 

samyaks岬 bodhimasadya n叩 eso'rhanmunisvar曲//115 

dasabalo jagannath曲sarvasattvahit面thabhrt/ 

padmottamo'bhidho buddhas tathagato bhavi~yati // 116 

yad aya:rp mama saddharmasadhane'bhiprasadital_i / 

sa:rpbodhipr叩dhi:rpd血vakaroti sraddhayarcanam // 117 

evaqi. ye sraddhaya nityaqi. triratnaqi. sara1_1aqi. gata}:l / 

bhajanti te jan曲sarvebhaveyu);i sugatatmaja}:l // 118 

tatas te sarvasattv血a:rphit面the~usamudyata);i / 

bodhisattva mahasattva bhavi~yanti gu1_1非ar助//119 

tat曲p函amit曲sarv曲paripfiryayath政ramam/

tat曲S岬 bodhim瞬 dyabhaveyul_i [157b] sugata api // 120 

evaqi. matvatra sa:rps助es岬 bodhijiianav菰chibhil_i/ 

triratnabhajan呻 J.qtvacaritavya:rp sada subhe II 121 

ity adi~ 四 munindre1_1asrutvanandadayo'pi te / 

bhik~av曲 sa:rpghik曲 sarveprabhyanandan prabodhit祉//122 

sarve lokas ca te sarve srutvaivaqi. srighanoditam / 

triratnasara1_1叩1lqtva prabhejire'numodital_i // 123 

eva:rp sastra munindre1_1a vyalqta:rp svayam atmana}:l / 

srutva sa malikas capi prabhyanandat pramodital_i // 124 

tad西abhyasada nitya:rp malik曲so'numodita}:l/ 

triratnabhajan呻 J.qtvapracarad bodhicarikam // 125 

tat曲so'nathap叫o'pitena saha pramodit曲I

嘩 jalista:rp jagannatha:rp natva svanilay岬 yayau// 126 

tatra sa maliko gehe bharyaya saha modit曲／

triratn砥ar呵呻屈vapracarat sarvada subham // 127 

tatas ta:rp saugate dharme'nucarant岬 nisamyasa}:i / 

tirthikopasiko ru~!a upetya paryabha~ata // 128 
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[= Ed. 9] 

[=Ed. 10) 

[= Ed. 11] 

[= Ed. 12] 

[= Ed. 13] 

[= Ed. 14] 

[= Ed. 15] 

[= Ed. 16] 

[=Ed. 17] 

[= Ed. 18] 

[= Ed. 19] 

[=Ed. 20) 

[= Ed. 21] 

[= Ed. 22] 

[= Ed. 23] 

[= Ed. 24] 

[= Ed. 25] 

[= Ed. 26] 



are re durmate plipin kim evarp carase'subhe / 

sarvathli tvarp paribhra羽onarake du肱hamlipsyasi // 129 

yad aplitre durlic面emithyadharmabhibh却Qi/

upetya bhajanarp屈vacino~i kilvi~arp mahat // 130 

bhajanti ye nara buddh叩1na te gacchanti sadgatim / 

durgatim eva te yatas *caranta *asubhe sadli // 131 

kadli cid api tadgehe bhadrarp na jayate kvacit / 

lak~m冦 clipivasen naiva yato dharmo vinasyate // 132 

kirp cin nlisti subhac函arptasya [158a] bhik率inoyate}:I / 

kimev呵1sraddhayli nityarp bhajase sadguror iva // 133 

畑四oy曲svayarpbhra羽a}:Iparlir両cabhrarpsayed iha / 

adharmam api saddharmam ity晒 yliylibhivaficate// 134 

sa kirp俎stasudhir vijfio dharmarlijo munisvara}:I / 

sadbhir na pujaniyo'sau nindaniyo hi durmati}:I // 135 

iti saty呻 mayakhylitarphit面th呵lte subharthin曲I

yadi dh arme'stl te vlifichli srutvlismadvacanam cara // 136 

tadbuddhas岬 gatirptyaktvli tirthe snlitvli sam狛it曲I

brahmliQ呻 vi~QUffi碑n叩1bhaja nityarp yathlividhim // 137 

brahm助叩1ye bhajanty atra sarve te brahmacaru;ia}:I / 

parisuddhasayli bhadra sarppraylinti surlilayam // 138 

ye bhajanti sadli vi~QUrp na te gacchanti durgatim I 

sadgatirp sarvadli ylitli bhavanti manujadhipli}:I // 139 

ye bhajanti mah面udrarpna te gacchanti n血alee/

sarvasaukhylini s抑 bhuktvliylinti clinte sivlilayam // 140 

evarp matvlitra s抑 S邸eyadi saukhyarp sadecchasi / 

tad etlirps trijagannlithlin bhaja nity叩1prapujayan // 141 

etan me vacan叩註rutvlibhaja tan sadgurfin yatin / 

te蒻rpsaddharmam lik叩~yacara nity叩註ubhevrate // 142 

tathli te maiJ.galarp nity抑 sarvadlitrabhaved dhruvam / 

ante plipavinirmuktli}:I pray函titrida緑layam//143 

iti tenoditam srutvli mlilikah sa virositah / 

tairthik岬 tarpsam釦abhyaparibh聡yaivamabravit // 144 

a kim evarp vadasy atra ma maivarp vadathli}:I pun祉／

tvam eva narak岬 yliylinindase yan munisvaram II 145 

srov atrliharp pravak~ylilni sarpbuddhe guQa[158b]m alpakam / 
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[=Ed. 27] 

[= Ed. 28] 

[=Ed. 29] 

[= Ed. 30] 

[= Ed. 31] 

[= Ed. 32) 

[= Ed. 33] 

[=Ed. 34] 

[= Ed. 35] 

[= Ed. 31] 

[= Ed. 32] 

[= Ed. 33] 

[= Ed. 34] 

[=Ed. 35] 

[=Ed. 36] 

[=Ed. 37] 

[= Ed. 38] 



vistarel}a kathaqi vaktuqi sakyate'lpadhiya maya // 146 

tathapi kathyate'lpatvat tavabhibodhane maya / 

srutva tvaya vicaryaiva sad asac ca parik~yatam // 147 

S叩 buddhaeva bhagav助 sugul}ina vi~I}Ul,I 

S叩滋asyatena ca haro na hiral}yagarbhal,I / 

te頷qitu bhadracaritatisayaprabhav証

chrutva *vie面ayatiko gul}aV助 naveti // 148 

vi~I}ul,I samudyatagado vighfl}ail,I pramayi 

rudro vibhfityajakapaladharal,I pramatt曲I

ek面ta細 tacarita<ti>sayastu buddh曲

kaqi pujayemahi susantam a細 tarfipam// 149 

duryodhanadinn>anasakar曲sacakri 

<*vi~Qur> haras tripura*nasakar曲pin即／

krauiic叩1guho'pi d呻asaktihataqicak面a

buddhas tu kevalam *ayaqi jagat抑 hitai~i// 150 

pi9yo mamayam ayam eva tu rak~al}iyo 

vadhyo'yam ity api surottamanitir e~a / 

n胆reyasabhyudayasaukhyahitaika*buddher

buddhasya naiva ripavo na hi *v却chaniyal,I// 151 

ragadido~ajanit函ivacaqisi vi~I}Or 

unmattace~titakaraQi ca y函i紐mbhol,I/

n胆e~ado~a紐mak助itathagatasya 

vandyatvam arhati ca ko'tra vicarayadhvam // 152 

yas codyat曲paravadhayaghfl}aqt vihaya 

証 I}ayayas cajagat曲虹payapravrtt曲I

ragi ca yo bhavati yas ca vimuktarag曲

pfijyas tayol,I ka iha t叩 vadat面ucintya// 153 

[= Ed. 39) 

[=Ed. 40] 

:::: DS 1 [= Ed. 41] 

::::DS2 [=Ed.36] 

= DS 3 [=Ed. 67] 

= DS 4 [= Ed. 68] 

:::::DSS [=Ed.69] 

:::: DS 6 [ = Ed. 70] 

sakr岬 vajradhararpbal岬 haladh血 m匝n岬 cacakrayudharp 
skand叩註aktidhar叩註masananilayarprudr呵ltrisfilayudham / 

etan du肱habhay血 tangataghp;i函 balanvicitrayudh面：：：：：DS7 

nity岬 pr両ivadhodyutapraharai:iankas t面 namasyedbudh曲II154 [= Ed. 71] 

nay曲甜larpdhatte na ca suratim皿kesuvadan抑

na cakrarp saktirp va na ca kulisam ugrarp na ca hal叩 I

vinirmuktarp klesail,i parahitavidhanodyatadhiyfilTI 

sarai:iy叩 lok却両ltam面mupayato'smi sar叩am//155 
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::::DS8 [=Ed.72] 



rudro ragavasat striyarp. vahati yo *hirp.sro hriya varjita 

vi~t;iul_t krfiratar曲kftaghnacarit曲skandhal_tsvayarp. j証tiha/ 

ktiirasya mahi頷nt如 naravasamarpsasinIp西vatI

p恥epsIca vinayako dasabalo srasto'py ado~al_t suhft // 156 ::::: OS 9 [=皿可

bandhur na *me sa bhagavan na ripur na c助ya);t

絨statrilokagurur ekatamo'pi dhira);t / 

srutva vac吐sucaritatisayaprabhavarp

buddh叩1gui:iatisayalobhatayasrit曲sma);t// 157 

nasm放arpsugat曲pitana ripavas tirthya dhanarp naiva no 

dattarp tena tathagatena <*na> hrt叩 kirpcit kai:iadadibhi);t / 

kiqi tv ek函tajagaddhit曲sabhagavan buddho yat砥camalarp

::::: DS 10 [= Ed. 74] 

v祉yarpsarvamalapahari ca yatas tad bhaktivanto vayam // 158 :::: DS 11 [=皿可

hitai~i yo nity叩 satatamupak町 cajagatal}

lqtaqi yena sv函thyaqibahuvidharujartasya jagatal} / 

g吋h叩1yas ca jfiey叩 karatalamivavaiti sakalaqi 

prapadyadhvaqi santas tam雨m*asamaqi bhaktimanasal} // 159 = DS 12 [= Ed. 76) 

[159b] asarvabhavena yadrcchaya vii 

par面uvftyavicikitsaya vii / 

yet岬 namasyantimunindracandraqi 

te'py amariqi saqipadam apnuvanti // 160 

paurii1_1i srutir e~a lokamahito buddh曲kiliiy叩 harir

d困viijamnajaravipattivasagaqi lokaqi kn>iibhyudyat曲I

jiit曲幽yakulenduracyutamatis triitii nro函 gautama);l

::::: DS 13 [= Ed. 771 

siistiiraqi hitam eva kas tam adhunii navaiti mfi<;lho jana);l //固：：：：DS 14 [= Eel 781 

yadii riigadve~iid asurasuradiiriipahara1_1aqi 

灯血pmiiyavitvaqi (*miiyavitve?) dhar叩ihar叩iisaktamatinii/ 

tadii pfijyo vandyo harir aparimukto'budhatayii 

vinirmuktaqi buddhaqi na namati jano mohabahulal,i // 162~DS 15 [= Ed. 79] 

caturjaladhimekhaliikuranitambabh血 las抑

mahiqi <*sa> mahatiqi visrjya haraye vapa (!) ka~ 固p.balil,i / 

pradaya munaye tu paqisulavam apy asoko DfP曲

k~itiqi sakalacandramal}galatarafi ca s叩1praptav函//163 

pak~apato na me buddhena dve~al,i kapiladi~u / 

muktimac ca vaco yasya k面yastasya parigrahal,i // 164 

av砥yame舜qikatamo'pi sarvavit 
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:::: DS 16 [= Ed. 80] 

= DS 17 [= Ed. 81] 



jagaddhitaik面tavisala*sasana}:l/ 

saevam理yohy atis~macetasa 

janena se画}:lkim anarthapa1;t9itail;i // 165 

yasyapi kificin na hi do~alesarp 

sarve gu1;t曲santijagaddhit面the/

brahmapi vi~1;tur giriso harir va 

sa me hi sasta subhak面imitram // 166 

yasya na vidyate do~o vidyante sakala gu1;tal;t / 

:::: DS 18 [= Ed. 82] 

::::: DS 19 [= Ed. 83] 

sa[160a]rvaj証}:lsa jagacchasta tam ah叩註ara1;t呻 vraje// 167 = DS 20 [= Ed. 84] 

yod困vakaru1;tad楼!Yas叩rrak~atijagac chubhe / 

tasy曲aqisara1;taqi gatva bhajami satataqi muda // 168 

yaqi d困vasuprasannas te bhavanti nirmalasay曲I

tam eva sugatarp nathaqi bhajami sara1;taqi gatal;t // 169 

yenaiva trijagallok叩1putravat pratipalitam / 

tam eva trijagannatharp bhajami sara1;t叩1gata};l // 170 

yasmai susraddhaya dattaqi tat phalaqi bodhisadhanam / 

tam eva srighanaqi bhaktya bhajami sara1;taqi gatal;t // 171 

yasmad dharmamr: 呻 pitvasarve sattval;t pramodin曲I

tam eva dharmabhart即aqibhajami samupasrayan // 172 

yasya pu1;tyanubhavena subhadrarp bhuvanatraye / 

tam eva sadgu1;tadh面aqibhajami samupasthit曲//173 

yasmin klesa na santy eva santi sarve'pi sadgu1;t曲l

tam eva sripradat面aqibhajami sraddhayadarat // 174 

buddha eva jagacchasta buddha eva jagadgurul;t / 

buddha eva jagannatho buddha eva munisvar曲11115

tad ah呻 sarvabhavenabuddhasya紐Tal)aqigatal;t / 

sraddhaya dharmam asadya bhaj面tlbodhipraptaye // 176 

ye buddhe sar叩叩1y血tina te gacchanti durgatim / 

nirmuktapapak曲saukhyaqibhuktva y函tijinalayam // 177 

細vantisaugat呻 V肱y叩1ye te na yanti durgatim / 

samantabhadrasaukhyani bhuktva y面tisukhavatim // 178 

bhajanti lokanathaqi ye te'pi na y助tidurgatim / 

papamukt的sukhanyeva bhuktva yanti suralayam // 179 

etad ratnatrayaqi loka utpannaqi sadgu1;takaram / 

tad ahaqi sar四aqigatva bhajami [160b] samupasikal;t // 180 
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[=Ed. 85] 

[= Ed. 86] 

[= Ed. 87] 

[= Ed. 88) 

[=Ed. 89] 

[= Ed. 89) 

[=Ed. 90] 

[= Ed. 91] 

[=Ed. 92] 

[= Ed. 93) 

[=Ed. 94] 

[= Ed. 95) 



etatpui:iyavipakena sarvasattvahitarthatal,i / 

kramad bodhicarI:qi piirya sa:qibuddhapadam apnuyam // 181 

tadah呻 sugatobhfitva sarvasattvasubharthabhrt: / 

sattvan bodhau prat坦hapyanirvrt:i:qi samavapnuyam // 182 

eva:qi vijiiaya saddharm叩1yad'icchati bhav面 api/

triratn益ar四叩1gatva bhaja nitya:qi sadadarat // 183 

etatpui:iyavip放enasada tv抑 sadgati:qitatal,i / 

bo曲坤ca.pisamasadya sa:qibuddhapadam apnuy助//184 

iti tena sam菰hyata:qisrutva sa paribodhit曲I

tairthyadharm岬 pratik~ipyasa:qibuddhasravako'bhavat // 185 

tad和abhyasada nitya:qi saddharmasravai:iotsuk曲I

vih面esamup函ftyaprabhajat ta:qi mun'isvaram // 186 

iti me gurui:iadi~ 紐qisruta:qi maya tathocyate / 

tva:qi capy eva:qi mah皿uatriratna:qi sarvada bhaja // 187 

prajas ca.pi mah祠 abodhayitva prayatnatal,i / 

bodhim面geprati~!hapya p非ayasvasamiihital,i // 188 

etatpui:iyavip政enasada te mailgal岬 bhavet/

kramad bodhicaril,i pfirya sa:qibuddhapadam apnuy且1,i// 189 

iti tenarhatadistam srutvasokah sa bhfimi P曲I

tatheti prativijiiapya prabhyanandat sap販adal,i// 190 

細vant'id叫1muda ye jinavarakathit叩1malikasyavadana:qi 

ye ca.pi sravayanti pramuditamanas吐心raddhayabhadrakarn祉／

te sarve lokanathas trimalakalijito bodhisattva mahesa 

[=Ed. 96] 

[= Ed. 97] 

[= Ed. 98] 

[= Ed. 99] 

[=Ed. 100] 

[=Ed. 1] 

[= Ed. 2] 

[= Ed. 3] 

[=Ed. 4] 

[=Ed. 5] 

bhuktva saukhya:qi sadante jinavaranilaye sa:qipraya[l61a]nti prasannal,i // 191 

// iti malikavadan叩 samaptam// 20 

Apparatus criticus 

lb屈菰jaliputo]Ms. Ed.: 屈狙jalil;lputo N. 

2d ca me'rhati] Ms.: vamarhati N: tvatp. arhati Ed. 

3bpr証 te]Ms.: prart血岬NEd.

3d samalo0] Ms. N Ed.(i.e. Takahata's corr. for A'): samolo0 A'. 

4c prav曲yfuni]Ms. Ed.: prav曲yapiN.

7c anyais] Ms. N Ed.(i.e. Takahata's corr. for A'): aQyais A'. 

7d bodhisatvaga0] Ms. Ed.: bodhisatvaiga0 N. 
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lla br助manas]Ms. N Ed.(i.e. Takahata's corr. for A'): br珈 nasA'.

12d anye] Ms. Ed.: aneka N. 

13d 0caran] Ms. Ed.(i.e. Takahata's corr. for A'): 0carat N N. 

15a 0upas皿 n]Ms.N:0up緬抑Ed.

15d uttam岬]Ms. Ed.: utammp. N. 

16d babhuvur] Ms. babhuvur N Ed. II v菰chinal}.]Ms.: v両chi呻 Ed.(i.e.Takahata's corr. for A'): 

v抑chit曲NN.

17b sakausal曲]Ms. N: kausal曲Ed.

17d tirthika0] N Ed.: tithika0 Ms. 

19b vanat] N Ed.: vanata Ms. 

20c] pada b is hypermetric. 

20dpr面thayat]Ms. Ed.: pr函thayaN.

21a bho malinn] Here metrically one syllable is lacking. 

21c mulyam] Ms. Ed.: mulyam N. 

22c yadicchati] Ms. Ed.: yadicchasi N. 

23c samupayato] Ms. Ed.(i.e. Takahata's corr. for N): samupayataN N. 

24abhom甜inn]Ms. Ed. (one syllable short): bho miinn N. 

24b icchasi] Ms.: icchati N Ed. 

27b0m函it曲lMs.: 0m血呻NEd.

27c 0gui;iena mulyena] Ms.: 0gui;iamulyena N: 0gui;iamulyenaEd. 

27d grahituip] Ms. N: grhituip Ed. 

28ab grhastheso'natha0] Ms.: gfl1asthes証atha0N: grhasthei;i証atha0Ed. 

28b pii;i<;lada utsaln1 Ms. N: p叫 adotsahIEd. 

28d t抑 cabhyayacata]Ms.: tam abhyayacata Ed.(i.e. Takahata's corr. for N): t岬 nabhyayacata

NN. 

29a] pada b is hypermetric. 

29ag巾apatIsiidhii] Ms.: grhapatI so tha Ed.: grhapati so tha N. 

29c mulyais t岬]Ms.: mulya t呻 Ed.:mulyas taip N II adatuip] Ms.: adaya N Ed. 

31a grhapatisre~pio] Ms.NA': grhapa曲 sre抽oEd.(i.e. Takahata's corr. for N). 

31d sthirasattvo] Ms. Ed.: bodhisattvo N. 

32a] pada a lacks one syllable. 

32a padmam] Ed.(i.e. Takahata's corr. for A'): padmad A'N: padma[ip] Ms.(post corr.): padmad 

Ms.(ante corr.). 

32e pariprcchyaiva] Ms.: parip四chavaNEd.

33a svacittena] Ms. Ed.: svacitena N. 
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34b 0asyartha] Ms.: asy取theNEd.

36bn血 yai:io]Ms. N: n血 yanoEd. 

37b so'nubodhita]:i] Ms.: s血ubodhita]:iN Ed. 

38c bahumiily曲]Ms.: bahumiilyaiva N Ed. 

40bid岬]Ms. Ed.: itaiμN. 

42d *0dharme] ex coni: 0dharma Ms. N Ed. II pravartite] N: pravarttite Ms.: pravarttate Ed. 

43c sarvarajyaiμ] Ed.(i.e. Takahata's corr. for N): sarvarajya A'N Ms. 

43d sarvaiμs] Ms. Ed.(i.e. Takahata's corr. for N): sarvas N N. 

44b ni]:isprh曲]Ms.: nisp血J:iNEd.

45ddhy珈a0)Ms. Ed.: dhyatva N. 

49cdv祖ritμsal0]Ms. N Ed.(i.e. Takahata's corr. for A'): dvatrisal A'. 

51c 0面thapradodata] Ms.: 0西thapradadaほN:o函thapradat函砥Ed.

52d卿 e紐J:i]NEd.:祉此eMs.

53d vi緬 ad曲]N Ed.: vis非ad曲Ms.

54c vir曲]Ms. Ed.: vir曲N.

56d samupacaran] Ms. Ed.: samupacarat N. 

57d kartuiμ] Ms. Ed.: kartu N. 

59d yaciimidaiμ] Ed.(i.e. Takahata's corr. for N): y抑vii.mid呻 N:y抑ciimid岬 Ms.N.

60b ma idam] Ms.: me idam N Ed. 

60dpram両ayan]N: prama(?sa?)i:iayan Ms.: pras珈ayanEd.

61a pradattaiμ] Ms. Ed.: pradat岬 N.

61d bodhicittam) Ms. Ed.: bodhicitam N. 

64c grhastham] Ms. Ed.: grhasthaqun N. 

65d sruyate] Ms. N: sruyate Ed. 

70b 0~vaivrup] Ms. N: 0~vev叩 Ed.

70d piijaya] Ms.: piijaye N Ed. 

71d samupacarat] Ms.: samudacarat N Ed. 

72a sahopetya] Ms.: sahayebhy曲N:sahayebhya Ed. 

74d vy血 a0]Ms.: vyoma0 N Ed. 

76a k~iptva] Ms. Ed.: k~ipta N. 

76b屈菰jalipu!o]Ms. N: 屈抑jali]:ipuro Ed. 

76d 0asrayat] Ms. Ed.: 0話rayanN.

77b: sahas菰話a]Ms. N A': sahas血細pEd.(i.e. Takahata's corr. for A') II 0s呻 saran]Ms. Ed.: 

0samsarat N. 

77c muner] Ms. N: mune Ed. II miirdhna] corr.: miirdhnar Ms. N Ed. 
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78b'tivismaya0] Ms. N: te vismaya0 Ed. 

79a so) Ms. N: sa Ed. 

79c sastu}:t) Ms. N: sastu}:t Ed. 

79dp甜ayor)Ms.: padayon N: padayo Ed. 

80a tatha] Ms. N: ta呻 Ed.

80bp皿 bjayor)Ms. N: padabjavor Ed. 

80d曲直)Ms.:d血oNEd.

82b 0odadhitp] Ms. Ed.: 0oda呻 N.

82c klesabdhi0] Ms. N Ed.(i.e. Takahata's corr. for N): klesobdhi0 N. 

82d 0bhimocak曲)Ms.: vimocak曲N:vimociik曲Ed.

83a dhanne'n話va0)Ms. Ed.: dharmei:i砥va0N.

83b sada0] Ms. N: sada0 Ed. II 0yitapi) Ms. Ed.(i.e. Takahata's corr. for A'): 0yitayi N N. 

84b sa sarvavit) Ms. N Ed.(i.e. Takahata's corr. for N): sarvavit A'. 

84d 0k紅~tsu0] Ms.: 0k両itsa N Ed.(i.e. Takahata's corr. for N): 0k聡itsaA'. 

85c) pada c is ra-vipula. 

85d prasasrus) Ms. N: prasesrus Ed. 

86b sarvanarake~v) Ms.(post corr.) N Ed.: sarvatra narake~v Ms.(ante corr.). 

86d pracakrur] Ms.: pracakru N Ed. 

87a parispr幽 lMs. N: parisp困vaEd.

89b citta0] Ms. Ed.: cita0 N. 

89d prai~ayat) Ms.: pre~ayat N Ed. 

91c narakasth曲sm曲)Ms.: narake stha sya}:t N: narake sth珀smaEd.

91d calit豆lMs. Ed.: calina N. 

92a samupayato] Ms.: samupayata N Ed. 

93a mahasattvo] !:=. mahasatvo Ms. Ed.(i.e. Takahata's corr. for A'): mahasatva A'N. 

96b narakasthit曲)Ms.: narakotthit曲NEd.

97bt函]Ms. N Ed.(i.e. Takahata's corr. for A'): t抑nA'.

98a ya vapy) Ms.: ya capy N Ed. II血 dhv町 galabh函as]Ms. Ed.: 面ddhagatabhasa N. 

98b *te'vabh函ya)ex coni: tavabhasya Ms. N Ed. 

98c paryantam) N Ed.: payantam Ms. 

99a suran) Ms. Ed.: tur面 N.

99cd 0chabdair uccair] Ms.: 0chabd呻 ruccairN Ed. 

100b姐nyam)Ms. N Ed.(i.e. Takahata's corr. for A'): s血ya皿 A'.

100c dhanne) Ms.: dhann岬 NEd.

101a tad) Ms. Ed.: ta N. 
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104a ta] Ms. N: t曲Ed.llr曲mayal}]N Ed.: rasmay曲Ms.II paii.ca] Ms.: paii.cal} N Ed. 

104b sarvarp.l] Ms. Ed.(i.e. Takahata's corr. for N): sarv却onN: sarv乱N.

105be虹bhiit話]corr.: ekibhiita Ms. N Ed. 

105d'visat]~visat Ms. N: viset Ed. 

106a sabh拙ok曲]Ms. Ed.: samalokal} N. 

106b'tivismay曲at曲]Ms. N: te vismay却vit助Ed.

106c adisen] Ms. N: adesen Ed. 

107a athayu0] Ms. N Ed.(i.e. Takahata's corr. for A'): athayu0 A'. 

107d bhagavant岬]Ms. Ed.: bhagavanta N. 

109a yadarthe hetuna] Ms. Ed.: yadarth岬 hetunaN.

109asmit叩]metre! 

110a bhav函]Ms. N Ed.(i.e. Takahata's corr. for A'): bhavat A'. 

110a smitaiμ] metre! 

110d sarvarp.1] Ms.: sarval N: sarv恥 Ed.

lllc sarvarp.l] Ms.: sarval N: sarv函 Ed.

llld cabravit] Ms. Ed.: sabravit N. Metrically one syllable is lacking. 

112a etat *sad珈anda]etat sah血andaMs.: etan mah珈andaNEd.

112c sarve buddh曲]Ms.: sarvabuddh曲NEd.

113b sadhur函血北曲]Ms.: sadhu血血k曲Ed.(i.e.Takahata's corr. for N): sadhu r血血I:tA': 

s珀huramik曲saN.

113d suddhaya muda] Ms.: sraddhaya muda N Ed. 

114c bodhicit呻]Ms. Ed.: bodhicit岬 N.

115a sarval}] Ms. N Ed.(i.e. Takahata's corr. for A'): sarp曲A'llm面却vinirjayan]Ms. N: m面a-

g叩函vinijayanEd. 

116b西thabhfl]N Ed.: 西thab岡l}Ms.

124c sam韮kas]Ms.: sab血:ptik砥N:sabh血tik砥Ed.

126a so'natha0]~sonatha0 Ms.: s血atha0Ed. 

126b] By mistake N repeats the text of 125cd between 126b and 126c. 

126d svanilayaqi] Ms.: sve nilayarp. N: sve nilaye Ed. 

128c ru担]Ms.:ru諄0Ed.: SU~!O N. 

129a papin] Ms. Ed.: papin N. 

130b 0bhasini] Ms.: 0bhasini N: 0bhasini Ed. 

130d cino~i] Ms.: vino~i N Ed. 

131a bhajanti] Ms. N: bhajante Ed. 

131c yat話]Ed.: yat曲Ms.(postcorr.): yata Ms.(ante corr.) N. 
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131d *caranta *asubhe] ex coni: caranty甜ubheMs. (metre!): caranty曲ubheNEd.

132a kadii cid] Ms. N Ed.(i.e. Takahata's corr. for A'): kadii nid A'. 

132d dharmo] Ms. Ed.(i.e. Takahata's corr. for N): dharmii N N. 

133b yatel;t] Ms. N:'yatel;t Ed. 

134c adharmam api] Ms.: adharme ye api N Ed. 

135d nindaniyo] Ms. Ed.(i.e. Takahata's corr. for N): nindaniyii A'NII durmatil;t] Ms.: durga曲N

Ed. 

136c dharme] Ms. N Ed.(i.e. Takahata's corr. for A'): dharmo N. 

137b brahm両抑]Ms. N: brahmal). 岬 Ed.

138abrahm両岬]Ms. N: br珈 n叩呻Ed.

138ds岬 pray函ti]Ms. N Ed.(i.e. Takahata's corr. for A'): sarp.prayiirp.nti A'. 

141a matviitra] Ms. Ed.: matvii ca N. 

141c et抑 s]corr.: etiit Ms. N: e曲 Ed.

142b血 sadguriin]Ms. Ed.: ta sadgurun N. 

146d'lpadhiyii] =; lpadhiyii Ms.: lpasiyii N:'Ip砥iyiiEd. 

147a'lpatviit] Ed.(i.e. Takahata's corr. for A'): lpamviit A': lpatviit N: lpambiitra Ms. 

147b taviibhi0] Ms. Ed.(i.e. Takahata's corr. for A'): tavobhi0 N N. 

The whole text of stanzas 148-167 of the M却kavad血ais the same as the 

Devatisayastotra (= Devatavimarsastuti) 1-20. 

I have described variant readings for the M却kavad血a148-167 above. 

See I -4 , apparatus criticus of the Devatisayastotra 1-20. 

168ayo d困vakaruQ叫困性)Ms.: yo smin sud困炉iniray血 N:yo'smin sudr~!Yat Ed. 

168b s皿曲ati]Ms. N: s呻rak.~yatiEd. 

169b ninnal話ay曲)Ms. N Ed.(i.e. Tak.abata's corr. for N): nirmal甜aya.A'.

170d ga呻)Ms.: tat曲NEd.

172cd) After tam eva, succeeding words of cd (dharmabhart西岬 bhajamisamupasrayan) are 

lacking in Ed. and N. 

173) the whole text of this anu~!Ubh is lacking in Ed. and N. 

174a) the pada a is lacking in Ed. and N. 

174b santi sarve'pi sadguQ曲） Ms.: saqiti sarve'pi du祉hachedanasadguQ曲 Ed.:sarve'pi 

sadguQa}_l saraQe sthit両N.

177a buddhe) Ms.: buddha N: buddh呻 Ed.(i.e.Tak.abata's corr. for N): buddh曲N.

177b gacchanti: Ms. Ed.: gacchati N. 
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178d sukhavatim]~sukhavatirp. Ms.: sukhavatirp. N Ed. 

179c papamukt~] Ms. Ed.(i.e. Takahata's corr. for A'): papamukta A: N. 

180a loka] corr.: loke Ms. N. Ed. 

181a゚西thata}:t]Ms. N.0arthaka}:t Ed. 

181c bodhicaril).] Ms.: bodhicar~N Ed. 

181d apnuy血]corr.: apnuyiin Ms.: apnuyat Ed.: apnuy珀N.

182d samavapnuy抑]Ms. N: samavapnuyat Ed. 

183d sad叫arat]Ms. N: samadarat Ed. 

186c samup函tya]Ms. N: samupasritya Ed. II prabhajat] Ms. Ed.: prabhaj岬 N.

187b maiigalarp.] N. Ed.: mangale Ms. 

187c bodhicaril).] Ms. N Ed.(i.e. Takahata's corr. for A'): bodhirp. caril). A:. 

189c nathas] Ms.(post corr.) Ed.: oath曲Ms.(antecorr.) NII 0kalijito] Ms.NA': 0kalijita Ed.(i.e. 

Takahata's corr. for A'). 

Colophon: iti m甜kavadiin叩 samaptam// 20 //] Ms.: iti m甜kavadiin抑 samaptam// 27 //: iti 

ratnavadiinatatve m甜kavadiin叩 Ed.

11-2. SMRAM第20章の全訳

その時大地の守護者アショーカは欣然と合掌して、阿羅漢であるかのウパグプタを拝

礼し、再び次の様に懇請しました。 [1)

— 尊師よ、さらに別の善説を私は聞きたいと思います。それ故、師が［あなた
に］語られたとおりに、それを私をご教示ください。 [2)

このように王から懇請された、行者たちの王（聖者）であるかのウパグプタは、かの

王を見つめながら話しかけて、次の様に教示しました。 [3)

― よろしい、聞きなさい、大王よ。師が私に語られたそのとおりに、私は語りま
しょう、あなたの福徳の増大のために。 [4)

それは次のとおりです。―世尊• 仏・釈迦族の獅子・生類の師父（グル） • 一切

智・善逝・教師・法王・牟尼の王は、 [5)(#1) 或る時、シュラーヴァスティー（舎衛

城）の近くにある偉大な園林・寺院、ジェータ園（祇園）において、弟子たちを伴い、

[6) また僧である比丘たち、比丘尼たち、優婆塞たち、優婆夷たち、また他の者たち

と菩薩たちを伴って、 [7) 一切の生類の益のために菩提行を明らかにし、正法を説き

示しつつ、照耀しながら、滞在されていました。 [8)

その正法という不死の甘露を飲まんとして、すべての衆が集まりました。 ［すなわ

ち］シャクラ（インドラ神）をはじめとする神々の王たち、梵天をはじめとする世界の

守護者たち、 [9) ダイテイヤ（阿修羅）の王たち、ガルダたち、龍たち、ヤクシャた
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ち、ガンダルヴァたち、キンナラたち、シッダたち、ヴィドゥヤーダラ（持明者）た

ち、羅刹たち、大通力者たち、 [10] 仙人たち、婆羅門たち、クシャトリヤたる諸王、

またヴァイシャたち、王子たち、大臣たち、輔臣たち、家来たち、 [11] 家長たち、隊

商主たち、商人たち、工芸の匠たち、都民たち、地方の者たち、村の者たち、また他

の者たち、山村の長たち（あるいは：巡礼たち）、 [12] — その場に集まり来た彼らす
べては、かの光輝に充ちた方（仏）、牟尼（聖者）を見て、右遡し、拝礼してから、近

づきました。 [13]

作法どおりに敬意を示して、欣然としてお辞儀し、合掌した彼らは皆、 ［仏の］まわ

りを取り囲んで、それぞれ［仏を］前に見ながら、近坐しました。 [14]

近坐した彼らすべての者を見ながら、かの世尊・牟尼は［四］聖諦からはじまる最高

の教えを説きました。 [15]

その法を聞いて彼らは皆、 ［教えに］覚醒させられ、 ［仏の］教えの勝れていること

を理解し、悟りを欲しました。 [16]

その都城ではプラセーナジット王がコーサラの国民たちと［住んで］いましたが、

其処に善逝（仏）がいない時期には、 ［王は］異教徒を信奉していました。 [17](#2)

しかし善逝が僧伽の人々を伴って、其処にやって来られると、かの光輝に充ちた方

（仏）をかの王はいつも常に信奉しました。 [18]

さて［仏が滞在されていた］その時、その地に或る一人の園T(園林で働く庭師）が

おり、林から新鮮な一本の蓮を取って、王に与えるため都城に入りました。 [19](#3)

其処の或る路上で、異教徒の在家信者が彼を嬉しげに見つけて、ただちに彼の前に

行って、その一本の蓮を求めました。 [20]

「おお、園Tさん、もしあなたにこの蓮を売ろうという気があるなら、あなたは通

常の値段を受け取って［それを］私にくれますか。」 [21]

そのように彼が求めるのを聞くと、 ［園丁は］心が欲にそそられて、 「もしあなたが

欲しいのなら、与えてもよいですよ」と、その［蓮］を与えようと欲しました。 [22]

まさにその刹那に、その場に、家長アナータピンダダ（給孤独長者）が花を求めて

やって来て、その園丁に尋ねました。 [23](#4)

「おお、園丁さん、もしこの蓮をあなたが売ろうと望むなら、あなたは二倍の値段

を受け取って、 ［それを］私に与えてくれませんか。」 [24]

彼がそう言うのを聞いて、その異教徒の在家信者も、その［言い値］より更に二倍

の値段で、その蓮を求めました。 [25]

そう、その者が求めたのを聞いて、かのアナータピンダダも、それより更に二倍の値

段でその睡蓮を求めました。 [26]

それを聞いて、高慢と衿持によって傲る心をもつその異教徒も、その三倍の値段でそ

れを得ようと欲しました。 [27]
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それを見て、家長たちの長であるかのアナータビンダダは［強く］意欲して、 ［更

に］四倍の値段でその蓮を求めました。 [28]

そのようにして、立派な人物である二人の家長は、十万［金］に達する値段をもっ

て、 ［互いに］その蓮を手に入れようと、かの園丁に求めました。 [29]

その［二人の有様］を見て、 ［値を］相互に増大させたかの園丁は、その両者に与

えることをしないまま、心で次の様に考えました。 [30](#5)

「この家長・長者・善慧者アナータビンダダは、軽率な方ではなく、とても心がしつ

かりした人で、堅実な性格をもち、聡明なお方である。 [31] [この方が］いったい誰

のために、この蓮をこれほどまでの値段で求めるのか。—きっとここには大きな理由

があるに違いない。それゆえ、それを尋ねて、善い徳性を求めている［ほうの］人に与

えることにしよう」 [32]

このようにその園丁は自分の心で熟考してから、 ［そう］意欲して、その異教徒をみ

つめると、丁重に次の様に尋ねました。 [33)(#6)

「さあ、そこなるお方よ。あなたは、何の目的で、この睡蓮をこれほどまでの値段

で買おうと欲されるのか。それをお話し下さい。」 [34]

そう彼が尋ねるのを聞いて、その異教徒は悦び、その園丁を見つめて、よく納得させ

るために語りました。 [35]

「シュリーの夫であり生類の主であり人々を悩苦せしめる者である、ナーラーヤ

ナ（ヴィシュヌ）に私は礼拝供養（プージャー）をするのです。そのために、この蓮を私

に与えてください。」 [36]

このように彼が語ったのを聞くと、その園丁は納得し、 ［次に］かのアナータピンダ

ダを見て、目的を尋ねました。 [37]

「おお、有徳のお方よ、あなたは何の目的のためにこの蓮を多大な価格をもって得

ようと欲するのですか。それを私に話してください。」 [38]

その言葉を聞いて、かの善慧者アナータピンダダはその園丁を見つめて、よく納得さ

せようと、語りました。 [39]

「善い哉、善い哉、大きな福分をお持ちの方よ、あなたのこの蓮を多大な価格で私

が欲する、その目的を語りましょう。お聞きなさい。 [40]

この世界でシュッドーダナの子（釈尊） ・転輪王・人民の王は、あらゆる有情を利益

するため、悟りを成就せんと意欲されました。 [41]

世界のあらゆる場所で、煩悩にかき乱されて心定まらぬ人々の中において、菩提行を

欠いた、野蛮な者たちの教えが現れて［広まった］時、 [42] [そのお方は］自ら菩提

行を堅持して、 ［正法を］明示せんと努力し、王国すべてとあらゆる所有物を捨てて、

[43] 離欲の［生活］法に依って、輪廻における享楽を欲することなく、ガヤーシール

シャ山に赴かれて、極めてなしがたい苦行を行い、 [44] その後、人々を益せんがた
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め、 ［苦行をやめて］立ち上がり、心を集中して、菩提樹の根元に坐ったまま、禅定に

専念され、 [45] その場所であらゆるマーラ（魔）の群と煩悩の群に勝利して、悟りの

知に達して、今やブッダとなられています。 [46]

そのお方は、ブッダ・生類の教師・生類の庇護者• 生類の師父（グル） • 生類の主・

生類の救済者・法王・牟尼の王、 [47] 一切智・善逝・光輝ある方・六神通を持つ者・

教導者・真実を語る方であり、大勇健者であり、真実の法と幸福を目的として持つ方

であり、 [48] [全身］遍くすばらしい姿かたちの体と、見目麗しい容姿を持ち、制御

された感官をそなえ、三十二相・八十種好に飾られている方であり、 [49] 世尊・光輝

に充ちた方・梵住者・徳性の蔵であり、一切の三界の支配者、あらゆる罪を滅除する

方であり、 [50] すべてのマーラ（魔）たちに打ち勝った方、阿羅漢、悟りへの道を示

す方であり、欲する物を与える方、施与者、如意宝珠の如き勝れた徳性の方であり、

[51] 清らかな戒を持つ方、浄行をなす方、忍辱の誓戒を保つ方、善慧者であり、あら

ゆる有情の益のために努力する方、煩悩無き方、一切智、善巧者であり、 [52] 定と三

昧を愛好する方、悟りの法を輝かせる太陽であり、智恵の蔵、大賢者、あらゆる学問

に精通した方であり、 [53] あらゆる方便と手段を知る方、誓願によって他者を救う方

であり、三界の勝利者、英雄、悟りの目標を完遂した者であり、 [54] 識の水波 (vi-

j証normi)の三昧に居る方、悟りの知という宝を持つ方であり、あらゆる有情を幸せに

する方、あらゆる相貌をもって自分の姿とする者です。 [55]

釈迦族の聖者（釈迦牟尼）、偉大なブッダ (mahabuddha)、最勝者たちの王 (jines-

vara)、如来は、あらゆる有情を益する目的で、あらゆる場所にやってこられ、 [56]

あらゆる人々を照らしながら、至る処で幸福を作って、この地にも、あらゆる有情に幸

せを作り出すためにやって来られたのです。 [57]

今、ジェータカ園の寺院においてサンガの者たちと共に、正法を教示しつつ、常に照

耀しつつ、滞在されています。 [58]

今、その方への礼拝供養（プージャー）を私はしたいと望むので、その目的のため、

多大な価格をもってこの蓮を求めているのです。 [59]

それ故、あなたは代金を受け取って、この蓮を私に下さい。欲するとおりの財を、あ

なたに［値を］まかせて、お与えしましょう。 [60]

もしも［仏への］浄信により、あなたがこれを与えてくれるのであれば、私はとても

喜ばされます。この福徳の異熟によって、あなたは菩提心を得ることでしょう。 [61]

どんな時でも善い世界に赴き、決して悪い世界に［生まれる］ことはないでしょう。

次第に菩提行を満たして（完成させて）、悟りすらあなたは得ることでしょう。 [62]

善き人よ、そのように考えて、もしあなたが悟りを願うなら、 ［あなたが］欲しいだ

けの財を受け取って、この［蓮］を私に与えてください。」 [63]
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― このように彼が請うのを聞いて、その園Tは喜悦して、寄る辺のない者たちの
庇護者たるその家長に、次の様に答えました。 [64](#7)

「ああ、ブッダという偉大な通慧者を、かつて見たことがありません。かくのごと

き［彼の］偉大な徳性も、私は聞いたことがありません。 [65] そのため、私はかの生

類の庇護主に会うことを欲します。彼の正法という不死の甘露を飲みたいという望みが

私に生じました。 [66] それ故［私は］自ら、其処に行って、かの仏・牟尼の王に対し

て、この白蓮をもって丁重に礼拝供養をしたいのです。 [67] それ故、善き人よ、あな

たは同情心により、生類の師父（グル）であるブッダのその隠棲処に私を連れていっ

て、正しい教えに［私を］繋げてください。」 [68]

そう彼が求めるのを聞いて、かのアナータピンダダは欣然とその園丁を見つめ、再び

次の様に語りました。 [69]

「善い哉、善い哉、大きな福分をお持ちの方よ、もしあなたが欲するなら、そのよ

うにしなさい。あなたは私と一緒に来なさい。かの牟尼の王に礼拝供養しなさ

い。」 [70]

そのように答えて、園丁を嬉しい気持ちにさせながら、かの家長は彼を連れて、

ジェータカ園の寺院に赴きました。 [71]

其処に彼と一緒にやって来ると、かの家長アナータピンダダは合掌し、かの生類の庇

護主（仏）にお辞儀をして、一隅に坐りました。 [72]

そこでかの園丁は、集会場の真ん中にお坐りになっている―—比丘サンガに囲まれて

手前におられる―—かの光輝に充ちた方・牟尼の王を眺めました。 [73](#8)

三十二相八十種好に飾られ、宝石の山のように輝き、 ［常光］一尋の光線に飾られて

いる［お姿］、 [74] [全身］遍くすばらしいかたちの肢体、見目麗しい容姿、澄んで

輝かしい感官をそなえた［仏］を見て、彼は喜悦してお辞儀し、三度の右遡を行ってか

ら、 [75] その蓮を前方に投ずると、欣然と合掌し、かの牟尼の両足に［脆いて］拝礼

し、其処で一隅に坐りました。 [76](#9)

［園丁に］投じられるや否や、その蓮はたちまち虚空に拡がり、一つの傘になって、

牟尼の頭上で［空中に］停まり、光り輝きました。 [77]

それを見て、その集会場の人々は皆非常に驚愕して、 「ああ、ブッダの偉大さよ」と

語って、浄信を得ました。 [78]

それを見て、かの園丁は大変な驚愕と歓喜の心をいだき、ただちに立ち上がり、師

の両足にひれ伏してお辞儀しました。 [79](#10)

そのように、彼は合掌しながら生類の師父（仏）の両足の蓮にお辞儀すると、 ［自ら

も］仏の境地を得ることが出来るように、心で［次の］誓願を立てました。 [80]

「この福徳の異熟によって、煩悩に満ちて堕落した、導き手のいない闇黒の世界にお

いて、善逝．勝者（仏）に私がなれますように。 [81] 生存の海を自ら越えることが出
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来ない者たちを越えさせる者、煩悩の海に沈んでいる者たちを救い上げる者、解脱させ

る者に、 [82] 教えによって安息を得ていない者たちに絶えず安息を与える者に、悟り

への道が見えない者たちに［道を］示す者に、私はなれますように。」 [83]

彼はそう思念し、誓願を立てました。するとその時かの一切智・世尊は悦んで、美し

い微笑を浮かべました。 [84](#11)

その微笑がなされた時、蓮のごとき牟尼の王（仏）の顔から、五色の美しい光線が三

界に［遍く］流れ出ました。 [85](#12)

下の方に行った光明は、地獄の全域をも照らし出して、浄福を作り、苦痛を消滅させ

ました。 [86]

その光明によって触れられたその地獄の住民たちは皆、苦から解放され、安楽を感じ

て、次の様に驚いて語りました。 [87]

「ああ、何という大きな安楽が今われわれに生じたことだろう。いったい、われわ

れはこの［地獄］から死没し［転生して］、どこか他の世界に生まれたのだろう

か。」 [88]

このような思いに包まれた彼らの心に、理解を生じさせるため、世尊は化身の仏を

地獄に向かって発出しました。 [89]

それを見ると、彼ら地獄に居る者たちは皆、非常に驚愕し、互いに見合って、再び次

の様に語りました。 [90]

「おいみんな、われわれはここから死没したのでもなければ、他の世界に行ったわ

けでもない。まさしくこの地獄に居るままであり、どこにも移動していないのだ。

[91] この曾て見たことがない人物がやって来られたので、きっと彼の威力によって、

今［われわれに］浄福が生じているのだ。 [92] この偉大な有情はきっとわれわれが苦

痛に悩まされているのをご覧になって、憐れみにより、遍＜救済するために、この地獄

に来られたのだ。 [93] それ故、われわれはこのお方に頼って、絶えず帰依をなし、い

つも信心をもって拝み、熱心に信奉しようではないか。」 [94]

このように話し合って、そのすべての地獄の者たちは納得するを得て、かの仏に帰依

をなし、嬉しい心で拝み、信奉しました。 [95]

その［仏を］信奉することから生じた福徳によって、そのすべての地獄に住する者た

ちはただちに善趣（善い諸世界）に去って、教えを［受ける］器量の者となりました。

[96] 

このようにして、その総ての光線は、地獄に居る者たち全員を救済してから、再び生

類の教師（仏）がおられるその地に戻りました。 [97]

また上の方に行ったその諸光線は八つの方角を輝き照らし、有頂天のきわまで輝き

照らしながら拡がりました。 [98](#13) そして幾つかの偽頌をもって、神の身体の快楽
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を楽しんでいるすべての神々に対し、遍く高らかに大音声をもって、次の様に勧言をな

しました。 [99]

「一切輪廻は無常、苦、空、無我である。このことを思い、いつも善き教法を熱心

に実行しなさい。 [100] さあ出離しなさい。取りかかりなさい。仏の教えに専念しな

さい。三宝に帰依して、絶えず熱心に信奉しなさい。 [101] この善逝の法をいっしんに

行う者は、輪廻における生を捨てて、苦を終わらせるであろう。」 [102]

この［偶頌の］音声を聞くと、すべての神々はよく理解するを得て、三宝に帰依し

て、ひたすら心をこめて信奉しました。 [103]

このようにして、その五つの光線はあらゆる人々と神々をも三宝に帰依せしめて、再

び牟尼のもとに戻りました。 [104](#14)

其処でそれらのすべての光線は一つに合して、ーかたまりになり、勝者（仏）を右遡

してから、彼の頂髯に再び入りました。 [105]

それを見て、かれら集会場の衆すべては甚だ驚きに打たれて、 「この牟尼の王は［こ

れから］何を御教示になられるのだろうか」と深く考えこみながら、坐っていました。

[106](#15) 

その時、かの具壽アーナンダは彼らが考えていることを思考して、立ち上がって合掌

し、お辞儀すると、かの世尊に語りました。 [107]

「世尊、あなた様はいかなる理由で微笑を発出されたのですか。あらゆる善逝（仏）

は原因なくして、決してお笑いになることはありません。 [108] いかなる理由• 原因に

より、あなた様がいま微笑を発せられたのか、その理由をこれらすべての衆は聞きたい

と望んでいます。 [109] 生類の師父よ、何の理由によってあなた様が微笑まれたのか、

どうかその理由をすべての衆にご教示くださり、理解させてください。」 [110]

このようにアーナンダが語ったのを聞いて、かの世尊・牟尼の王は、すべての衆を見

つめて、かのアーナンダに答えました。 [111](#16)

「アーナンダよ、それはその通りです。常にすべての仏・牟尼の王は、因と縁なくし

て、どこでもいつでも、決して微笑を発出することはありません。 [112]

さあ、あなたはこのことを見なさい。この善良な、浄信ある園丁は、浄い信仰心か

ら欣然として私に礼拝供養を行いました。 [113](#17)

この福徳の異熟により、この賢い園丁は菩提心を達成して、菩提行を行じながら、順

次に、 [114] あらゆる波羅蜜を満たして（完成させて）、あらゆるマーラたちに勝利

し、正等覚を達成して、無煩悩者・阿羅漢・牟尼の王・ [115] 十カ・生類の庇護主・

あらゆる有情を益する目的をもつ者たる、パドモツータラという名の仏・如来になる

でしょう。 [116]

この者は、私の正法の遂行において浄信を得た者として、悟りへの誓願を堅持して、

信仰心により供養をしています。 [117]
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同じ様に、信仰心により常に三宝に帰依し、信奉する人々は、皆、善逝の息子た

ち（仏弟子）になることが出来るでしょう。 [118]

そしてその者たちはあらゆる有情を益する目的で努力する、徳性の蔵である菩薩．

大士となることでしょう。 [119]

その後、すべての波羅蜜を順次に完全に満たし、悟りに達して、善逝（仏）にさえな

ることでしょう。 [120]

このように思惟して、輪廻において悟りの知を欲する者たちは、三宝への信奉をな

し、絶えず浄行を行うべきです。」 [121]

— 以上のように牟尼の王（仏）が教示されたのを聞いて、アーナンダをはじめと
する彼ら比丘たち、サンガに属するすべての者たちは、気づきを得て、歓喜しました。

[122](#18) 

あらゆる人々、その全員が、このように光輝に充ちた方（仏）が語られたことを聞い

て、三宝に帰依をなし、喜悦をいだき、信奉しました。 [123]

かの園丁は、このように師・牟尼の王が自ら、彼自身の授記をなさったのを聞いて、

歓喜し、非常に悦びました。 [124]

それ以降、かの園丁はいつも常に喜悦をいだいて、三宝への奉事をなし、菩提行を

実行した。 [125]

その［説法の］後、かのアナータピンダも、彼と一緒に歓喜して、かの生類の庇護主

（仏）にお辞儀して、自分の家に帰りました。 [126]

かの園丁は彼の家で妻と共に喜び、三宝に帰依して、絶えず浄行をなしました。

[127] 

その後、彼が善逝の教え（仏教）を実践していることを聞くと、かの異教徒の在家信

者は激怒して、 ［彼のもとに］やって来て、非難しました。 [128]

「おい、愚か者、悪人よ、どうしてこんな不善行をお前さんはしているのだ。完全に

お前さんは堕落した。地獄で苦しみを得るだろう。 [129]

なぜなら、 ［釈尊という］器ならざる者・邪行者・誤った教えを説く者に、お前さ

んは親近して信奉することで、大きな罪を積んでいる。 [130]

仏を尊崇する人々は、 ［死後に］善趣に行くことはない。彼らは悪趣（三悪道）だけ

に行き、たえず不善行をなすのだ。 [131]

いつでもどこでも、決してそれら［仏教徒］の家庭に幸せが生じることは無い。ラ

クシュミー（繁栄の女神）は［そこに］住むことがない。なぜなら法が滅び去っている

からだ。 [132]

あの乞食で食っている出家どもには全く善行が存在しない。どうしてお前さんは［釈

迦が］まるで正しい導師であるかのように、信仰心から絶えず敬っているのだ。 [133]
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この世で自ら破滅し、他の者たちも破滅させている、あの哀れな者は、非法を正法

だと言いながら、欺している。 [134]

あの者（釈尊）がどうして教師・善慧者・智者・法王・牟尼の王であるものか。あの

者は善人たちによって供養されるべきではない。悪見ある者として非難されるべきだ。

[135] 

このように、私は真実を告げているのだ、善行を欲するお前さんを益するために。

もしお前さんに法を欲する心があるならば、私たちの言葉を聞いて、実行しなさい。

[136] 

あの仏との交際を捨て、いっしんに聖地で沐浴してから、ブラフマー神・ヴィシュヌ

神・イーシャーナ（シヴァ）神を、作法どおりにいつも信奉しなさい。 [137]

この世でブラフマー神を尊崇するところのすべての梵行者たちは、清らかな心をもつ

幸せな者たちとして、神々の世界に赴く。 [138]

ヴィシュヌ神を常に尊崇する者たちは、悪趣に赴くことがない。必ず善趣に行き、人

間の王となる。 [139]

偉大なルドラ（シヴァ）神を尊崇する者たちは、地獄に赴くことがありません。あら

ゆる幸せを味わいながら、死後にシヴァの住まいに行く。 [140]

このように考えて、もしこの輪廻界において、お前さんが常に幸せを欲するならば、

これらの三世界主たちを常に供養しながら、信奉しなさい。 [141]

この私の言葉を聞いて、彼ら本当の導師（グル）である行者たちを信奉しなさい。彼

らの正しい教えを聞いて、絶えず浄い誓戒を行いなさい。 [142]

そのようであれば、この世できっとお前さんに常に幸せがある。死後に罪悪から解

放されて、神々の住まいに赴くことだろう。」 [143]

— 以上のように彼が語ったのを聞いて、かの園丁は怒り、その異教徒に対して憤
激し、非難して、次の様に語りました。 [144]

「ああ、このように何をお前さんは語るのか。私に二度とこの様に語ってはいけな

い。お前さんこそ地獄に行くことだろう、牟尼の王を非難するなんて。 [145]

聞きなさい、今ここで、私は仏の徳性を少し語ってあげよう。わずかな知性をもつ私

に、詳しく語ることがどうして出来るでしょう。 [146]

それでも、お前さんの理解のために、私はわずかな［知性］で語りましょう。聞いて

から、お前さんは熟考し、正しいか正しくないかを判断しなさい。 [147]

＊ 

［以下の第148~167詩節は、 Deviitisayastotra(= Devatiivimarsastuti)の

第1~第20詩節の梵文テクストの借用である］

仏・世尊のみが善い徳性をもち、ヴィシュヌは讃えられず、ハラ（シヴァ神）も、黄

金の胎（ブラフマー神）も［讃えられ］ない。しかるに彼らの麗しい行いの卓越した輝
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かしさを耳にして、どの者が徳性があり、 ［どの者が］そうでないかに［人は］考えを

めぐらせる。 [148]

振り上げたガダー（槻棒）をもつヴィシュヌは、非情の者たちを伴って、謳す者であ

る。ルドラは灰と不生者（ブラフマー神）の獨腰をもち、狂酔した者である。しかるに

ブッダは完全に寂静なる行為という卓越をもつ。我々は誰を供養しようか―とても寂

静なる者か、それとも寂静ならざる姿をもつ者か。 [149]

戦輪をもつかのくヴィシュヌ＞はドゥルヨーダナなどの王たちを減亡させた者であっ

た。ピナーカ（槻棒の名）をもつハラ（シヴァ神）はトリプラの破壊者であった。グ

ハ（スカンダ神）はクラウンチャを固い槍で刺し殺した。このブッダのみが純粋に、生

類に益することを願った。 [150]

「私にとって、こいつは苦しめられるべきであり、こいつは護られるべきであり、こ

いつは殺されるべきだ」―これが神々の最高者の行動のしかたである。至福（解脱）

と増進（繁栄）の幸せに益することを、ただ一つの思いとしてもつブッダにとって、敵

である者たちもおらず、好もしい者たちもいない。 [151]

ヴィシュヌの言葉は情欲などの悪徳から生まれ出たものである。またシャンブ（シ

ヴァ神）のそれ（言葉）は狂った振舞いをさせる。如来のそれはあらゆる悪徳を鎮め

る。ここであなた方は熟考すべきである、 ［それらのうちの］誰が、拝礼されるに価

する者なのかを。 [152]

一方の者は憐慇を捨てて、他者を殺すために努力するが、他方の者は救済のため

に、生類への憐れみにより、活動する。また一方の者は情欲を有するが、他方の者は

情欲から解き放たれている。その両者のどちらが供養に価するか、ここでよく考えて、

彼［の名］を言ってみなさい。 [153]

金霞を手にするシャクラ（インドラ神）、すきを手にするバラ（バララーマ神）、ま

た、戦輪の武器をもつクリシュナ、槍を手にするスカンダ、墓場を住所にして三叉戟の

武器をもつルドラ、―これらの、苦しみと恐怖によって特徴づけられた、憐慇無く、

子供っぼい、様々な武器をもつ、常に生き物を殺すために武器を振り上げる彼らを、

いかなる賢者が礼拝しようか。 [154]

［三叉］戟を持っておらず、とても快楽を楽しむ美貌の女を膝の上に載せておらず、

戦輪あるいは槍を、あるいは恐ろしい金剛を、あるいはすきを持っておらず、煩悩から

解放されており、利他の行為に熱心な思いをもっ、生類が依るべき処（帰依処）である

かの聖者（仏）に、私は依り処として近づいた（帰依をなした）。 [155]

ルドラは情欲のゆえに女を［膝に］のせ、残忍であり、羞恥心を欠いている。ヴィ

シュヌはより一層残酷であり、恩知らずな行為をし、スカンダは自ら親族を殺した。残

酷な顔をもつ女パールヴァティーはマヒシャを殺し、人間の脂肪と肉を食べる。ヴィ
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ナーヤカは飲むことを好む。 ［それにひきかえ］＋力はくつろいでいても、欠点のない

親友である。 [156]

私にとってかの世尊は親族ではないし、他の者たち（外道の徒）は敵ではない。或る

一人の賢者であっても、教師・三界の師父であって、言葉と善き行為における卓越した

偉大さを持つお方であることを聞いて、徳性の卓越を貪求するが故に、ブッダに私たち

は帰依する。 [157]

善逝（仏）は私たちの父ではないし、外道の徒は敵ではない。かの如来から施しが

私たちに与えられたわけでもないし、カナーダなどの［外道の徒］から［私たちは］何

一つ奪われたわけでもない。しかしながら、かの世尊・ブッダは専ーに生類の益をな

す者である故に、また［彼の］汚れなき言葉はすべての汚れ（煩悩）を取り去るもので

ある故に、私たちは彼に篤い信仰を捧げる。 [158]

絶えず［他者を］益することを願う者、いつも生類を助ける者であり、様々なかたち

の病に苦しむ生類を健康に戻す者、 ［おのが］掌のように隠されたあらゆる知の対象

を理解している者である、—その無比なる聖者に対して、善良なる篤い信心をもつ者

として、あなた方は帰依をなすがよい。 [159]

［礼拝を］真心をこめて［したわけ］ではなく、あるいはたまたま偶然に［行った

だけ］であるか、あるいは他人に従った［だけ］であるか、あるいは疑念をもちなが

ら［行った］湯合であっても、月のような『牟尼たちの王』 （仏）に礼拝をするなら

ば、そのような者たちであっても、神々の完全な幸福の達成を得る。 [160]

これはプラーナの聖典伝承であるが、生類から尊崇されるこのブッダとは、ハ

リ（ヴィシュヌ神）であるそうだ。 ［彼は］生類が生と老と災い（死）に支配されてい

るのを見て、憐れみから昇り出た釈迦族の月として、不屈の思いをもつ、人類の救済者

ガウタマとして、誕生なさった。かのお方が有益な教師であることを、今日いかなる愚

かな人々が理解しないのか。 [161]

貪りと眼りの故に、大地を奪うことに執着した思いをもつ者（ヴィシュヌ神）によっ

て、アスラとスラ（神々）の妻の掠奪［の行為］が、 ［彼の］欺詐ある性質として（詐

欺ある性質において）なされた時、非賢者性（愚者性）のゆえに解脱していない者である

ハリ（ヴィシュヌ神）は［多くの者により］供養されるべき・礼拝されるべき者とされ

た。 ［しかるに］愚かな迷妄に満ちた人々は、解脱している方であるブッダを礼拝しな

い。 [162]

四海という腰帯を［はちきれんばかりに］満たす臀部の重荷（重さ）によって動きの

鈍い［女である］偉大な大地を、かのバリはハリ（ヴィシュヌ神）に贈って、 ［その結

果バリは］悲惨な［状態］を得た。 ［一方］しかしアショーカ王は牟尼（仏）にわずか

な塵を与えたので、満ちた月の輪を超える［すべての］大地を得た。 [163]
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私は［意図的に］ブッダに味方するわけではなく、カピラなどの［異教徒］を憎んで

いるわけでもない。解脱をそなえた言葉をもつところのその者を受け入れるべきであ

る。 [164]

これらの者たちの中で、いずれかの者が確かに一切智であって、生類の利益のために

純一に広大な教えを説いた者であれば、その者こそが、甚だ思考の鋭い精神をもつ人々

によって探し求められるべき者である。残りの、無益な事柄を知る学者たちに何の用が

あろう。 [165]

どんなわずかな悪徳も無く、生類の利益のため、あらゆる徳性が有る者であれ

ば、-[たとえ］ブラフマーであれ、ヴィシュヌであれ、ギリシャ（シヴァ神）であ

れ、ハリであれ、一—そのお方が私の師であり、幸せをもたらす友である。 [166]

その方には悪徳が無く、あらゆる徳性が有り、一切智であり、生類の師であるか

ら、私はそのお方に帰依する。 [167] （文の借用が終わる）

＊ 

憐れみの眼差しでごらんになって浄福の中に生類をお護りになる方、私はその方に帰

依して、喜んで絶えず信奉します。 [168]

その方を見れば、清らかな心性をもつ彼らがとても清澄な気持ちになる、その善逝

にこそ、私は帰依して信奉します。 [169]

三界の生類を息子のように見守っておられる、三界の庇護主であるその方にのみ、私

は帰依して信奉します。 [170]

深い信仰によってその方に与えた［布施の］、その果が［私の］悟りの達成となるで

あろう、かの光輝に充ちた方（仏）にこそ、誠信（バクティ）をもって私は帰依して信

奉します。 [171]

その方から［いただく］教えという不死の甘露を飲んで、すべての有情が歓喜を得ま

す。法の保持者であられるその方のみ、私は頼って、信奉します。 [172]

その方への福徳の威力によって三界においてとても幸せなることができる、その善き

徳性をお持ちの方にこそ、私はかしずき、信奉します。 [173]

その方には煩悩が無く、あらゆる善き徳性がお有りになります。その、幸福の光を与

える方（仏）にこそ、私は信仰心をもって篤く信奉します。 [174]

仏こそ生類の教師、仏こそ生類の導師、仏こそ生類の庇護主、仏こそ牟尼の王です。

[175] 

それ故、私は全身全霊をもって仏に帰依します。信仰心によって法を得て、 ［やが

て］悟りを達成するために、信奉します。 [176]

仏に帰依をする者たちは、悪趣に赴くことはありません。罪悪から解放されて、幸せ

を味わいながら、仏の住まいに赴きます。 [177]
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善逝の言葉を聞く者たちは、悪趣に赴くことはありません。あらゆる点ですばらし

い幸福を味わいながら、スカーヴァティー（極楽）に赴きます。 [178)

ローカナータ（菩薩）を信奉する者も、悪趣に赴くことがありません。罪悪から解放

されて、安楽を味わいながら、神々の住まいに赴きます。 [179)

この三宝（仏・法・僧）は世界に生じた、善き徳性の源です。それに私は帰依して、

在家信者として信奉します。 [180)

この［行為］の福徳の異熟により、あらゆる有情を益することを目指す故に、順次

に菩提行を満たして、仏の位を私は得たいのです。 [181)

その時私は善逝となって、あらゆる有情の幸せを目的とする者として、有情たちを悟

りへと安立せしめてから、涅槃を得たいのです。 [182)

このように認識して、もしあなたも正法を欲するならば、三宝に帰依をなし、絶えず

熱心に信奉しなさい。 [183)

その福徳の異熟により、常に善趣に［赴き］、そして悟りに到達して、仏の位を得る

ことでしょう。」 [184)

— 以上のように［園丁が］語ったのを聞くと、その［異教徒の在家信者］は十全
な気づきを得て、異教徒の教えを捨てて、仏の弟子（声聞）になりました。 [185)

その時以来、いつも絶えず正法の聴聞を願う［彼］は、寺にやって来て、かの牟尼の

王（仏）を信奉しました。 [186)

— 以上、師がお教えになったことを私が聴聞したとおりに、そのままお話しまし
た。王よ、あなたも同様に、絶えず三宝を信奉しなさい。 [187)

大王よ、努力して民衆にも同じ様に覚知を得させて、悟りへの道に安立させ、一心

に［彼らを］護りなさい。 [188)

そのことの福徳の異熟により、あなたにはいつも至る処で幸せがあるでしょう。次

第に菩提行を完成させて、仏の位を得ることでしょう。 [189) 

— 以上のようにかの阿羅漢が説かれたのを聞いて、かの王は「そういたします」
と同意し、同座の者たちと共に、 ［その教えを］喜んで受け入れました。 [190)

もし最高の勝者（仏）が説かれたこの『園丁のアヴァダーナ』を聞いて、喜悦の心を

もち、信心により、幸せを願って、 ［他の人々にそれを］聞かせてあげるならば、彼ら

すべてはローカナータ・三垢の織悪に打ち勝った者・ 菩薩・大自在 (mahesa) として、

安楽を味わった後、必ず最後に、浄明の心で最高の勝者の住まい（極楽）に至るであろ

う。 [191)

『園丁アヴァダーナ』 (M甜kavad血a)終わる。第20章。

11-3. Avad血asataka第7話Padm晦と SMRAM第20章の比較
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上に梵文テクストと訳を示した SMRAM第20章M甜kavadanaの原話にあたる Avada-

nasataka (略号Avs)第7話の全訳を次に示したい。そしてその後に、それら二つの梵文

テクストを比較し、 SMRバd第20章の作者がどのように Avs第7話の資料を膨らませ

て、再話したのかを見てみたい。

アヴァダーナ・シャタカ第7話『蓮』 (Padm呻）和訳

SPEYER, ed., i.36.1-40.16 

#1 仏・世尊は、王や大臣や財産家や市民や長者（富商）や隊商長や神や龍や夜叉や阿

修羅やガルダやキンナラやマホーラガに敬意をもって遇され、重んじられ、尊ばれ、供

養されておりました。このように神や龍や夜叉や阿修羅やガルダやキンナラやマホーラ

ガに崇められる仏・世尊は、有名な大福徳者であり、衣服・施食・臥具坐具・病気治

療薬という［四種の］日常の必要な品を得ており、弟子たちの僧伽と共に、シュラー

ヴァスティー（舎衛城）にあるジェータ林（祇園） ・アナータピンダダ（給孤独長者）の

園林に滞在しておりました。

#2 世尊がまだ世に現れていない時、プラセーナジット王は花・焼香・薫香・花環・

香油をもって異教徒たちの神格 (tirthikadevata) に敬意を示しました。しかし世尊が世

に現れて、 『ダハラ経』 (36)の会話によってプラセーナジット王が教導され、世尊の教え

に対して信心を獲得した時、喜悦と満足を生じた［王］は、世尊の許に三度来詣して、

花・焼香・薫香・花環・香油をもって敬意を示しました。

#3 ある時、或る一人の園丁が一本の新鮮な蓮を手に持って、プラセーナジット王

の［用に資する］ため、シュラーヴァスティーに入りました。異教徒の在家信者

(tirthikopasaka)が［彼を］見て、尋ねました。 「この蓮を売らないか？」—彼は答

えました。 「よろしいですよ。」

#4 その者が買おうとすると、ちょうどその時、その場所に家長アナータピンダダが

やって来ました。その［家長］は彼よりも二倍の値段に上げました。すると相互に値

を競り上げていった二人は十万［金］にまで値を上げました。

36. この Dahara経はパーリ聖典では S31p.yuttanikiiyaのISagiithavagga, 3 k.osalas31p.yutta, (1) Dahara 

経にあたる (PTSedition, SN, I, pp. 68-70)。この経は恐らくコーサラ国王Pasenajiが釈尊と初め

て会見した時の会話を語るものであり、その釈尊との問答の結果、王は仏教の優婆塞になった。

この経の蔵訳とその研究については LeonFeer (1891), Avadiina,ataka, Cent legendes (bouddhiques), 

traduites du sanskrit, Annales du Mu涎eOuimet XVll, Paris, pp. 42-43を参照。
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#5 その時園丁は考えました。 「この家長アナータピンダダは軽はずみなことをする方

ではない。堅実な性格をお持ちの方だ。ここで（この購入にあたって）、きっと［この

ように行動する］原因がおありになるに違いない。」

#6 [こう］疑念を生じた彼は、異教徒を信仰するその男に尋ねました。 「何のため

にあなたはこのように値を上げるのですか。」—彼は答えました。 「私は世尊ナー

ラーヤナ（ヴィシュヌ神）のためです。」ー ［次に］アナータピンダダは答えまし

た。 「私は世尊ブッダのためです。」 園丁は尋ねました。 「そのブッダと称する方は

何者ですか。」ー そこでアナータピンダダは詳しく彼にブッダの徳性を語りました。

#7 すると園丁はアナータピンダダに言いました。 「家長よ、私はまさに自ら、かの世

尊に敬意を払うことにいたします。」— そこで家長アナータビンダダは園丁を連れて

世尊の許に行きました。

#8 園丁がブッダ・世尊にまみえると、偉大な人物がもつ三十二相に飾られ、八十の副

次的な特徴（種好）で身体が輝き、 ［全身から発する］一尋の光で飾られており、千個

の太陽にまさる光輝をもち、動く宝石の山のように、どこから見ても美しい［姿］で

した。

#9 [その姿を］見てただちに園丁はその蓮を世尊の上に投じました。すると投げら

れた途端、 ［それは］荷車の車輪の大きさになり、世尊の頭上で［空中に］停まりま

した。

#10 その時かの園丁はその神変を見て、一本の根元を切られた木のように世尊の足下

にひれ伏すと、合掌し、思念を強めて、誓願［の言葉］を語り始めました。 「この善

根により、発心により、施物を喜捨することにより、導師のいない、導き手のいな

い、闇の世界において、ブッダに一救われていない有情たちを救う者、解脱してい

ない者たちを解脱させる者、安息を得ていない者たちに安息を与える者、般涅槃してい

ない者たちを般涅槃させる者に、私はなれますように。」

#11 その時世尊はその園丁がもつ原因の相続の流れと業の相続の流れを知って、微笑

みを浮かべました。

#12 これは法性（常法）なのですが、仏・世尊たちが微笑を表す時は、 ［必ず］青・

黄・赤・白の光線が口から発せられ、ある光線は下方に行き、ある光線は上方に行き

ます。下方に行った［光線たち］は、等活・ 黒縄・衆合・ 叫喚・大叫喚・焦熱・大焦

熱・阿鼻（無間）、アルブダ・ニラルブダ・アタタ・ハハヴァ・フフヴァ・青蓮華・ 紅

蓮華・大紅蓮華の諸地獄に行きますが、 ［その光線たちは］熱地獄では冷たいものに

なって落ち、寒地獄では暖かいものになって落ちます。そのことによってそれらの有情

たちの格別な苦しみが和らげられます。彼らは考えます、 「君たちょ、いったい私たち

はこの［地獄の］世界から死没したのだろうか、ああひょっとすると別の世界に生ま

れたのではないだろうか」と。 ［その時］世尊は彼らに浄信を生じさせるために、化
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身（化仏）を発出して派遣します。その化身を見て、彼らは考えます。 「君たちよ、私

たちはこの［地獄の］世界から死没したのでもなく、別の世界に生まれたのでもな

い。そうではなく、この未だかつて見たことがない一人の有情がおられるが、このお

方の威神力のおかげで、私たちがもつ格別な苦しみが鎮められたのだ」と。—彼ら

は化身［の仏］に対して浄信を得た故に、地獄で苦を受けなければならないその業を

減ぼして、天や人間に再生を得て、そこで真理を受けとる器量がある者となります。

#13 上方に行ったその［光線たち］は、四大王・三十三・ヤーマ・兜率・ 化楽• 他化

自在へ、梵衆・梵輔・大梵へ、少光・無量光・極光浄へ、少浄・無量浄．遍浄へ、無

雲・福生・広果・無煩・無熱・善現・善見・色究覚の諸天へと行き、 「無常なり、苦

なり、空なり、無我なり」と音声を響かせます。そして［光線たちにより次の］二偶が

説かれます。

「始めなさい。出離しなさい。仏の教えに専心しなさい。

象が薦の小屋をなぎ倒すように、死魔の軍隊をなぎ倒しなさい。 (7.1)

この［仏の］教法と律において怠ることなく行ずる者は、

再生と輪廻を捨てて、苦を終結させることであろう」と。 (7.2)

#14 それらの光線は三千大千世界を経巡ってから、世尊へと、次々に背後から追随し

ます。もし世尊が過去の業を記別しようと欲する場合は、 ［光線は］世尊の背後で消え

ます。未来の業を記別（予言）しようと欲する場合は、世尊の前で消えます。地獄への

誕生を記別しようと欲する場合は、足の裏で消えます。畜生への誕生を記別しようと欲

する場合は、踵で消えます。餓鬼への誕生を記別しようと欲する場合は、足の親指で消

えます。人間に生まれることを記別しようと欲する場合は、両膝で消えます。 ［軍事］

カの転輪王（下級の転輪王）としての王位［に就くこと］を記別しようと欲する場合

は、左の掌で消えます。転輪王としての王位［に就くこと］を記別しようと欲する場合

は、右の掌で消えます。天への誕生を記別しようと欲する場合は、腑で消えます。声聞

の悟りを記別しようと欲する場合は、口で消えます。独覚の悟りを記別しようと欲する

場合は、白竜で消えます。無上正等覚を記別しようと欲する場合は、頂髯で消えます。

その時、その光線たちは世尊を三度右遡してから、世尊の頂響で消えました。

#15 するとその時、具壽アーナンダは合掌して［仏に次の一詩節をもって］尋ねまし

た。

「多様で千の色合いがある色とりどりの［光の］帯が、御口から輝き出て、

それによってあらゆる方角が遍＜照らされました、

あたかも昇りつつある太陽によるかのように。」 (7.3)

［さらに次の］偶頌を語りました：

「傲慢さをもたず、意気消沈も傲りもない方たち、
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世界で最高の原因であられている、 ［死魔という］敵を減ぼした勝者である

仏たちは、原因理由なくして、法螺貝や蓮の繊維のように真っ白である微笑を

お示しになることはありません。 (7.4) 

英雄よ、知性によってその時機［の到来］を自ら理解して、

望んでいる聴衆のために、沙門よ、勝者たちの王よ、

堅固で浄らかな最高の言葉によって、聖者中の最勝者よ、

［聴衆に］生じた疑いを取り除いて下さい。 (7.5)

海や山王のように心が不動である、覚者たち、救い主たちは、

理由なく微笑をお示しになることはありません。

なにゆえに心堅固な者たちが微笑を示されたのか、

それをかの大勢の人々が聞きたいと願っております」と。 (7.6)

#16 世尊は答えました。 「その通り、アーナンダよ、その通りです。無因・無縁の微

笑を如来・ 阿羅漢・正等覚が表すことはありません。

#17 見なさい、アーナンダよ、この園丁は私にこのような供養をしたのです。」

「おっしゃる通りです、大徳よ。」一 「この園丁は、この善根により、発心により、

施物を喜捨することによって、三阿僧祇劫かかって達成される［仏の］悟りを獲得し

て、大悲が染み込んだ六波羅蜜を完成させて、パドモッータラという名の正等覚者に

なることでしょう、 ［仏としての］十力をそなえ、四無所畏（四種の説法の自信）、三

不共念住（三種の特別な『専念の確立』）、大悲をそなえた者として。私に対する浄信の

心、それが彼の施物なのです。」

#18 このように世尊は説かれました。感激した彼ら比丘たちは世尊のお説きになっ

た［教え］を喜んで受け入れました。

＊
 

以上がAvs第7話『蓮』の全訳である。訳にある＃番号は、 SPEYER校訂の Avsのテク

ストを私が切り分けて付けた paragraphnumberであり、対照の便宜のためにテクストを

細かく分割して付けた番号である。 SMRAM第20章M韮kavad血a(略号S20)は上述の

如く Avs第7話に基づいているので、 Avsに付したその＃番号を使って、以下のような

Avs第7話と S20の内容的対応を示す対照表を作成した。

Avsの＃番号の後に、その箇所の SPEYER本の巻・頁・行と段落冒頭の語を（例えばi.36.2-6

buddho bhagav助のように）示し、その次に＝を挟んでその段落に内容的に関係する S20の該当

箇所を versenumberで挙げる（例えば=S20 vv.5-16のように）。また記号のOはAvs7の内容が

S20の詩形改稿において膨張している箇所を示す。◎は異常に膨張している箇所を示す。
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Avad函砥ataka(SPEYER) M皿 avad函a

#1 i.36.2-6 buddho bhagav函［…］ = S20 vv.5-16 

゜#2 i.36.6-9 yada bhagaval111 [ ... ] = S20 vv.17-18 
#3 i.36.10ー11ath助yatama[ ... ] = S20 vv.19-22 
糾 i.36.11-13sa kretuk血 o[…] = S20 vv.23-29 

゜#5 i.36.13-37.2 atharamikasyaitad [ ... ] = S20 vv.30-32 
#6 i.37.2-5 tena s岬 sayajatena[…］ = S20 vv.33-63 

゜#7 i.37.5-7 tata西iimiko[…］ = S20 vv .64-72 
#8 i.37.7-10 dadar俎ramiko[…］ = S20 vv.73-75 
#9 i.37.10-11 sahadar紐naeca […］ = S20 vv. 76-78 
#10 i.37.12-16 atha s面月mikas[…] = S20 vv. 79-83 
#11 i.37.17-18 atha bhagav抑s[…] = S20v.84 
#12 i.37.18-38.10 dharmata khalu […］ = S20 vv.85-97 
#13 i.38.10-39.4 ya upari~tad [ ... ] = S20 vv.98-103 
#14 i.39.5-15 atha ta arci~as […］ = S20 vv.104-105 
#15 i.39.15-40.8 athayu~m函［…］ = S20 vv.106-110 
#16 i.40.9-10 bhagav血助a[... ] = S20 v.111-112 
#17 i.40.10-15 pasyasi tvam [ ... ] = S20 vv.113-121 
#18 i.40.16 idam avocad [ ... ] = S20 vv.122-186◎ 

以上の両者の対照から、 S20は、その最初と末尾にある『枠』物語の部分 (vv.1-4と

vv.187-191)を除いて、全体的に Avs第7話『蓮』の原話を種本として再話していること

が確認される。

ここで、上記の表において0(小膨張）と◎ （大膨張）の印をつけた五つの膨張箇

所について、説明しよう。

Avsの#1にあたる、 S20の小膨張箇所vv.5-16: Avsの#1は釈尊が或る時舎衛城の祇

園精舎に滞在されていたことを語るが、 S20では釈尊が祇園精舎で説法をされたその

時、聴衆として集まって来た生類の多種多様さが述べられ、説法を聞いた全員が悟りを

願う者になったことを語る。これは形式的な章の出だしであり、他の章の冒頭部分と類

似する。

Avsの#4にあたる、 S20の小膨張箇所vv.23-29: Avsの#4は、園丁が持つ 1本の蓮を

手に入れようと、異教徒の在家信者とアナータピンダダ（給孤独長者）が相互に競い

あって買値を上げていって、十万まで値が上がったことを簡潔に記す。それに対して

S20は、その値を上げる二人の有様をもっと具体的に生き生きと語る。
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Avsの#6にあたる、 S20の小膨張箇所vv.33-63: Avsの#6では、異教徒の在家信者と

アナータピンダダに対して、なぜ蓮に対してこれほどの値でも買おうとするのかを園丁

がそれぞれに、その理由を尋ねる。 S20では同じその二人への質疑応答について、特に

アナータピンダダが答えた言葉の内容を、大きく膨張させている。すなわち、その蓮の

供養の対象であるブッダという人物がいかに偉大な人物であるかを、アナータピンダダ

は園丁に熱意をこめて詳しく語る。ブッダに関するこのアナータピンダダの熱心な語り

は、園丁が自ら釈尊に蓮を供養するように決意することに導く原因となるため、園丁

が蓮を売るのをやめて自ら釈尊に会ってその蓮を捧げて説法を聞きたいと決意するに

至ったことの、話の流れの説得力を増すために、この箇所をS20は膨らませたのであろ

゜
ぷ
ノ

Avsの#18にあたる、 S20の大膨張箇所vv.122-186: Avsでは#17で園丁が釈尊から授

記を得たことを語り、それで話は完結する。最後の#18は、定型文の「このように世尊

は説かれました。感激したそれらの比丘たちは世尊のお説きになった［教え］を喜ん

で受け入れました」という文をもって、この話を締め括るにすぎない。それに対して、

S20はそのようなかたちで話を終えずに、 Avsには無かった新たな話の展開を付け加え

る。園丁が仏教徒になった後、園丁のもとに異教徒の在家信者がやって来て、園丁を非

難する。このようにS20では異教徒の在家信者が再登場し、その信者と園丁の間に長い

会話がなされる。園丁は異教徒の信者に対して、いかに仏・釈尊のほうがヒンドゥー教

の神々よりも勝れているかを説法するが、その説法の中において、 sa油arasvaminのDe-
vatisayastotra (= Devatavimarsastuti)の20の詩節が利用されている。園丁のその説法の結

果、その異教徒が仏教に改宗したことを物語って、 S20は終わる。このように、釈尊の

説法の後に起こった別の出来事によって話の最後が大きく膨んだかたちになっている。
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第二部

ネパールの梵文仏伝の研究：

Tathagatajamnavadanamfila第14章

『［菩薩が］技芸と一切の学問を示しヤショーダラー

女宝と夫婦になる品』 後半部分

昨年に発行された『南アジア古典学』 14号にネパールの仏伝アヴァダーナマーラーで

ある TJAM第14章の前半部分（第1-244偽）の校訂・翻訳を発表したので、今回はそ

の続きとして、第14章の後半部分（第245-383偶）の校訂・翻訳を示したい。

1. Tathiga叫amnivadanamalる第14章後半の校訂

略号 A=NGMPP A 123/5 [a ms of TJAM, = BauDV 51(87)] 

B = NGMPP B100/2 [a ms ofTJAM, = BSP ca266(3-14)] 

D = NGMPP D43/4-44/l (rephotograph = E 1321/2) 

H = HoKAZONo's Lalitavistara edition, 1994 

L=LEFM心1N1sLalitavistara edition, 1902 

TJAM = Tathagatajanmavarliinamiila (= Padya-Lalitavistara) 

Tathiigatajanmiivad血amiilii14 

Silpakaliisarvavidyiis岬 darsanayasodhariistriratnasamagamaparivarta

A 82al-93b4; B 122a3-139b4; D lllb6-128a9<37> 

以下のテクスト中の［］の数字は A写本の葉を示し、例えば [82b]はA写本の第82葉の裏面で

あることを示す。また TJAMテクストがLalitavistaraの内容と密接に関係する箇所では、その詩

節の右側に：：：：という「類似」を意味する記号を使って、 Lefmann(略号L) と外薗幸一（略号

37. 本章のテクスト校訂においては主に A写本と B写本を用いたが、 A写本 (Jayamuni筆写写

本）が底本となる。 B写本は A写本から派生した粗悪な伝承本であると思われる。また B写本

以外に、必要に応じて D写本（系統的に Bと同じであるがもっと粗悪な伝本）も参照した。
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H)の両方のLalitavistara出版本(38)の参照すべき箇所を示した。例えばH552(vs.)1とあるのは外

薗本の552頁の第1詩節をさす。 (vs.)は詩節を意味する。またH550.3-4とある湯合は、散文の箇

所であり、外薗本の550頁3-4行を意味する。

(The second half of the chapter 14) 

[89bl]{l33a8} tato'pi tail,i kum函ai}:lsa kumaro lailghanadi~u / 

kr暉suplavite vapi javite'pi jayarp. yayau // 245 

etatsarv却 sam拙okyasarve deval,i pramodit曲I

gaga1;tasth曲pra1;tatvainarp.punar evarp babha~ire // 246 

d面asuak~amaviryadhyanapraj証ntap如ag曲 I

caturbrahmasamac血obhadrasrisadgu1;talcaral,i // 247 

bodhisattvo mahabhijfial,i sarvasattvahitarthabhfl / 

nirmalaparisuddhatma suvisuddhatrim疇 alal,i// 248 

etan eva gu1;t恥 asyagrhasritasya sanmate}:l / 

yiiyarp sarve samalokya vismayaqi samupagatal,i // 249 

ay岬 hik~a1;tamatre1;ta dasadik~u samasthitan / 

sarviin buddhan samabhyarcya pra1;tatva ca samavrajat // 250 

buddhak~etre~u sarve~u sarvadravyabhivar翌1,1.ai}_l/ 

sarviiqil lokiin yath放amaqis叩1to~yasusam函arat// 251 

asyagatiqi gat面capina yiiy叩1hi praj却atha/

evam ayarp. mahasattvo bodhisattv曲S皿叫dhim血 //252

asyatra sad函al,iko'sti tad bhajadhvaqi sada muda / 

ye bhajanti muda hy asya na te gacchanti durgatim II 253 

ayaqi du~ 豆nhi nirjitya sarv却 sattvanprabodhayan / 

bodhim函geprati~ 血apyaprac即ayetsusaqivare // 254 

ity evaqi gadiはqidevair nisamya te n呼 daya}:l/

sarvaloka muda tasya bhajanotsahino'bhavan II 255 

evarp sarvarthasiddho'sau bodhisattvo maharddhik曲I

固<;tane~vapi sarvatra vis速ojayita babhau // 256 

tat曲sarve'pi緑kyaste madamanatigarvita}:l / 

:::: L 151.17-18; H 582.9-10. 

38. S. Lefmann (1902, 1908): Lalita Vistara. Leben und Lehre des Siikya-buddha, erster Teil: Text, 1902; 

zweiter Teil: Varianten-, Metren-und Worterverzeichnis, 1908, Halle. 外薗幸一(1994):『ラリタヴィ

スタラの研究 上巻』、大東出版社。
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ir~y狛at邸ayastatra sabhay面 evamabruvan // 257 

yad visi~!al;t kum郎o'yarp.緬strasilpakalasvapi / 

yuddhe'sya balaviry両idr邸μimicch却1ahe'dhuna// 258 

iti taduktam取arI_1yabodhisattval} sa sanmatil} / 

sarvafi ch政yakumar助 tans抑 P函yannevam abravit // 259 

yfiyarp. sarve maya s助dharp.yuddharp. karturp. yadicchatha / 

tad yu~mabhil;i sahaiko'harp. sarvair yoddhurp. samutsahe // 260 

iti taduktam放arI_1yasarve幽 yakuma[90a]rak的／

tenaikena kum面eI_1asaha yoddhurp. samutthital} // 261 

tatraikante suviro'sau bodhisattval} samasthit曲／

sarve甜kyakum血 sta ekatra samupasrayan // 262 

tatradau nanda函andaubhav abhigatau yudhi / 

p両inabodhisattvena *sp評iaveva nipetatul} // 263 

tadd困vasamah却血devadatto'tigarvital}/ 

tridha prad曲il].ilqtyasarvarp. tadraiJ.gamaI_1Qalam // 264 

nisitasirp. *samuddharya bodhisattvasya sarp.mukham / 

vegenabhyapatann agre bhrtibhaiJ.gavilqt函anal}//265 

tarp. d困vasa mahasattv曲kum如ii}sarp.smi血 an曲I

::::: L 152.8-9; H 584.2-3. 

=:: L 152.9-11; H 584.3-5. 

:::: L 152.11-14; H 584.5-8. 

:::: L 152.14-16; H 584.8-11. 

::: L 152.16-17; H 584.11. 

atr函taeva sarp.pasyan grhitva dak~ap両ina//266 ョL152.17-19; H 584.11-13. 

salilarp. gagaI_1e traidharp. parivartya mahitale / 

nik~ipya maitracittena nirm恥avadanamvyadhat // 267 ::::: L 152.17-19; H 584.11-13. 

na tasya manin曲kayekificid badham ajayata / 

bodhisattv函ubhavenasukhataivabhyajayata // 268 ::::: L 152.19-20; H 584.13-15. 

tata}:l sa bodhisattvas t却 sarv証 ch肱yakum即akan/

saiμvik租bhimukhaiμsthitvavihasann evam abravit // 269 ::::: L 152.21; H 584.16. 

alam evaqi.vivadena yadi yoddhutμsamicchatha / 

sarva e紅bhavanto'trayfiyam agacchata drutam // 270 ::::: L 152.21-22; H 584.16-17. 

iti tenodi血μsrutvasarve te sastrap函ay曲／

S岬 mukh岬 bodhisattvasyaprabhyapatan pragarvita):i // 271 ::::: L 153.1; H 584.16. 

tan sarvan sa mah函attvosamik~ya dak珂ap両ina/

grhitva maitracittena nirmanan amitan (?) vyadhat // 272 

evaqi. sarve kum血 ste bodhisattvena pal).ina / 

*spr~ta evatimohandha nipetur bhutale kramat // 273 :::: L 153.1-3; H 584.18-20. 

tat samik~ya sura¥) sarve gagai;iasth曲pramodita¥)/ 
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hihtk如am. pramuncanto t岬 praQatva1vamabruvan // 274 ヨJ153.4-6; H 584.21-23. 

yavanto'tra mah珈 allamahaviryabalotka匡}:l/ 

te sarve'nena saqispr~ta mpateyu}:l pramohitah // 275 ：：：：： L 153.7-10; H 585-586(vs.)29. 

mervadin parvatan sarvan kum恥oviryav助 ayam/

grhitvap取1inamardyakuryad rajomay助 clrutam// 276 ::::: い53.12-14;H 586(vs.)30. 

e~a maitrabalenaiva jitva sarvan kutirthik面／

sarvan sattv菰 chubedharme pracarayet prabodhayan // 277 

sarvajagaddhiほrthena[90b] jitva mar証 sudurjan恥／

arhan s叩 bodhim瞬 dyas叩 buddho'pibhavi~yati // 278 

ity uktva te sur祉sarvedivyapu~papravar~ai:iai~/ 

bodhisattvaqi tam arcitva divi gatvaivam ficire // 279 

tadd諄tvamanuj甜sarvesuddhodanadayo n呼~/

samantrijanapauras ca prabhyanandan savismaya~// 280 

athas放yamahes軸 yodai:ic;Iapai:iir vicak羽n曲／

:::: L 153.15-18; H 586(vs.)31. 

sarvafi chakyakum面抑S血 samiilnantryaivamabravit // 281 :::: い53.20;H 586.12. 

d困amasyakum如asyabalaviryapar非ramam/

tavad yfiyam isuk~epe darsayata parakramam // 282~L 153.20-21; H 586.12-13. 

iti tenodi血psrutva sarve te品kyanandan曲I

evaqi khalv ity agarjanta madam却atigarvita~//283 

tatra dvikrosayor bheri lohamayi mahattari / 

面andasyamahabuddher i~ulak舜 nidhapita// 284 

tatha ca devadattasya yojane sthapitabhavat / 

tatha sundaranandasya~ 叫sukrose~u ropita // 285 

tat証 sarpsthapiほbheridai;i中pai;ierdviyojane / 

tatha ca bodhisattvasya dasakrose~u ropita // 286 

tadante saptatala ca s平 thapitamahattarI / 

ayomaya varahasya pratima yantrasarpyuta // 287 

tatranando dhanur dhrtva prathamarp b両amak~ipat / 

tena prabhedita bherI dvikrosasthaiva napara // 288 

tato dhanu]:i samadaya devadatto'k~ipac charam / 

tena prabhedita bherI yojanasthaiva napara // 289 

tata]:i sundaranando'pi dhanur dhftvak~ipac charam / 

tena prabhedita bher討a釦osasthaivanapara // 290 

tato dhanu]:i samadaya dai;i<;labhrd ak~ipac charam / 
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::::: L 154.1-3; H 586.15-16. 

:::: L 154.3-5; H 586.16-18. 

:::: L 154.5-6; H 586.18-19. 

:::: L 154.6-7; H 586.20-21. 

:::: L 154.7-8; H 586.21-22. 

:::: L 154.8-9; H 586.22-23. 



tena dviyojanasthaiva bherI bhinnii na ca.para II 291 

tatal_l sarviirthasiddho'sau kurniiral_l sarp.srnitiinanal_l / 

taddhanul_l svayarn iidiiya priiropayiturn iirabhat // 292 

tad gr血viikurniire1_1a bodhisattvena niimitarn / 

~L 154.9-10; H 586.23-24. 

::::L 154.10-11; H 586.24-25. 

sasabdham abhavac chinnarp. tato'nyac *ca tathiibhavat // 293 ::::: い54.10-11;H 586.24-25. 

evaqi yad yad dhanus tasya kurniirasyopaniimitam / 

tat tat tena kum面ei;tanamite'bhfit trikhai;t曲tamII 294 

tat曲sa[91a]rv証 asiddho'saubodhisattvo nn>lidhipam / 

janakam t岬 samalokyavihasann evam abravit // 295 

astiha nagare ta.ta dhanur anyan mahattaram / 

dr<;lhatararp. mahasararp. yan may血opit抑 sahet//296 

iti tenoditarp. srutva suddhodano naradhip曲I

tamatmaj叩 mahasattvarp.sarp.p砥yannevam adisat // 297 

asti putra kumaratra pit血 ahasyate dhanu):i / 

devakule prat速hapyagandhamalyaiJ:i sad助citamII 298 

iti pitroditarp. srutva kum血曲sasmit面an曲／

pitar叩 tarp.mah血 garp.s呻 pasyannevam abravit // 299 

aniyatarp. mamagre tad dhanu}:t s呻 ahanoriha/

aham arop叩arp.切vapfirayi~yami bhupate // 300 

iti taduktam放紅i;tyasuddhodano naradhipa}:t / 

sahasa balino lok面 sam函 antryaivamadisat // 301 

bhavanta}:t sahasa gatva devakule'rcitarp. dhanu}:t / 

血 yasyakum如asyasamup面ayatagrat曲//302 

iti rajfia samupadi~ 血rp.srutva te balino jan助／

sahasa devakule gatva taddhanu}:t samupanayan // 303 

tadd困vasamupanit叩 sarvete絃kyanandan助／

samutthaya samadaya p面 opayitumudyaほ}:t// 304 

parei;tapi prayatnena vyayacchant砥ciradapi / 

liropiturp. na sekus te tat sarp.pfirayit叩 kuta}:t// 305 

tato dr羽vamaham却id叩i;Iap両i}:tsamutthitaJ:i / 

taddhan呻sahasotthapyapr面opayitumudyata}:t // 306 

parei;tlipi prayatnena vyayacchann api tad dhanu};l / 

utthapy函opiturp.naiva seke pfirayiturp. kut曲//307

tata}:t sarv面thasiddho'saubodhisattva}:t sam政~yatat/ 
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::::: L 154.10-11; H 586.24-25. 

:::: L 154.12; H 586.25. 

:::: L 154.12-13; H 586.25-588.1. 

:::: L 154.13; H 588.1-2. 

:::: L 154.13-16; H 588.2-5. 

::::: L 154.17; H 588.6. 

:::: L 154.17; H 588.6. 

~L 154.18; H 588.7. 

::::: L 154.18-20; H 588.7-9. 

::::: L 154.18-20; H 588.7-9. 

:::: L 154.20-22; H 588.9-11. 

~L 154.22; H 588.11. 



iisaniisina eviisu grhitvii viimap面inii/

dak~aik助gulin畝opyasasabdam samapfirayat // 308 

tad面op叩anirgho~a111srutvii sarve vikampitii]:t / 

kasya誌agho~a udbhfita ity aprcchan parasparam // 309 

siddh函thenakum函e1;tanfinam血opita111dhanu]:t / 

tasyiiy呵1sabda ity uktvii te tad dra~!U111 mudiicaran // 310 

tadd評!Viigag叩却niidev曲sarvepra[9lb]vismayii]:t / 

hthik函岬mahiiniid叩 muiicantaevam abruvan // 311 

yathiinena suviryei;ia dhanu]:t smp.pfirita111 laghu / 

tathii m西恥vijitviibhipriiya111s呻pfirayi~yate// 312 

tat samik~ya nisamyiipi sarve lokii n呼day曲／

sacitrahar~itasviint祉 priibhyanandanprasiidit祉//313 

tata]:t sarv面thasiddho'saukum面aiisanotthita]:t / 

dhftvii dhanur i~uk~epa111 cakara miinasa111 yathii // 314 

tatprak~ipta i~ur bhittvii sarvii bherir api drutam / 

dasakrosasthiほ111bheri111 saptatiila111 nirantaram // 315 

variihapratima111 ciipi yantrayuktiim ayomayim / 

bhittvii bhfimipravi~!o'bhfit tatra kfipa]:t pravartita]:t // 316 

adyiipi suprasiddho'sti sarakfipa iti smrta]:t / 

parisuddhiimbus抑 pfir1;tomahiitirtho viriijita]:t // 317 

tats皿 yanisamyiipi suddhodaniidayo DfPii):t / 

lokii嘩 yak.um血 ste sarve'tivismaya111 yayu]:t // 318 

tata]:t sarve'pi te幽 yiivismay政riintamiinasii):t/ 

hih証 a111pramuiicanto mitho viksyaivam abruvan // 319 

甜carya111yad anenaiva na niima yogyat訂qtii/

id汰silpakaliipasca sarvii vidy曲pradarsitii]:t// 320 

tac chrutvii gag叩asthiiste dev助suddhodanrupDfPam / 

sa幽 yajanakiiya111ta111 samiimantryaivam abruvan // 321 

kim atra vismay叩 riijanyad e~a bodhim叫 ape/

pfirvabuddhiisaniisino grhitvii samatha111 dhanu]:t // 322 

細 yanairiitmyab両enahatvii klesiin mahadripfin / 

d面~iila111ca vicchidya jitvii m面aga1;tiinapi // 323 

asokii111 viraj函 bhadra111saddharmasrigui;i菰ariim/

sambodhim api sa111priipya saugat叩1padam iipsyate // 324 
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::::: L 154.22-155.2; H 588.12-14. 

:::: L 155.3-5; H 588.14-16. 

:::: L 155.5-6; H 588.16-18. 

:::: L 155.6-9; H 588.18-20. 

:::: L 155.10-13; H 588(vs)32. 

zL 155.14-15; H 590.1-2. 

:::: L 155.15-17; H 590.2-4. 

:::: L 155.17-19; H 590.4-6. 

::::: L 155.19-20; H 590.6-8. 

::=L 155.20-22; H 590.8-10. 

:::, L 155.22-156.1; H 590.10-11. 

:::: L 156.1-2; H 590.11-12. 

::::: L 156.2-5; H 590(vs)33ab. 

:::: L 156.5-6; H 590(vs)33bc. 

::: L 156.7; H 590(vs)33d. 



ity uktva te'mariiQ sarve bodhisattvarp tam adarat / 

divyapu~paiQ samabhyarcya prakraman svalayarp muda // 325 :::: い56.8-9;H 590.19-20. 

tac chrutvatiprasanniis te sarve loka nwaday曲I

bodhisattv叩1tam abhyarcya pral).atva prabhyanandayan // 326 

ev虹μsarv面thasiddho'saukumar曲sadgul}.邸ray曲I

bo[92a]dhisattvo mahasattvaQ pratis叩1vitlqti sudhiQ // 327 

sarvalipimahabhijfiaQ sarvasastravicak~ 叩曲I

sarvasilpakalavidyavidhivijfi函asanmatiQ// 328 

sarvastrasastravidyasu sarvayuddhe~u vikrami / 

sarvalak紐:t:iavidvijfiaQ sarvarutarthakovidaQ // 329 

sarvasarpgitivadye~u nftye~v api visa.rad吐I

dhatulak紐I}.avidvijiiaQ sarvaratnavise~avit// 330 

血yapa阻divastranarpvise~avin mahasudh面／

sarvacitravidh函ajfiaQsarvarailgavidhanavit // 331 

malagranthanavid vij血Qsarvasaurabhyayuktivit / 

rel}.usarp肋yaprama:t:iadig叩a:t:iasuvicak~al}.aQ // 332 

svapnadhyayavicarajfi祉sarvaved函tap面agaQ/

jyotirbhatikavaidyadihitavidyavidhanavit // 333 

tripi批amahay証asfitravad面avitsudh面／

pratis叩 vidgul}.asrimaficaturbrahmavih面kaQ// 334 

smrtim函 sanmatirdhir曲saddharmasadhanodyataQ/ 

d助asnak~amaviryadhyanaprajfiabhip面agaQ//335 

evarp sarvasu vidyasu devam函u~yakasvapi / 

lokottarasu s岬 bodhisa}!lSiddhisadhanasvapi // 336 

visi羽onirjayan sarv恥 kalavidyabhim函inaQ/

vijayasrisamasli~to mafijusrivad vyarajata // 337 

t叩 sarvajayinarµv政~yad叩曲paJ,Ii}:tprasadit吐／

kany抑 svatmajarμgopfunupanfunyaivam abravit // 338 

dhanyo'si tvarμmahasattva sarvavidy面tap西aga}:t/

bhadrasrisadguJ,Iadh函曲sarvasattvahitmthabhft// 339 

tvam eva hi mahabhij証1_isarvavidyavicak~ 四a}:t/ 

tat kascit tvatsamo nasti kuto'dhiko bhavalaye // 340 

mamapi duhita kanya sarvavidyavicak翌J,Ia/

bhadrasrisadguJ,Iar血函satyasaddharmasaiprata// 341 
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::::: L 157.1-2; H 592.14-15. 

:::: L 157.1-2; H 592.14-15. 

::::L 157.3-4; H 592.16-17. 



tad iya:qi me suta yogya bhavatsaddharmasadhane / 

subhadrangi samac血 satidharmanuc面iQi// 342 

tad bhavate prayacchami kanya:qi gopam im面 aham/

bhavan ena:qi samadaya saqnn恥ayatuma:qi prabho // 343 

iti sa:qi[92b]prarthya緑kyo'sauda1_1<;Iap両iryasodhar血／

tasmai sarvarthasiddhaya sarpkalpya pradadau sutam II 344 

tenas疇 alpita:qikany抑 ta:qigop面註rinibha:qivar血 l

d困vasuddhodano raja prasadit曲samagrahit// 345 

tat曲sarvarthasiddho'saukum面al)kanyaya taya / 

saha rathe samaruhya mahots袖ail)pure yayau // 346 

tatra s抑 V恥yam恥o'sausarvair lokail) pramoditail) / 

krame1_1apr砒ramanrajakulantikam upayayau // 347 

avatirya rathat tatra pravisya gopaya saha / 

nijalaye samasritya tasthau s叩 bodhim函as曲//348 

anujiiaya tato rajiial) purohito yathavidhi / 

abhi~ificy菰arottau dvau kuladharmanusadhakau // 349 

tat祉sarve'pis故yasca sva:qi sva:qi putri:qi subhadrikam / 

kanya:qi tasmai kum血 yasa叫alpyapradadur muda II 350 

evam anye'pi raj函al)svasvatmaja:qi kum西ik血／

tasm紅sarvarthasiddhayasa:qikalpya pradadur muda // 351 

呻 sarvaapi kanyal) sa purohito yathavidhi / 

abhi甜icyavyadhat tasya bhartur dharm助ucarikal)// 352 

ta api sakal曲kanyaant祉purepravesital) / 

tas両 prad証n虹 gopabodhisattvasya supriya // 353 

tatra sa mahi~i tasya kum面asyasati priya / 

an恥chadyamukha:qi sarvan samik~ya sarvato'carat// 354 

drstvaivam samcarantim tam anavrt恥anamsatim. I 

nn,adayajan曲sarvevisrnita evam ficire // 355 

nava hi vadhuka nama pratilina vrtanana / 

iy叩1tu vivrt函yaivapasyanti pracaraj jan助 II356 

evrup tatkathitrup srutva kanyaka sa yasodhara / 

sarvasy面tarjanasyagresthitvaiva:qi samupalapat // 357 

parisuddhasaya hy面yavivrtasyapi sobhate / 

m叩iratn叩 dhvajagreva prati~ 血tamprasobhitam // 358 
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:::: L 157.4-5; H 592.17-18. 

::::: L 157.8-9; H 594.1-2. 

:::: L 157.10-11; H 594.3-4. 

:::: L 157.11-12; H 594.4-5. 

:::: L 157.12-13; H 594.5-6. 

~L 157.13-14; H 594.6-7. 

~L 157.15-16; H 594(vs)34. 



gacchan vai sobhate hy arya agacchann api sobhate / 

sthito vapi ni~ 叩J:tO'pisarvatr面yatisobhateII 359 

kathayan sobhate caryas tii~:t:iibhii[93a]to'pi sobhate / 

kalaviilko yatha pak~i dar紐nenasvaret_Ia va // 360 

kusaciranivasto va mandacailal_i灯墨rayal_i/ 

sobhate svanubhavena gu:t:iavan gut_1abhfi~ital_i // 361 

sarve:t:ia sobhate hy面yoyasya paparp na vidyate / 

kiyad vibhii~ito bal曲papakarina sobhate II 362 

ye~ 抑 cah祉ayepaparp mukhe'timadhura gir曲／

::::: L 157.17-18; H 594(vs)35. 

~L 157.19-20; H 594(vs)36. 

::: L 157.21-22; H 594(vs)37. 

::::: L 158.1-2; H 594(vs)38. 

visakumbho'mrtotsikto dul_isprsy函 tetatha nar助 II363 :::: L 158.3-6; H 594(vs)39. 

ye頷rpcab油ayarp.suddhatp saumyarp tirth血 bunirmalam/ 

te舜mevasum助galyarp.darsanarp. sparsanam sada // 364 ::: い58.7-10;H 596(vs)40. 

yais tyaktva papamitriil}i sanmitrarp sevyate sada / 

tyaktva piiparatirp ye ca ramanti sadvrse sa曲 II365 ::::: L 158.11-13; H 596(vs)41abc. 

te~am eva sada bhadrarp. darsane sparsane khalu / 

srutvapi vacanam tesam saphalyarp bhavaciiral}e // 366 ::: い58.14;H 596(vs)4ld. 

ye~u s呻V呼iiy邸 cas叩1yamabhu~al}邸ray劫／

ye~u sarpvftav非yasca satyadharm面thasarpyatiiQ// 367 ::: い58.15-16;H 596(vs)42ab. 

guptendriy甜subhadratpsiisuprasannasay曲sada/

te頷rpsuddhiitman抑 vaktrarp.praticchiidya kim eva hi // 368 ::: い58.17-18;H 596(vs)42cd. 

ye~iitp na suddhyate cittarp. lajjapi vidyate na hi / 

te~ 抑 vastrasahasrairvii praticchiidyapi kirp mukham // 369 ::: い58.19-22;H 596(vs)43. 

ya visuddhasay詢siidhvyoguptendriy曲pativrat助／

rav面dusadrs函 tasamkim eva mukhachiidanam // 370 ::: い59.1-4;H 596(vs)44. 

j面antimunay曲sarvepaficabhij醗 suraapi / 

mama cittam su領却bupraksiilanasunirmalam// 371 ::: い59.6-9;H 596(vs)45. 

yato me na vidyate rago'nyasmin puru~e kila / 

ato'harp. vasasa vaktram anacchadya muda care // 372 

iti gopasam軸 yatarpsrutva suddhodano nwaQ / 

sajanaQ suprasannatma priinvamodat prabodhitaQ // 373 

tat曲sap抽ivinath曲sarp.pasyatpstarp vadhurp muda / 

du~yavastrail,l samiicchiidya sarviilarp.karal).air api // 374 

mal).c,layitvii subhadr助girp.tarp. gop両註rigul).iisray面／

suprabuddhamukh面 bhojal,ls岬 pasyannevam abravit // 375 
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:::: L 159.10-11; H 598.1-2. 

:::: L 159.11-14; H 598.2-5. 

:::: L 159.14; H 598.5-6. 



yathatmaja}:l kum郎ome bhadrasrisadguQ蒟 ayaI:i/

tatheyatp me vadhiikanya saty砥ilaguQasrayaII 376 

nun呵1me daivayogena suddhasattvav imav ubhau / 

samagatau yath豆[93b]sarpisarpimaQgau rasottamau // 377 

ity函usa1psana1p匝vatayor vadhiikum血ayoI:i/

pita suddhosano raja pranvamodat sabandhav曲//378 

evaip. striratnasampanno bhadrasrisadguQodadhil:t / 

bodhisattvo mahasattvaI:i kum釦aI:iso'bhyarajata // 379 

iti me guruQadi乎1pmayedan面 tathocyate/ 

srutv甜okatvayapy etat kartavyabhyanumodana // 380 

srutvedatp ye'numodanti bodhisattvasubh函itam/

te sarve vimalatmano bhaveyur bodhic西il)曲//381 

bodhisattva mahasattva bhadr砥risadguQasrayaI:i/ 

sarvasattvahitatp kp:va pr面teyayur jinalayam // 382 

iti ten珀hanadi~!aip.srutv邸okomahipatil:t / 

tatheti prativijfiapya prabhyanandat sap両a血l:t//383 

::::: L 159.15; H 598(vs)46ab. 

::c L 159.16; H 598(vs)46cd. 

// iti silpakalasarvavidyasaqidarsanayasodharastriratnasamagamaparivarto n却1acatur-

daso'dhyay曲samaptal)// 

Apparatus criticus 

245cjay叩1]A:jayaB. 

246b sarve] A: sarva B. 

247c 0samiic函o]A: 0samiic函iiB. 

251c sarviirpl] corr.: sarval AB. 

253a sad由曲ko]A: sadrsa kii B. 

253c by asya] A: k~yasya B. 

253d gacchanti] A: v抑chantiB. 

254adu~ 血]A: du~!ii B. 
254b satv血 prabodhayan]A: satvii prabodhan B. 

254d susarp.vare] A: susarp.vararp. B. 

256d jayitii] corr.: jayito A: jayano B. 

257b 0iitigarvitiil;i] corr.: 0iibhigarvit助A:0iibhigarbhit恥

259c sarv菰 ch政yakum函函]A: sarviis c政yakum西函B.
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260c tad yu~miibhil} sahaik.o] A: tada yu~miibhi sahaik.ii B. 

260d sarvair yoddhuqi] A: sarver yoddharp. B. 

261ab菰arl).yasarve] A: 菰虹Q.iiB. 

261 b 0kumiirak曲]A: 0kumiirakii B. 

261c tenaik.ena] A: tanekena B. 

262b bodhisatv曲]A: bodhisatviil} B. 

263d *sp~ 匡:v]ex coni (cf. Lalitavistara): Pf疸:vAB. 

264b tigarvital}] A: bhigarvit曲B.

265a *samuddhiirya] ex coni: samuddh函 ya(?samudv函nya?)A: samudviisya B. 

265c 0iibhyapatann] A: 0iityapatant B. 

266b saqismitii0] A: sasmitii0 B. 

266c atr函[t]aeva] A: atr血tarevaBD. 

267b parivarttya] A: parivarttii B. 

267d 0vadanaqi] A: 0vedanarp. B. 

268b kificid] A: kifici B II ajiiyata] A: ajiiyate B. 

268d 0iibhyajiiyata] A: 0iibhyaqijiiyate B. 

269b sarv菰 ch臨ya0]A: sarviis C祉ya0B.

270b yoddhuqi samicchatha] A: yoddhu samicchathaqi. 

270c ekt"'bhavanto] A: ekt"'bhavantro B. 

271a tenodiはqi]A: tenodita B. 

272dnirm血血amit血]A(post corr. int. lin.><39>: nirm血函amiA(ante corr.): nirm恥函amit血 B.

273c *spr~ ほ]ex coni: pf咀ABII eviitimo0) A(post.corr.): eviibhimo0 A(post.ante): eviisimo0 B. 

274a sur曲]A: surii B. 

274b gagal).asthiil}] A: gag叩iisth曲B.

274cd pramuficanto血μ]A:om.B.

275amah血1allii]A: mahiisatvo B. 

276a parvatan] A: pavaiμt血 B.

276d rajomay血]A: rajomayii B. 

277c satv狙 chube]A: satviis chube B. 

278b miir血]A:m血却B.

279c tam arcitvii] A: nam abhyarcya B. 

279d ucire] A: ucire B. 

39. 記号の説明として、 A(antecorr.)は「A写本において写経生が書き直す前に書いた読

み」、 A(postcorr.)は「A写本において写経生が書き直した後の読み」、 A(postcorr. marg.)は「A

写本の余白に修正として記された読み」、 A(postcorr. int. tin.)は「A写本の行間に修正として記

された読み」を意味する。
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280b suddhodanadayo] A: suddhodanodaya B. 

281c ch臨yakum血 qis]A: chiikyakum血 sB.

282c yiiyam] A: yuyam B. 

283c ity agarjanta] A: itiigarjante B. 

284a dvikrosayor] A: dvikroseyii B. 

284b lohamayi maha0] A: lohamaha B. 

284d i~ulak~ 豆]A: i~ulaky~ii B. 

285b yojane] A: yojana B. 

286b血i:ic,ap恥er]A: dai:i<.fap袖eB.

287a saptat血]A: saptat拙oB.

287c ayomayii] A: ayomayyii B. 

289b char呵]A: chariiiμB. 

290a sundara0] A: sundar叩 B.

290d~a血osa0] A: ~akrosa B. 

291b char叩]A: k~ar叩 B.

291d na ca.para] A: na vii.para B. 

292d西abhat]A: 函atetaB.

293bn緬呻]A: namite B. 

293d tato'nyac *ca] ex coni: tato nya[dg]a A: tato nyadyat B: tato nyadya D. 

294b 0panami四]A: 0pamamitaiμB. 

294c tat tat] A: tatas B. 

294d bhiit trikha0] A: bhiitrikha0 B. 

296d mayaropi四 sahet]A: mam邸opit叩 mahatB.

298akum函iitra]A: kum函iitreB. 

298d sad面citaiμ]A: samarcit呵 B.

300a函iyat抑 ]A:血 yait抑 B.

300b 0hanor iha] A: 0hanor ihariha B. 

301a臨ari:ii:iya]A: 政ari:iaB. 

302a bhavant曲]A: bhavant四 B.

302b devakule] A: devakula B. 

302d 0血ayatiigraは}:t]A:o血 yaほgra呻 B.

303b te] A: re B. 

303c devakule] A: devakfil岬 B.

303d taddhanu}:t] A: teddhanu}:t B II 0up函ayan]A: 0up函ayatB.

305] pada cd are lacking in B and D. 

306] the whole verse 306 is lacking in B and D. 

307] the p叫asab are lacking in B and D. 

308b bodhisattv曲]A: bodhisattva B. 
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308d 0pa血a)A: 0poQina B. 

308e 0gulin函opya)A: 0gulit邸opyaB.

309b sarve] A(post corr.) B: sarvapaura A(ante corr.) II vikampital:;i) A: vikalpital:;i B. 

310b dhanul:;i) A: dhanu B. 

310d te tad dra~!\lrp) A: t岬 bharpdra~tarp B. 

311b pravismay曲)A: vismayaJ:;i B. 

312ayath恥ena)A: yath血eraB.

312b laghu) A: lagh曲B.

312c vijitvabhi0) A: vijitobhi0 B. 

312d 0y諄yate]A: 0yi~yata B. 

313c 0sv血tal:;i)A: 0svat曲B.

313d prabhyanandan] A: pratyan町 danB II prasadital:;i) A: prasadito B. 

316b yantra0] A: p岬 tra0B. 

316dkiip曲)A: rupaJ:;i B. 

317a suprasiddho] A: saprasiddho B. 

317c sarpp虹QQO)A: s呵 P虹QiiB. 

319c pramuficanto] A: pramurpcarpsa B. 

320c Idrksilpakalap益)corr.: idrcchilpakalap砥A:Idrcchilpakaladyas B. 

323b mahadripun) A: maharipun B. 

323c vicchidya) A: vicchi B. 

324b snguQ菰ar血)B: srisuguQ臨ar証 A(metre!). 

324d apsyate) A: apanyate B. 

325c divyapu~pail:;i) A: divyaipu~pail:;i B. 

325dpr放raman)A: prakaman B. 

326b sarve] A: sarva B. 

326c tam abhyarcya) A: samabhyarcya B. 

327b 0asray曲)A: 0asrayeJ:;i B. 

329asarv函trasastra0)A: sarvasastra0 B. 

33lcd 0j軸 sarvarailga0)A: 0jfio railga0 B. 

332b 0yuktivit] A: 0muktivit B. 

333asvapn固hyaya0)A: svapn抑 dhyaya0B. 

333c jyotirbhatika0] A: jyotirbhotika0 B: jyotirbhautika0 D. 

335a sanmatir) A: sanmati B. 

335b saddharmasa0) A: saddhar叫 sa0B. 

336a vidyasu) AD: om. B. 

336ds抑 siddhi0]A (post corr.): s岬 ddhisi0A(ante corr.): sasiddhi0 D. 

336) the padas bed are lacking in B. 

337] the pada a is lacking in B. 
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337bkal酎]AD:om.B.

337c 0asli打o]A D: 0asri羽oB.

337d 0vad vyarajata] A: 0vad vyarajat曲D:vad dharajata B. 

338c svatmaj抑]A: svatmaja B. 

339amah函atva]A: mahasatva B. 

339c 0gul}菰証na);i]A: 0guQlidh函aB.

341b sarva0] A: sarve B II 0vicak~ 叩]A: vicak翌Qa);iB.

343c en抑]A:an抑 B.

344a幽 yo]A:幽 yaB.

346ata呻]A: tataB. 

347as岬 V藍ya0]A: s岬 V恥a0B.

347b sarvair lokail;i] A: sarvalok曲 B.

348c nijalaye] A: nijalaya B. 

349c0曲μcy放arot]A: 0血 cyokarotB.

350b svarp svarp] A: sva sparμB. 

350d sarpkalpya] corr. (cf. 351d): sarpkalpa AB. 

351d saipkalpya] A: sarpkalpa B. 

351] after this verse 351, A(seconda manu) adds in the margin the following 2 verses: tat曲parμ-

casat曲俎kya);isvarp svarp duhitararp muda / s拙arp証r抑 dadustasmai catu);i翌領kalavide// (1); 

evarp sarv面thasiddhasyacaturasitisahasrikli / kanyli k血ほpriyaasan pitfdatta pativratli // (2). —­
B has only the added verse of (2) after 351. However D has only the added verse of (1) in that 

place. 

353c gopli] A: gprepli B. 

354d carat] A: catarana B. 

355a sarpcarantirp] A: sarpcaranti B. 

355b satirp] A: sati B. 

356a nava hi vadhuka] A: naiva hi vandhuka B. 

356b pratilinli] A: pravilinli B. 

356d pracaraj] A: prlicara B 

357c゚ 血tarjanasyligre]A: 0血taj呻 rasyagreB. 

358a邸ayahy函ya]A: asay函svaryliB. 

359a gacchan vai sobhate] A: gacchasya syobhate B. 

359c ni翌QQO]A: nir~erQo B. 

359d 0atisobhate] corr.: 0abhisobhate AB. 

360ckalavi祉o]corr.: karavi叫oA: karavirpka B. 

362a紅yo]A:面yaB.

362c balal;i] A: bala B. 

363c 0otsikto] A: 0otsakto B. 
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363ddu栖p肉y函)corr.: dussprsyas A: dusprsy函BII tathii) A: nathii B. 

364d sparsan叩 lA: om. B. 

366b darsane) A: darsana B. 

367a ye~u) corr.: yesu AB. 

367c ye~u] A(post corr.): yesu A(ante corr.) B. 

367d 0s叫1yat曲]A: 0sarpyut曲B.

368a guptendriy曲)A: guptendriyii B. 

368c vaktrarp) A: vakはrμB.

369c lajjapi) A: lajjiini B. 

370a 0iisayii}:l) corr.: 0邸ayiiAB II siidhvyo) corr.: siidhvyii A: siidhyo B. 

371b 0bhij韮}:llA: 0bhijfiii B. 

372ab na vidyate riigo'nyasmin) corr.: na vidyate riigama(!)nyasmin A (the letter ma has a 

amendatory mark!): vidyate riigo niinyasmin B. 

372c vaktram) B: vaktrarpm A. 

373d priinvamodat) A: priinvabodhat B. 

374b vadhfirp) A: vadhurp B. 

374cd諏yava0)A: du~mava0 B. 

376cvadh酎)A: vadhu0 B. 

377d 0m叩c;lau]A: 0maJ:].c,le B. 

378a函u紐rpsan叩)A: iinusasanam B. 

378bvadh町 A:vadhu0B. 

379d 0riijata] A: 0riijate B. 

380a iti me gurul].iidi~ 血μ)A(post corr.) B(post corr. marg.): iti me guruJ:]. 叫困aD: iti mama 

pur邸 yarpA(ante corr.) B(ante corr.). 

380b mayediinirp) A(ante corr.?): mucyediinirp A(post corr.?) B D. 

380c 0iisoka) B(post corr. marg.) D: 0函andaA B(ante corr.). 

381a srutved叩1ye'numodanti) A: srutveva皿nanumodanti B. 

381 b subhii~itarp) A: subh函iteB. 

383b 0話oko)A(post corr.) B D: 0函andoA(ante corr.) II mahipati}:l] A(post corr.): mahiimati}:l 

A(ante corr.) B D. 

383d priibhyanandat)A: priityanandana B: priityananda D. 

Colophon: iti silpakal酎)A(ante corr.) B: iti sr'ilalitavistare silpakal芽 A(postcorr. marg.) D II 

samiipt曲)A:om.BD.

2. Tathagat咄anmavailiinarniilii第14章後半の翻訳
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その後もそれらの王族の青年たちと、かの王子は跳躍などにおいても、また遊戯や

遊泳やランニングにおいても［競争し］、勝利を得ました。 [245]

それらすべてを眺めて、あらゆる神々は大喜びし、虚空に立って彼にお辞儀して、再

び次の様に語りかけました。 [246]

「布施・持戒・忍辱・ 精進・禅定・智慧を極限に至るまで通達し、四梵住を行じ、

すばらしい光輝の善き徳性を無尽蔵にもつ者、 [247] 菩薩・大通智者・あらゆる有情

を益する目的をもつ者、無垢の清らかな精神をもつ者、極清浄の三輪をもつ者であ

る、 [248] [まだ出家しないで］家に住む、気高い心のそのお方（菩薩）が有する、

これらの徳性（卓越した能力）をあなたたち皆が目撃して、驚くに至りました。 [249]

この方は瞬時に十方に居られるあらゆる仏たちに敬意を示し、稽首して、 ［地上に］

戻られたのです。 [250]

あらゆる仏国土においてあらゆる財を雨降らせることによって、あらゆる生類を欲す

るままに満足させると、たちまち帰ったのです。 [251]

この方の［他の仏国土との］往来を、あなたたちは知りません。このように、この

方は大通力をもつ菩薩・大士なのです。 [252]

この地上でこの方に似たいかなる者がいるでしょうか。それ故、喜心をもっていつも

信奉しなさい。この方を喜んで信奉する者たちは、悪趣に赴くことがありません。

[253] 

この方は［今後］邪悪な者たちに打ち勝ち、あらゆる有情を目覚めさせながら、菩

提の道に安立させて、すぐれた禁戒を行わせることでしょう。」 [254]

神々がこのように語ったのを聞いて、王をはじめとするそれらの人々は皆、欣然と彼

を奉事する意欲をもつ者になりました。 [255]

このように、大威神力を有するかのサルヴァールタ・シッダ（一切義）菩薩は、あら

ゆる遊戯（競技）においても最勝者・勝利者として輝きました。 [256]

その後、騎り高ぶって甚だ傲慢であるすべての彼ら釈迦族の者たちは、嫉妬に傷つい

た心をいだいて、その集会において次の様に主張しました。 [257]

「この王子は論書（学術）と技芸においても最勝者であったが、しかし格闘［技］に

おいて、彼の力と厠勇を我々はいま見てみたいものだ。」 [258]

そう彼らが語ったのを聞いて、かの気高い心の菩薩はかのすべての釈迦族の者たちを

見つめながら、次の様に言いました。 [259]

「あなたたちすべてがもし私と格闘［技］をしたいと望むのであれば、私は一人で

あなたたち全員と戦うことを希望します。」 [260]

そう彼が語ったのを聞くと、すべての釈迦族の王族の若者たちは、かの王子一人と戦

おうと、立ち上がりました。 [261]
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その場所の一方の隅にはなはだ勇敢なかの菩薩が立ち、 ［他の］一隅にはすべてのか

の釈迦族の王族の若者たちが集まりました。 [262]

其処で最初にナンダとアーナンダの両者が格闘の場に進み出ましたが、菩薩が片手で

触ると、両人は倒れてしまいました。 [263)

それを見ると、大騎慢をいだ＜甚だ高慢なデーヴァダッタが、その円形闘技場全体を

三回、右回りに廻ると、 [264] 鋭い剣を抜いて、菩薩に向かって勢いよく襲いかかり

ながら、目の前で両眉を逆立てた醜い顔を［示しました］。 [265)

彼を見て、大士であるかの王子は顔に微笑みを湛え、間際のところで［彼を］見つ

めながら、右手で掴んで、 [266] 軽々と空中で三度回すと、地面に投げて、 ［彼に］

慢心を失った表情をさせました。 [267)

［投げられた］かの高慢者の体に全く傷は生じませんでした。菩薩の威神力によっ

て［逆に］快さが生じました。 [268]

それからかの菩薩はそのすべての釈迦族の王族の青年たちを見ながら、正面に立っ

て、笑いつつ次の様に言いました。 [269]

「このような［やり方の］対戦はやめましょう。もしあなたたちが戦いたいのな

ら、あなたたち全員が束になって、ここですぐにかかってきなさい。」 [270]

彼がそう言うのを聞いて、高慢な彼ら全員は、武器を手にして、菩薩に向かって飛び

かかりました。 [271]

かの大士はそのすべての者たちを見て、右手で掴むと、憐れみの心をもって、無数の

者を慢心を失った者にしました。 [272)

そのようにして、その王族の青年たち全員は、菩薩に手で触れられると、とても惑乱

した意識に盲いてしまい、次々に地面に倒れました。 [273)

それを見て、虚空に居たすべての神々たちは歓喜して、呵呵と［笑い］声を発し、彼

にお辞儀して、次の様に言いました。 [274]

「この世界にいる限りの、 ［どんな］偉大なカ・カ能に充ち満ちた大力士たちのす

べても、この方に触れられると、目を回して倒れることでしょう。 [275)

メールなどのあらゆる山々を、力の強いこの王子は掴んでただちに手で粉砕し、塵か

ら出来たものに変えてしまうことでしょう。 [276]

この方は友愛の力によってあらゆる外道に勝利し、あらゆる有情に覚知を得させて、

善き法のもとで活動させることでしょう。 [277)

すべての生き物の益を願って、マーラ（魔）たち・邪悪なる者たちを打ち負かし、阿

羅漢として悟りを得て、仏陀にまでも、なられるでしょう。」 [278]

このように語って、かの神々は皆、天の花々を雨降らすことによってかの菩薩を敬う

と、天に行って、同様に語りました。 [279]
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シュッドーダナをはじめとする王たち、大臣や家臣や市民たち、あらゆる人々がそれ

を見て驚嘆し、歓喜しました。 [280]

その時、釈迦族の有力者である賢者ダンダパーニは釈迦族の王族の青年たち全員に話

しかけて、次の様に言いました。 [281]

「かの王子のカ・カ能・武芸の力は見終りました。今や、射弓術における武芸のカ

をあなた方は見せてください。」 [282]

このように彼が語ったのを聞いて、騎り高ぶって甚だ傲慢であるかのすべての釈迦族

の息子たちは「そうしよう」と叫び声をあげました。 [283]

其の地に、偉大な知性をもつアーナンダのため、弓の的として鉄製の大きな鼓が2ク

ローシャの所に置かれました。 [284]

同様にデーヴァダッタのため、 1ヨージャナ (4クローシャ）の所に［鼓が］設置さ

れ、同様にスンダラナンダのため、 6クローシャの所に立てられました。 [285]

同様に、ダンダパーニのため、 2ヨージャナ (8クローシャ）の所に鼓が設置され、

同様に菩薩のために、 10クローシャの所に［それが］立てられました。 [286]

その最後に、ターラ一樹7本をそなえ、柵を伴った大きな猪の鉄製の像が置かれま

した。 [287]

其処で最初にアーナンダが弓を握り、矢を放ちました。彼は2クローシャの位置に立

つ鼓を破りましたが、それ以上は出来ませんでした。 [288]

その後デーヴァダッタが弓を取って、矢を放ちました。彼は 1ヨージャナ (4クロー

シャ）の位置に立つ鼓を破りましたが、それ以上は出来ませんでした。 [289]

その後スンダラナンダが弓を持ち、矢を放ちました。彼は6クローシャの位置に立つ

鼓を破りましたが、それ以上は出来ませんでした。 [290]

その後ダンダパーニが弓を取って、矢を放ちました。彼は 2ヨージャナの位置に立つ

鼓を破りましたが、それ以上は出来ませんでした。 [291]

その後に顔に微笑みを湛えたかのサルヴァールタ・シッダ王子が自らその弓をつか

むと、弓の弦を引き絞ってみました。 [292]

その［弓］は菩薩である王子によって握られて、撓められましたが、音を立てて割れ

てしまいました。その後、別の［弓］も同様でした。 [293]

同じ様に、かの王子のために運ばれてきたあらゆる弓が、かの王子に撓められる

と、三つに折れてしまいました。 [294]

そこでかの菩薩サルヴァールタ・シッダは、王たちの王であるかの父親を見つめて、

微笑んで次の様に言いました。 [295]

「父上、この都城に、私が弦を引き絞るのに耐えられる、より堅固で大いなる固さ

がある、別のもっと強い弓がありませんか。」 [296]
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そう彼が言うのを聞いて、シュッドーダナ王はその息子である大士を見つめながら次

の様に教示しました。 [297]

「息子、王子よ、 ［そのような弓が］存在する。この地でお前の祖父の弓が神殿に

安置されて、常に香と花環をもって供養されている。」 [298]

そう父が語ったのを聞いて、王子は顔に微笑みを浮かべて、父であるかの大王を見つ

めて、次の様に語りました。 [299]

「どうか［祖父］シンハハヌのその弓を私の前にお持ち下さい。王よ、私は弦を引き

絞って、いっぱいに［弓を］張るでしょう。」 [300]

そう彼が語ったのを聞いて、シュッドーダナ王はただちに力ある者たちを呼んで、次

のように命じました。 [301]

「お前たちはすぐに行って、神殿で供養されている弓を運んで、王子の前まで持って

きなさい。」 [302]

そう王に命じたのを聞いて、その力ある人々はすぐに神殿に行き、その弓を持ってき

ました。 [303]

その持ってこられた［弓を］見て、すべてのその釈迦族の息子たちは立ち上がって手

に取ると、弦を引こうと試みました。 [304]

長くかかって最大の努力で苦闘しても、彼らは弦を引くことが出来ませんでした。ま

してそれをいっぱいに張ることなど、どうして出来ましょうか。 [305]

それを見て大きな慢心をいだくダンダパーニは立ち上がり、すぐにその弓を構える

と、弦を引こうとしました。 [306]

彼は長くかかって最大の努力で苦闘しましたが、その弓を構えてから、弦を引くこと

が出来ませんでした。ましていっぱいに張ることなどどうして出来ましょうか。 [307]

その後、かの菩薩サルヴァールタ・シッダはその［弓］を眺め、座席に坐ったま

ま、ただちに左手で掴み、右手の指で弦を引いて、音を響かせながら、十分に張りま

した。 [308]

その時、張弦の響きを聞いて、すべての［都民たち］は身を震わせました。 「何の響

きが生じたのか」と互いに尋ね合いました。 [309]

「きっとシッダールタ王子が弓の弦を引かれたのだ。これはその音だ」と、彼らは

語って、それを見ようと、嬉々として［集まり］来ました。 [310]

それを見て虚空に居る神々は皆驚嘆し、呵呵と［歓呼の］大音声を発しながら、次

のように語りました。 [311]

「この方は軽々と、すごい力によって弓を十分に張られたが、まさに同様にして、

マーラたちを打ち破って、目的を十分に満たすでありましょう。」 [312]
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それを見、また聞いて、王をはじめとするすべての人々は、驚きと歓喜の心をいだ

き、満悦した気持ちで、称賛しました。 [313]

その後、かの王子サルヴァールタ・シッダは座から立ち上がり、弓を持って、まるで

心を動かすように［軽々と］矢を放ちました。 [314]

彼に射られた矢はたちまち速やかに全部の鼓を貫通し、 10クローシャの所に置かれて

いるターラ樹7本をもつ鼓を、 [315] そして柵柱がつけられた猪の鉄製の像を貫通し

て、地中に入りました。其処に井戸を生じさせました。 [316]

［それは］今日でも『矢の井戸』と呼ばれて、世に知られています。とても清らかな

水に溢れた大沐浴湯として有名です。 [317]

それを見、また聞いて、シュッドーダナをはじめとする王たちと人々、かの釈迦族の

王族の若者たちが皆、とても驚嘆しました。 [318]

そして心が驚きに襲われた彼ら釈迦族は皆、呵呵と［歓呼の］声を発しながら、互

いに見合って、次の様に語りました。 [319]

「不思議なことだ、練習したことは無かったあの方が、このような技芸の総てとあ

らゆる学問が示されるとは！」 [320]

それを聞いて虚空にいるかの神々は、釈迦族の人々の群に囲まれているかのシュッ

ドーダナ王に話しかけて、次のように言いました。 [321]

「王よ、ここにどんな不思議さがあるでしょうか。このお方は菩提道場で過去の諸

仏の座に坐って、 『寂止』の弓を執り、 [322] 『空』と『無我』という矢により、

『煩悩』という大敵を滅ぼし、 『邪見』の網を破って、マーラの群に打ち勝って、

[323] 憂いの無い、塵を離れた、すばらしい正法の光輝とよき徳性を無尽蔵にもっ、

全き悟りに達して、仏の位を得られるでしょう。」 [324]

そう言うと、かの神々は皆、かの菩薩に丁重に天の花々をもって敬意を示すと、喜

悦して自らの住まいに去りました。

それを聞いて、甚だ満悦した気持ちになった、王をはじめとするそのすべての人々

は、かの菩薩に敬意を示し、お辞儀をして、称賛しました。 [326]

［あらゆる］善き徳性を一身に集めた者、かのサルヴァールタ・シッダ王子——菩

薩・大士・無凝解の者・善巧者・聡明者、 (327] あらゆる文字に関する偉大な知者、

あらゆる論書に通達した者、あらゆる技循と芸能と学問と儀軌を解する善き知性を持

つ者、 (328] あらゆる投げる武器・切る武器に関する学において、戦争の学において

闊歩する者、あらゆる相好を知る智者、あらゆる［鳥獣の］鳴き声の意味に詳しい

者、 [329] あらゆる合唱や器楽について、舞踏について精通する者、鉱物の相を知る

智者、あらゆる宝石の違いを知る者、 (330] 綿布や絹などの衣の違いをよく知る大聡

明者、あらゆる絵画の手法を知る者、あらゆる染色の方法を知る者、 [331] 花環を編
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む［手法］を知る智者、あらゆる香料の混合を知る者、微塵の［数の］計算や量など

の計算に通達した者、 [332] 夢の学習・判断を知る者、あらゆるヴェーダーンタを究め

た者、天体観察者や医者などの［社会に］有益な学問と方法を知る者、 [333] 三蔵・

大乗経典・アヴァダーナを知る聡明者、 ［四］無凝解の徳性の光輝をもつ者、四梵住の

者、 [334] 憶念を保つ者、善き知性をもつ者、心堅固な者、正法の達成に努力する

者、布施・持戒・忍辱・精進・禅定・智恵を究めた者—、 [335] このように人界・天

界のあらゆる学問についても、また［現象の］世界を超えた（出世間の）悟りの達成の

ための成就法についても、 [336] 最も卓越している者、技芸や学問に慢心をいだくあ

らゆる人々に打ち勝ち、勝利の栄光の女神によって抱擁された者（王子）は、マンジュ

シュリー（文殊）のように光り輝いて見えました。 [337]

そのすべてに勝利した［王子］を見て、ダンダパーニは満悦した気持ちになって、自

分の娘であるゴーパーを与えて、次のように言いました。 [338]

「あなたは幸に恵まれた人です、大士よ、あらゆる学問の奥義に通達した者、すばら

しい光輝の善き徳性の保持者、あらゆる有情を益することを目的とする者です。 [339]

あなたこそは偉大な知者、あらゆる学問に精通した者です。それ故、あなたに匹敵す

る者は誰も存在しません。どうして生存の住まい（輪廻界）において［あなたを］超え

る者がいるでしょうか。 [340]

私のこの娘もあらゆる学問に精通しています。すばらしい光輝の善き徳性を楽しむ者

であり、真実の正法を喜ぶ者です。 [341]

それ故、この私の娘はあなたの正法の達成に適しています。美しい肢体をもち、有徳

の振舞いをなし、法に従って行動する善女です。 [342]

そこで、私はあなたにこの娘ゴーパーを差し上げます。あなたはこの子を受け取っ

て、主上よ、私に誇りを与えて下さい。」 [343]

このように求めて、かの釈迦族ダンダパーニはかのサルヴァールタ・シッダに娘であ

るヤショーダラー（「栄誉ある女」）を、 ［自ら］願って、与えました。 [344]

彼によって［自ら］希望された、その女神シュリーに似た最上の娘ゴーパーを見て、

シュッドーダナ王は満悦した気持ちになって、受け入れました。 [345]

その後、かのサルヴァールタ・シッダ王子はその娘と一緒に車に乗って、大歓声を

伴って都城に行きました。 [346]

その［道］において彼はすべての大喜びする人々に見つめられながら次第に進んでゆ

き、王宮の近くに着きました。 [347]

彼はゴーパーを伴って車から降りると、その［宮殿］に入って、自分の住居に滞在

し、悟りに心を向けながら過ごしました。 [348]
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その後、王の命令により、プローヒタ（宮廷祭官）は儀軌に従い、その二人に灌頂を

行って、一族の伝統法に随って生活する者としました。 [349]

その後すべての釈迦族たちはそれぞれ自らがもつ美しい娘を、欣然とかの王子に［自

ら］願って、与えました。 [350]

同様に他の王たちもそれぞれ王女たる自らの娘をかのサルヴァールタ・シッダに喜ん

で［自ら］願って与えました。 [351]

プローヒタはそれらの娘たちを皆儀軌に随い灌頂して、かの［王子］を夫とする、

［家の］伝統法に随い生活する者としました。 [352]

それらすべての女たちは後宮に入れられました。菩薩にとっての最もお気に入りの女

性であるゴーパーが彼女たちの最上位の者でした。 [353]

その［王宮］で、王子のお気に入りの妻であるかの第一妃は、顔を隠さないで、すべ

ての人を眺めながら、至る所を歩き回りました。 [354]

そのように顔を覆わないで歩きまわっているその善女を見て、王をはじめとする人々

は皆驚いて、次のように言いました。 [355]

「新妻なるものは顔を覆い、隠蔽するものだ。しかしあの女は顔を覆わず、人々を見

ながら歩き回った。」 [356]

そのように彼らに語られているのを聞いて、その娘ヤショーダラーはすべての家人の

前に立って、次の様に語りかけました。 [357]

「清らかな心をもつ聖者たちは顔を隠すことなく、 ［そのままで］美しいです。はた

ぼこ（憧）の先端に付けられた大宝石が美しく輝くように。 [358]

聖者は行きつつあるのも美しく、戻り来るのも美しいです。立っているのも、坐って

いるのも、あらゆる［所作］において聖者は美しいです。 [359]

聖者は話していても美しく、黙っていても美しい。まるでカラヴィンカ鳥が、姿を見

ても、声を聴いても、美しいように。 [360]

クシャ草の衣を着た人や、檻襖の衣を着けた、摺せた体の人であっても、 ［内面に］

徳性をもつ人であるなら、徳性という飾りに飾られて、自らの威厳によって美しいもの

です。 [361]

罪悪の無い聖者は、あらゆる点で美しい。他方、悪をなす愚者は、どれほど飾られ

ていても、美しくありません。 [362]

もし心に悪があって、口にはとても甘美な言葉があるような者なら、そんな人々に接

するべきではありません。甘露が注がれた毒壺［に接するべきではない］ように。

[363] 

まるで沐浴場の水のように無垢である、清らかな心をもつ、やさしい者であるなら、

そのような人々はいつも幸いをもたらす拝見と接触とを与えてくれます。 [364]
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悪友を捨てて常に善友に仕える者たち、また悪の悦びを捨てて善い徳行を常に愉し

む者たちであるなら、 [365] そのような人々を拝見することも接することも、常にす

ばらしく、またそのような人々の言葉を聞くことも、種々の生存を祐植うこと（輪廻）

の中で善い果をもたらします。 [366]

身体を制御していて、 ［感官の］制御という装飾で身体を［飾る］者たちであれば、

また言葉を制御していて、真実の法のために抑制をなす者たちであれば、 [367] また

常に感官を守護し、美しい［澄んだ］身体をもち、とても清澄な心をもつ者たちであ

れば、そのような清らかな心の人々の顔を覆う必要が一体あるでしょうか。 [368]

また心が清められておらず、羞恥心も無いならば、そのような者たちの顔が千枚の衣

で覆われていたとしても、何になるでしょう。 [369]

清らかな心をもち、感官を護り、太陽と月に似た［光輝をもつ］、夫に忠実な貞女

たちであるならば、そのような女たちの顔を覆う必要が一体あるでしょうか。 [370]

五神通をもつあらゆる聖者たちや神々も、よき戒徳という水に洗われて清浄無垢であ

る、私の心をお知りになっています。 [371]

私に他の男性への情欲は無く、それ故、私は衣で顔を覆わないで欣然と歩き回ってい

るのです。」 [372]

このようにゴーパーが説いたのを聞いて、家来たちと一緒にシュッドーダナ王は気づ

きを得て、とても清澄な心になり、感激しました。 [373]

そして、かの王（大地の守護者）は嬉しげにその嫁を見つめて、上等の布地の服やあ

らゆる装飾品を山ほど贈って、 [374] 輝かしい徳性の依処であり、すばらしい身体を

もっ、かのゴーパーを飾らせて、満開の蓮の花のような顔をもつ［王］は、 ［彼女を］

見つめながら次の様に言いました。 [375]

「私の息子である王子がすばらしい光輝と善き徳性の依処であるように、私の［息

子の］嫁である娘も、本当の戒と徳性の依処である。 [376]

最上の味をもつものである麻と醍醐が(40)合するように、きっと私のこれら二人の清

らかな有情は、運命のつなぐ力によって結合したのであろう。」 [377]

このようにかの王子とその妻に対して称賛をなし、シュッドーダナ王は親族たちと一

緒に喜びました。 [378]

このように［ゴーパーという］ 『女宝』を具えて、すばらしい光輝の善き徳性の海で

あるかの王子、菩薩・大士は輝きました。 [379]

40. 原文の sarpi-sarpim四i;tau 「麻と醍醐」は、源泉資料のLalitavistaraにも sarpi-sarpim四i;taとい

う語形があるため、 *sarpi.¥1-sarpim四i.tauと修正しない。
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—以上のように、私の師が私に教示された通りに、今私はお話しました。ア

ショーカよ、あなたもこれを聞いてから、 ［人々に聴聞の］喜びを与えてください。

[380] 

この菩薩の善説を聞いて、喜んだ人々は、皆清らかな心で菩提行をなすでありま

しょう。 [381]

すばらしい光輝の善き徳性の依処である菩薩・大士たちは、あらゆる有情に益をな

し、 ［生の］終わりに仏の住まいに行かれました。 [382]

—以上のように阿羅漢が教示されたのを聞いて、アショーカ王は「そういたしま

す」と同意して、周囲の聴衆と共に歓喜しました。 [383]

第14章 ［菩薩が］技芸と一切の学問［の通達］を示しヤショーダラー女宝と夫婦

になる品
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第三部

APPENDIX 

「梵文 ~acJgatikarik曲はアシュヴァゴーシャ作か」

この第三部で、アペンディクス（付録）として付けるものは、 2019年9月8日の日本印

度学仏教学会第70回学術大会パネル「アシュヴァゴーシャ研究の展開」 （代表：松田和

信）において、筆者（岡野）が「梵文 ~aq.gatik面kfil:t はアシュヴァゴーシャ作か」とい

う題目で発表を行った時に、学会会場で配付したハンドアウトの原稿である。

その発表後にしばらく経って、幾人かの方からその原稿を見たいという要望が筆者の

もとに寄せられたので、ここに少し修正を加えてその原稿を提示する次第である(41)。

この発表原稿は筆者が『南アジア古典学』 13号，2018年， 1-164頁に載せた「六道頌

(~ 叫gatik面k曲）の研究—梵蔵漢巴対照テクストー」と題する論文と密接に関連してお

り、その論文にあるやや複雑な議論を理解しやすくするために、著者の問題（馬鳴と

Dharmasubhiitiの関係など）や、作品の成立をめぐる問題など、いくつかの問題に焦点を

絞るかたちで書いたものである。その論文とほとんど同じ表現になっている箇所がこの

原稿の中に多々あるが、その点は寛恕されたい。この原稿はその2018年の論文から 1年

後の私の意見を述べているものであるから、説明の仕方にも多少の変化が入り込んで

いるところがあるが、大きく意見を変えた箇所は無い。

* * * 

日本印度学仏教学会第70回（於佛教大学） 2019年9月8日

［パネル発表B アシュヴァゴーシャ研究の展開（代表松田和信） 2番］

梵文 ~acJgatikarikah はアシュヴァゴーシャ作か． 

発表者：岡野潔（九州大学）

41. 特に注において文を変えた。また冒頭に発表要旨を付けた。
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［発表要旨］ 六道頌 ~a~gatikiirik曲（略号 SGK) の梵文と漢訳『六趣輪廻経』とパーリ語訳

ChagatidipanI (~PaficagatidipanI) は作者を馬鳴とするが、しかしそのチベット語訳は、梵文と作品

の内容が全く同じにもかかわらず、作者を Chosldan rab'byor dbyangs (*Dh印nikasubhfitigho~a) と

する。また世親の倶舎論は SGKの第36偶にあたる偶を引用して、それを Dharmasubhfitiの作とす

る。これまでの議論はほぼそれらの資料に限られていたため、その作品が本当に馬鳴の時代にま

で遡れるのかが疑わしかったが、筆者は SGKの姉妹的な作品として、 『分別業報略経』と『仏

説分別善悪所起経』という有部での伝承本があることを指摘し、また『大智度論』における連続

的な引用箇所も指摘した。それらによって、 SGKに似た作品が遅くとも 3~4世紀には有部で伝

承されていたことが証明できる。

『六道頌』 ~ac;\gatik面kaJ::i (以下 SGK) は105偶から成るが、内容に大乗的な要素はな

く、小乗仏教に属する文献である。三蔵に属さない、個人の著作である。梵文と 2本

の漢訳（日称等訳『六趣輪廻経』大正No.726と法天訳『佛説六道伽陀経』 No.725) と

パーリ語訳とチベット語訳がある。そのうち梵文と漢訳『六趣輪廻経』 （馬鳴菩薩

集）とパーリ語訳は、作者が馬鳴であると伝える。発表者は2018年に『六道頌』に関す

る2論文(42)を書いたが、その研究で得られた幾つかの発見に基づき、馬鳴の作である

可能性があるのか、という問いを立てて、この著者の問題を再度吟味してみたい。

馬鳴は有部—ー経量部を含む広義の有部—ーの出身であろう。馬鳴が SGK を作った

なら、 SGKという作品は有部で生まれたことになる。しかし現存する梵文 SGKはタイ

トルそのものが示すように、五道説でなく六道説をとるので、それは恐らく有部で伝承

された本ではない。しかし私は本来この作品の原テクスト (Ur-Text)は有部で作られ

たのであろうと考えている。

『六道頌』というタイトルで六道の業報を記す、現存する梵文 SGKには、阿修羅道

を扱った偶は 1偶しかない。それは第94偶であるが、その偶の後に「阿修羅の節終わ

る」 (asurak両d呻 samaptam) という文があり、そのたった 1偽で「阿修羅の節」が終

わる。これは実に不自然であり、本来はこの作品の構成は五道の分け方による五つの

節から成っていたのではないか、と疑うのが自然である。或る時代に編集者が「阿修

羅の節終わる」という短い文を書き入れて、阿修羅についての 1偶を無理に節として独

立させただけで、作品の構成を五道から六道という分け方に変えることが出来たので

42. 岡野潔(2018a) : 「六道頌 (~aggatik記K曲）の研究—梵蔵漢巴対照テクストー」、 『南ア

ジア古典学』 13号、 1-164頁； 岡野(2018b) : 「~aggatik記k曲と分別業報略経」、 『印佛研』

第67巻 1号、 458-450頁。
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あり、 『六道頌』というタイトルはその再編集の時に編集者によって付けられたもの

で、本来の作品名ではないであろう。

またこの現存する梵文SGKと似たテキストが有部に伝承されていたことを考慮する

必要がある。

梵文SGKにかなり近い内容をもち、五道説に基づく作品構成をしており、しかも有

部が伝持したことがほぼ確かな作品が、漢訳の現存する仏典として有る。それが『分

別業報略経』 （大正No.723)である。この漢訳経と SGKの、両作品の内容の比較に

ついては岡野(2018b)を参照してほしい。両作品は恐らく同一のUr-Textから派生して、

生じたものである。もし SGKという作品のタイトルが後の時代の編集者に付けられた

もので、本来のものでないなら、 SGKの本来のタイトルは、この「分別業報略」 *Kar-

mavibhaiiga-s呵曲ep曲のようなものではなかっただろうか。

漢訳『分別業報略経』の作者は大勇菩薩であると漢訳者に記される（残念ながら馬

鳴ではない）。その訳者が僧伽跛摩であること(43)から判断して、これは有部に属する文

献であると見て問題ない。 『分別業報略経』は分量的に梵文SGKより 1.5倍ほど大き

い作品である。梵文 SGKと比較すると、 『分別業報略経』は梵文 SGKとほぼ同じ構

造を保ちつつ、両者の共通の土台的伝承の上にあちこちで偶を増やし、作品を拡大し

たと思われる。 『分別業報略経』は梵文SGKよりも発達した形を示しており、決して

SGKに相当する有部における最古形のテクスト (Ur-SGK)を示すものではない。有部

のUr-SGKのテクストがある時代に大勇によって増広され再編集されて出来た作品が、

この5世紀薗半に漢訳された『分別業報略経』ではないかと私は推測する。

安世高訳『仏説分別善悪所起経』 （大正No.729) という別の漢訳の作品にも注意を

払う必要がある。その経は前半が散文、後半が韻文から成るが、詢半の散文部分につ

いては敦燈本『提謂経』 （提謂波利経）巻下との文面上の合致が指摘され、中国で製

作された偽経と思われる (44)。しかしその経の後半を占める韻文部分は、大勇菩薩

の『分別業報略経』の梵文原典とほぼ同じ内容をもつ梵文原典から、別の時代

に（もっと古い時代に）別の訳者によって漢訳された 1作品であるとみなすことができ

る？つまり『分別善悪所起経』の後半・韻文部分は『分別業報略経』より古い時代に

なされた、その異訳であると見てよい。その梵文の原本を推測すると、それは『分別

業報略経』と大して違いがない有部の伝承本であったと考えられ、決して『分別業報略

経』よりも古い段階の作品のあり方を示すテクストではない。

43. 僧伽跛摩は他に『雑阿毘曇心論』 （大正 No.1552)や『薩婆多部毘尼摩得勒伽』 (No. 

1441)や『勧発諸王要偶』 (No. 1673)を訳している。慧咬の高僧伝によれば彼は『雑阿毘曇心

論』に精通していたという。有部の人であることがわかる。岡野(2018a),16頁注20。

44. 牧田諦亮 (2014)、 170-238頁（提謂経と仏説分別善悪所起経—真経と偽経ー）を参照。
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また有部系統で伝持された SGKにあたる別の古い資料が、 『大智度論』に引用され

る文である。 『大智度論』巻十二には、明らかにその作者（龍樹）がSGKに極めて近

い文献を利用して書いたと思われる 1節がある (T25 152cll-153a14) <45¥ 

『大智度論』のその一連の文は、作品名や作者名を出さずに引用され、また散文で

記されているが、文が実に梵文SGKならびに『分別業報略経』と似ている。内容も、

出てくる順序も、ほぼ同じである。 『大智度論』の作者は梵文 SGKのテクストか、或

いは『分別業報略経』 (=. 『分別善悪所起経』韻文）の梵語の原本テクストかの、どち

らかを依用しながらこの文を作ったものと思われるが、細かく比較して見ることで、

『大智度論』の引用した文は、梵文SGKよりも、有部系の『分別業報略経』 (=; 『分

別善悪所起経』韻文）に近い様な偶の配置をもつテクストと判断できる(46)。従って『大

智度論』に利用されたのは『分別業報略経』と合う、有部が伝持するテクストである

と思われるが、私は、そのテクストは現存する漢訳の『分別業報略経』とほとんど同

じテクストではなく、それよりもっと偶数が少ない、梵文SGKに近い短さをもつよう

な、 1段階古いテクスト（つまり有部が伝持した Ur-SGK)であったのではないかと推

測する。そう推測するわけは、 『大智度論』の作者はこの箇所で全部で15の文をその

テクストから適当に選び出したわけであるが、 15の文のうち14の文は梵文SGKにもあ

る偶である。これほどの高確率で、 SGKにも対応する偶が見つかる偶ばかりが利用の

際に選ばれたのは、 『大智度論』の作者が利用したテクストは、まだ SGKに近い偽の

量をもつにすぎない古い段階に留まっている古いテクストだったからであろう。もし漢

訳『分別業報略経』と同じくらい多くの偶の量をもつテクストから適当に15の文を選

び出したなら、 15分の14という高確率で、 SGKとも合致する偶ばかりが選ばれること

はありえない。漢訳『分別業報略経』は大勇によって再編集を受けた拡大版と考えるな

ら、 『大智度論』が利用したのはその拡大がなされる前の段階の、有部の Ur-SGKに

近いテクストなのではないか(47)。

45. そこでは (1)象馬牛等の畜生の業、 (2)龍の業、 (3)金翅鳥の業、 (4)鳩槃茶鬼の業、 (5)地の

夜叉鬼の業、 (6)虚空の夜叉の業、 (7)宮観飛行夜叉の業、 (8)飲食を施した業、 (9)衣服を施した

業、 (10) 房舎を施した業、 (11) 井池・泉水等を施した業、 (12) 橋船• 履腿を施した業、 (13)園林

を施した業、 (14)四天王に生まれる業、 (15)他の六欲天に生まれる業が説かれる。

46. 例えば、 『大智度論』の(10)(11) (12) (13)の四つの文に相当する梵文SGKの偶は、それぞれ

第69偶、 71偶、第7of.局、第72偶である。ここで SGKは相当する偶の順番が少し狂うのに対し

て、 『分別業報略経』と『分別善悪所起経』の相当箇所では、 『大智度論』のその四つの文と全

く同じ順番で文が出てくる。岡野(2018),31頁。

47. 『大智度論』の (15)の文は天界の六欲天で記述を終えている点が注意される。漢訳『分別業

報略経』 (~ 『分別善悪所起経』韻文）では天界の記述は六欲天で終わらずに、更に色界・無色

界の諸天まで偶が増広されているのに対し、 SGKは六欲天だけで天界の記述を終える。もし『大
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さて現存する梵文SOKは、有部でなければどの部派に伝持されたものであろうか。

内容的に確実に小乗の作品であるから、インドではどこかの小乗部派の教団の中で伝

持されていたはずである。現存する SOKが六道説の立場に立つ点を考慮すると、五道

説に立つパーリ上座部と有部は、その候補から自然に除外されることになる。六道説

に立つ部派としては、大衆部のアンダカ派と北道派ならびに債子・正量部がある。その

中から候補を選ぶならば、大衆部系の部派よりも債子・正量部である可能性が高いと

私は考える。大衆部よりは、上座部系の部派である積子・正量部のほうが、同じ上座

部系の有部のように、業報の威力の強調に熱心であったと思われるからである。

私は SOKの原形テクスト (Ur-SOK)は本来有部系の部派で作られたものであると推

測するが、その作品は個人の著作であるため、部派を超えて、債子・正量部を含めた上

座部系の諸部派で共有されていた時代があったと考える。有部において Ur-SOKが作ら

れ、人気があるその個人の作品はやがて有部から他のJ:座部系部派に流出して、現存

する非・有部の梵文SGKの作品（犠子・正量部において六道説に合うように再編集さ

れたもの）が出来たのではないか(48)。そして Ur-SOKから、他部派に流れた梵文 SOK

とは別に、有部の内部で、更に偶数を追加した（また偶によっては韻律を長いものに変

えた）再編集された作品として、 『分別業報略経』 (=i『分別善悪所起経』韻文）の梵

語原本たる、大勇菩薩に帰せられる作品が生じたのではないだろうか。私はこのよう

に、西北インドで有部の創造的な生産活動が最も盛んであった時期の 2-4世紀頃

に、作品の源泉である原テクスト (Ur-SOK)、そこから派生した漢訳『仏説分別善悪所

起経』韻文や『分別業報略経』の原典たる大勇菩薩作の梵文テクストや、またそれに内

容が近似する現存の梵文SOKのテクストが、成立したのではないかと考える。

有部： Ur-SGK 

非ー有部：

→ 大智度論に引用されたSGK →分別業報略経（与分別善悪所起経）

＼ 現存する梵文SGK

馬嗚が著者であるかどうかを議論する場合は、この『大智度論』以前に成立してい

たUr-SGKのテクストも含めて、 SGK関連のこれらの作品が馬鳴によって作られた可能

性を検討するものになる。

智度論』の作者が漢訳『分別業報略経』と同じ程度に発達したテクストを用いたならば、 『大智

度論』の (15)の文は六欲天で終わることなく、無色界までを簡略に紹介したのではないか。この

ことから、 『大智度論』の作者が利用したテクストは、まださほど増広されていない段階にある

有部の SGKの原形テクスト (Ur-SGK)ではなかったかと考えられる。岡野(2018a),32頁。

48. 現存するSGKが憤子・正量部に属すると考えた理由については、岡野(2018a)、33-35頁を参

照されたい。
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さてUr-SGKや SGKが馬嗚の作かを考える時に、議論されるべき論点が以下の様に

二つある。

論点I: 「SGKという作品が正法念処経から抜粋して作られたものであるか」

Sylvain Leviが1928年に発見した梵文SGKのネパール写本の巻末のコロフォンには、

この作品が「聖なる『正法念処』大乗経からの抜粋である」と記されている：

面yasaddharmas叩 yupasth血a-mahiy証asiitrintit samilq-祖 mahap叩<;litasvagho~ena~a<:\­

ga曲面k曲 samapt曲II(聖なる『正法念処』大乗経からの抜粋である、偉大な学者

Asvagho~aによる、 『六道頌』終わる。）また SGKの蔵訳テクストの末尾のコロフォン

にある蔵訳タイトルは Dampa'i chos dran pa nye bar gzhag pa'i'gro ba drug gi tshig le'ur byas 

pa であり、この蔵訳により梵語の作品名は *Saddharmasmrtyupasth函a-~a<:\gati-k面ka (正

法念処・ 六道頌）と還梵される。ただし蔵訳に大乗経という表現は無いことに注意す

る必要がある(49)0

この SGKのコロフォンの文をそのまま受けとめるなら、 SGKの作者の馬鳴は、ソー

スである経典から単に偶頌を抜き出して編集を行ったにすぎないことになる。

もしそのコロフォンの文が正しいなら、ここで言及される『正法念処』 (Saddhar-

masmftyupasth函a)というテクストは、我々がパーリ聖典やチベット訳（東北No.287) 

や漢訳（大正 No.721, 722)で知る『正法念処経』とは全く違う、謎のテクストであ

る。現存の『正法念処経』にはSGKの偽が見出せないからである(50)0

49. 「聖なる『正法念処』大乗経からの抜粋である・・・・」と記した SGK梵文写本のコロフォン

の文について、それに相当する文の訳が、 SGKの蔵訳には存在しないので、その「大乗経からの

抜粋」という表現は或る時代にネパールで写本に付け加えられた可能性もある。なおSylvainLevi 

がネパールで梵文SGKと同じ写本の中にあるのを発見した馬鳴の作らしい梵文テクスト『十不

善業道［説示］』 Da緑kusalakarmapath曲に次の文が記されている： ukt叩1ca bhavagata 

aryasaddharmasmrtyupasth函a-mahiy函asiitreime da俎ku紐l曲karmapath曲m11han11rakahetaval}[ ... ]. 

区vi(1929), p. 269. つまり、この馬鳴の『十不善業道［説示］』テクストも「聖なる『正法念処』

大乗経」に由来する、と記すわけである。岡野(2018a),37頁注47。

50. Leviがネパールで貝葉写本を発見した、 2684頌（実際は26801l員）から成る Dharmasamuccaya

梵文テクスト―これは宋の日称等が漢訳した観無畏尊者集の『諸法集要経』 （大正No.728) 

にあたる—も、 『正法念処経』こそが作品の偽頌のソースであるとコロフォンで自ら語る。す

なわちそのDharmasamuccayaの写本のコロフォンには、 「私は『正法念処経』の広大な大海か

ら偶頌を抜き出そう」と記されている。その作品の場合は、 SGKと違って、実際に『正法念処

経』 (No. 721) の中の多数の偶と密接な関係があることが確認できるので、 『正法念処

経』 (Saddharmas皿tyupasth血asfitra)から偶を抜粋して作られたという文は正しいものと見なして

差し支えない。岡野(2018a),38-39頁。
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また現存する梵文SGKの作品そのものの内容から推測すると、その作品は一人の著

者がよく作品全体の構成を考えた上で 1偶ずつ創作した作品であると思われる。決し

て『正法念処経』というような他文献の「抜粋」で作れる作品ではない。 SGKには業

因と業果の説明において言葉遊びがあちこちに見られる(51)。作品のあちこちに言葉遊び

が散在していることによって、 SGKという作品が一人の詩人の手によって創造された

作品であり、決して別の聖典から偶が抜粋され寄り集められて出来たような性格の作品

ではないことがわかる。

論点2: 「SGKの著者としての馬鳴と Dharmasubhiiti/ Dharmikasubhiitighopの関

係」

SGKの作者の名は、梵文・漢文（日称等訳の『六趣輪廻経』） ・パーリ語訳のコロ

フォンでは Asvagho~a. 馬嗚，Assaghosaであるが、蔵訳のコロフォンは*Dharmikasub-

hfitigho~a もしくは*Dharmasubhfitigho~a (Chos ldan rah'byor dbyangs) とする。梵文SGK

と蔵訳はテクストとして完全に一致するものの、こうして蔵訳はこのSGKの作者を馬鳴

とは記さないために、どちらの作者名が正しいのか、という問題が生じる。

さて 5世紀の世親は『倶舎論』世闘品の第59頌釈において、地獄の獄卒は有情かど

うかという議論のために、 bhadantaDharmasubhfiti (大徳・法善現）が説いたものとし

て、 1偶を引用している。その世親に引用された 1偶のテクストを見ると、それは現存

する梵文SGKの第36偶にあたるものと判断できる。従って、 SGK蔵訳が伝える*Dhar-

mikasubhiitigho1aと、世親が伝える Dharmasubhiitiとは同一人物と見て良いであろ

゜
ぷ
／

しかし両者の偶を比較すると、単純に同一の偶と見なすわけにはゆかない。議論が

細かくなるが、原文を確認すると、まず『倶舎論』 Abhidharmakosaで世親に引用され

た 1偶は次のとおり。 （この偶を仮にAと呼ぶ）

krodhan曲kriirakarm恥曲papabhirucayasca ye / 

du油血e~uca nandanti jayante yamar菰~asa}:l// (Pradhan ed., p. 164, 11. 15-16) 

（和訳：怒りっぽく、残酷な行為（業karman)を有するものであり、悪を愉しむ者、

もろもろの苦しみを喜ぶ者は、ヤマ（閻魔）の［獄卒たる］ラークシャサ（羅刹）た

ちとして生まれる。）

梵文SGKの第36偶は次のとおり。 （この偶を仮にBと呼ぶ）

51. 例えばSGK55偽の gandhamiilふと gandharvaの語や、 56偽の pisunaとpisiicaの語や、 69の

prasiidaとprasannaの語や、 95偽のparigrahaとgrahaの語のように。岡野(2018a),113頁。
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atyantakrodhan曲は江助sa血Qpapabhlk碑~it:iaQ/ 

paravyasan社咽固cajayante yamariik牌S祉／／

（和訳：とても怒りっぽく、残忍であり、欺く者、悪を欲する者、他人の不幸を喜

ぶ者は、ヤマ（閻魔）の［獄卒たる］ラークシャサ（羅刹）たちとして生まれる。）

世親が引用する前者の偶をA、それによく似た後者の梵文SGKの偶をBとして、この

両方の偶を比較してみると、 BよりもAの方が明らかに表現が素朴であり、 Bの方がよ

り洗練された表現になっている。つまりAを推敲して書き直したものがBである、と推

測することが出来る。

AとBの偽を比較して、特に次の点に注意してもらいたい。世親のAの偽には piidaa 

でkarman 「行為・ 業」という語があるが、その語は SGKのBの偶にはない。そのAと

Bの違いを踏まえた上で、別の文献を見てみよう。

『倶舎論』で世親に引用された上述の偶は、 『大毘婆沙論』巻172でも、大徳・法善

現の頌として(52)、同様の議論の中で引用される。

心常懐念毒好集諸悪業見他苦生悦死作淡魔卒 (T 27 866bl6-17) 

この『大毘婆沙論』の偶には、 「業」という語があるから、世親のAの偶の方に合致

するといえる。

次の大勇の作とされる漢訳『分別業報略経』は、その漢訳者から判断して有部に属

するものと思われるが、やはり作品中に相当する 1偶をもつ。それは次のとおり。

患憎不善行心常榮悪法見他苦随喜死作閻羅卒 (T 17 447b26-27) 

この偶には「行」という、 karmanにあたる語があるから、世親のAの偶の方に近

い。

52. 『倶舎論』のDharmasubhiitiと、 『大毘婆沙論』の「大徳・法善現」とは、同一人物と見

なしてよいが、その人物は『大毘婆沙論』の議論の中で、相当の尊敬をこめた扱いをされている

有部の師である。 『大毘婆沙論』の綱纂の時期には、法善現が作った韻文作品が有部で尊ばれて

いたようだ。倶舎論世間品や大毘婆沙論巻七十に見られる、法善現による菩薩入胎時の六牙白象

を表現した Rathoddhata韻律で作られた 1詩節 (Abhidharmakosa,Pradhan ed., p. 124, 11. 11-12)を

めぐる有部での議論では、法善現 (Dharmasubhiiti)が作ったその詩節を「これはkavya(美文体

詩）である」といい、単なる文学作品として片付けようとする意見が見られる。つまり法善現が

カーヴィヤの作行であると人々に晶讃されていることがその、ほ↓↓からわかる。法沿視がイi部系で

尊ばれた著名な詩人であったとすれば、それは馬嗚の別名である可能性は確かに無いわけではな

い。彼は長い複雑な韻律を用いつつ洗練された梵語で作品を作る、カーヴィヤの歴史の最初期の

仏教詩人だったのではないか。岡野(2018a),24頁注32。
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次に漢訳『分別善悪所起経』の韻文部分は、 『分別業報略経』とほぼ同じ梵語原典

からの異訳と見なしうる作品であるが、やはりそれに相当する偶を有する。それは次

のとおり。

懐恨意念怒果敢為非法見人窮苦喜死為閻獄鬼 (T 17 52la6-7) 

この偶には「為」という、 karmanにあたる語があるから、たぶん世親のAの偽の方

に近い。

世親や『大毘婆沙論』が引用する Dharmasubhuti(法善現）の偶に相当する偶が、こ

のように『分別業報略経』と『分別善悪所起経』にもあり、どの偶も恐らく原文ではA

であり、ほぼ同じテクストであったと思われるが、すると世親や毘婆沙師は偶の引用

にあたって、同じ有部に属する『分別業報略経』—その作品は当時すでに存在してい

たであろう—の作者である大勇の名をあげることもできたはずであるが、その名をあ

げないで、 Dharmasubhiitiの名をあげているのは、大勇より前の、真の作者（偽の内

容に責任をもつ作者）がDharmasubhutiであると世親や毘婆沙師が見なしていた故に、

その『分別業報略経』より古い、有部の伝承 (Ur-SGK)の原作者として Dharmasubhuti

の名をあげたのではないか(53)。つまり有部においては、二つのバージョンが存在し、

古いDharmasubhutiの作品を増広したものが、大勇の新しい作品であったのではない

か。 Dharmasubhutiが古い作者で、大勇が新しい作者なのではないか。

有部のDharmasubhiitiのUr-SGK → 大勇の分別業報略経(!::;分別善悪所起経）

また梵文 SGK の蔵訳のように、 SGKの作者を馬鳴 Asvagho~a ではなく、 Dhar­

milcasubhiitigho~a という作者に帰する伝承が有るのは、現存する梵文 SGK がDhar­

masubhiitiという有部に属する作者が作った原作品から派生した作品であるという認識

があったからであろう。

しかしその有部のDharmasubhiitiと、梵文SGKの作者が必ずしも同一人物であると考

える必要はないかもしれない。それは上記のように、世親の引用したAの偶は、梵文

53. つまり世親や大毘婆沙論が引用する Dhannasubhiiti(法善現）の偽に相当する偽が、このよ

うに『分別業報略経』と『仏説分別善悪所起経』にもある以上、両漢訳経のその梵語の原本から

世親がその偶を引用することもできたはずであるが、世親はそうしなかった。 『分別業報略経』

の作者は大勇菩薩とされており、法善現ではないから、世親が1偶を引用したのは、その大勇の

作品からではなく、その大勇が増広を行う繭の段階にある法善現の作である Ur-SGKからであっ

たと考えられる。大勇の『分別業報略経』にも世親が引用した同じその偶が見つかるわけは、大

勇の作品が有部の古い師である法善現の作品をベースにして増広し再編集した作品であるからで

はないか。
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SOKのBの偶とやや表現が違っていた点から判断されるように、両方の作品は完全に同

ーではなく、梵文SOKの作者によって、古い Dharmasubhiitiの作品は推敲されて「書き

直し」をされた作品である可能性があるからである。

梵文SOKは、ある時期に有部から非ー有部に流出して六道に再編集された作品である

と私は推測しているが、前述の「書き直し」 （偶の文面の変更）が施されたのは、非—

有部に流出する前なのか後なのかはわからない。もし流出前に、有部の内部で「書き

直し」がなされていたとすれば、同じ有部の別の詩人（それは馬鳴の可能性もある）に

よって推敲され、より洗練された表現になるように書き直しをされた可能性がある。

つまり現存する梵文SGKは、別の人による「書き直し」という製作過程を経ている

と考えられるため、二重の著者性を帯びている作品といえるから、第 1段階の作者が

馬鳴とは別人としてのDharmasubhiitiであるとしても、第 2段階の洗練された「書き直

し」をした作者が馬鳴ではないか、という主張も成り立つであろう。その場合は梵文

SOKの作者は、 Dharmasubhiitiとしても、あるいは馬鳴としても、間違いとはいえない

ことになる。もし原作者Dharmasubhiitiの作品と、別人によって書き直し・再編集をう

けた作品とを、当時の人が区別する必要があった場合、後者の作品には原作者ではな

い名が記されるであろう。 Dharmasubhiitiの後に増広した作品を作った大勇菩薩こそ馬

鳴の別名ではないのか、という主張もありうるであろう。また Dharmasubhiiti→馬鳴

→大勇という 3段階の発展があるのでは、という見方もありうる。

Sylvain Leviが主張したように、 Dharmasubhiitiとは馬鳴の別名である、という主張も

完全に否定することはできない。これは T釦aniithaの1文（彼の『仏教史』 18章）を根

拠にする。それは馬鳴と Db印nika-subhiiti(Chos ldan rab'byor)とM両ceにと Sura等の詩

人を全部同一人物と見なす説である。 16世紀後半のチベット僧が書いた脆弱な根拠で

はあるが、恐らくインドにそのようなDharmasubhiitiと馬鳴を関連づける伝承があっ

て、チベットに伝わったのであろう。

SOKの蔵訳は梵文とテクストとしては完全に一致するものの、蔵訳はコロフォンでこ

のSOKの作者を Chosldan rab'byor dbyangs = *Dharmik.asubhiitigho~aもしくは*Dharmasub­

hiitigho~a と伝えることは、先に記した。なぜ—gho~a が付いているのであろうか(­

*gho~aでなく、 -*nirgho~a. -*svaraである可能性も無いわけではないが）。—*gho~a の語

が付いているのは、 Asvagho~a と関連づける意図があったのではないだろうか。この

Dharmasubhiiti という人物は Asvagho~a であることを暗示するため、狐が化けた時のよ

うに, -gho~a という尻尾が付いているのだろうか。もしかしたら *Dharmik.asubhiitigho~a

という名は、 Dharmasubhiiti と Asvagho~a との二つの名が混じり合った名かもしれない。
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最後に一つだけ確認しておきたいのは、この SGKという作品(54)、もしくはその有部

における類似の作品が、本当に馬鳴の時代に遡る可能性はあるのか、という点であ

る。その成立年代推定の一つの根拠は先に述べたように、 『大智度論』による引用で

ある。 『大智度論』を仏訳して研究した E.Lamotteは、 『大智度論』が西北インドの有

部に属した学僧により 4世紀初めに作られたと推測した (TomeIII, pp. XL, L)。その

年代論に従えば、 『分別業報略経』 (~ 『仏説分別善悪所起経』）の梵語原本の成立の

下限を『大智度論』より前、 4世紀初め以前に置くことができよう。私自身は『大智

度論』の龍樹を『中論』の龍樹と完全に同一視する学的立場に賛成しないが、もしそ

の意見に従うなら、その下限は更に百年以上古くまで移動する。つまり馬嗚の時代に

まで下がる可能も出てくる。

もう一つの根拠は、 SGKにもある法善現の 1偽が『大毘婆沙論』にもあることであ

り、そのことによって 3---4世紀には法善現の作品が有部で知られていたといえるので

はないか。

さらにもう一つの根拠は、 『仏説分別善悪所起経』という漢訳が作られた年代の古

さである。 『仏説分別善悪所起経』は『出三蔵記集』巻四の「失訳雑経録」に失訳経

典の一つとして挙げられ、また法経の『衆経目録』でも「衆経失訳」に挙げられている

が、費長房『歴代三宝紀』以降の目録では、安世高の訳であるとされる。そのため通

常は費長房の記述の信憑性を疑い、後代に安世高に仮託された、訳者不明の作品（失

訳）と見なされるべきであろうが、しかしこの作品の後半の韻文部分については、訳

語を検討してみると、本当に安世高の訳である可能性も皆無というわけではないようで

ある。費長房の目録は信頼できないが、結果的にまぐれ当たりということもありう

る。先に示した餓鬼の名の訳語以外でも、 『仏説分別善悪所起経』の韻文部分にはあ

ちこちに古めかしい訳語が使用されていて、宋の文帝の時に僧伽跛摩に訳出された『分

別業報略経』よりも相当に時代の距たりがある古い訳であることは疑いない。 『仏説

分別善悪所起経』の（前半の付加された散文を含まない）韻文部分だけの瓢訳年代

は、古訳時代の3 (士 I)世紀、遅くても4世紀後半あたりが下限と、大まかに見当を

54. もし SGKの蔵訳・漢訳2本・ パーリ語訳などの酬訳年代だけを根拠にして梵文SGKの成立

年代を推測するならば、梵文SGKがインドで遅くても 9世紀初頭までに成立していたというこ

としか言えない。 SGKの蔵訳は、チベット最古の経録『デンカルマ目録』に載っているので、遅

くとも西暦824年までにチベット語に翻訳されていたことがわかる。蔵訳は漢訳やパーリ訳より

早い。中国で法天や日称等によって漢訳されたのは宋代であり、また SGKのパーリ語訳も

11~12世紀にミャンマーでなされたものと推測される。梵文SGKの作品の成立年代の議論にお

いては、 9世紀初頭という、蔵訳の訳出年代から導き出されたその下限よりどれだけ古く遡らせ

るかが問題になるが、そのため有部の『分別業報略経』という SGKの姉妹的な作品の成立年代

が重要になる。岡野(2018a),15頁。
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つけることができるであろう (55)。しかしその韻文部分の漢訳が本当に 2世紀後半の安

世高まで遡れるかどうかは、現時点での簡単な調査では判断が難しく、今後に漢訳語

の詳細な調査を行うことが必要となる。

以上から、有部において SGKに似た作品が3--4世紀には成立していたことは文献

学的に見て、確からしく思われるが、 2世紀まで遡るかどうかは確実とはいえない。

（馬嗚はカニシュカ王と同時代の人とされるから、 2世紀の人であろう。）

少なくとも、以上の議論を踏まえれば、 SylvainLeviのようにSGKの作者を馬鳴

(Dharmasubhutiと同一人物としての馬鳴）と見なすことは、現代の仏教学においても

なお弁護可能な一つの立場であるといえる。 『分別業報略経』や『大智度論』との関

係など、区viの時代よりもSGKについての知識が増えた分、 SGKの著者に関しても検討

すべき問題が複雑化した。今後さらに SGKと『分別業報略経』に関連して、別の新た

な資料が見つかることが望まれる。

※本研究はJSPS科研費 17K02217の助成を受けたものである。
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（九州大学大学院教授，Ph.D.)

55. このように判断した理由については、岡野(2018a),20頁注25を参照。
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